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本書は、長野県上水内郡飯綱町に所在する芋川氏館跡ならびに(伝)願生寺跡の緊急発掘調査報告書

です。芋川氏館跡ならびに(伝)願生寺跡は表町遺跡とともに平成21年度に発掘調査されました。

芋川氏館跡は、古代以来の芋川滝に根を張り、中世から戦国時代まで活躍した芋川氏の根拠地といわ

れてきた場所です。地元では芋川氏について昔から、用水を開削し耕地を開いた豪族、社寺を創建し文

化をもたらした豪族として語り継がれてきました。 (伝)願生寺跡も同じく中世に隆盛した浄土真宗願

生寺があった場所だという伝承の地です。また表町遺跡も芋川氏が活躍した中世の時代に、島津氏の居

城矢筒城の城下町だったという伝説がありました。

これら3つの遺跡に共通しているのは、先人から伝わる歴史語りの内容に比べて、現在のそれぞれの

場所に遺跡の証しが乏しいことでした。芋川氏にせよ、城下町にせよ、お寺にせよ、地上にはほとんど

痕跡を残していないので、先人からの伝承を事実としてうけとめるには戸惑いもありました。

今回、考古学のメスがこれらの遺跡に入り、そこに確かな先人の生きた証しがあったことが明らかに

なりました。この成果は私たちの町の“来し方’’を物語る何よりの宝になりました。先人の昔語りが史

実を伝えるものだったかは、さらに今後の研究に委ねるとして、本書が広く活用され、私たちの“行く

末’’を考える良き糧になることを念願しています。

この報告書には芋川氏館跡と(伝)願生寺跡の調査成果が収録されています。 1年間に3つの遺跡を

立て続けに発掘するのは飯綱町で初めての経験で困難を伴いましたが、無事に発掘調査を終え報告書を

発刊することができました。発掘や整理作業に従事された皆様をはじめ、ご指導、ご協力をいただきま

した関係各位に御礼申し上げますとともに、格別なるご指導を賜りました笹津浩先生に深く感謝を申し

上げ発刊の言葉とします。

平成26年3月31日

飯綱町教育委員会

教育長　寺島　政次



芋川氏館跡く第4次〕



例言

1.本書は飯綱町芋川田中公会堂建設に係る草月眠館跡の第4次発掘調査報告書である。

2.使用した地図は国土地理院発行の25,000分の1 (使用許可基準範囲内)、飯綱町全図2,500分の1をもととし

た。

3.発掘調査の測量は簡易遣り方実測法で実施した。なお、国家座標は世界測地系である(詳細「発掘調査の方

法」)。

4.発掘調査及び報告書作成にあたって以下の諸機関等と諸氏に、業務委託または協力を得た(敬称略)。
・長野県立歴史館、長野県埋蔵文化財センター、長野市埋蔵文化財センター

・田中公会堂建設委員会(委員長渡辺千賀雄)、田中組(組長村上今朝男)、妙福寺(住職中殿秀靖)

・測量・基本杭設定　龍野土地家屋調査士事務所　　・空中写真撮影　㈲清水工務所

・写真の現像・焼付　ナカムラフォト(信濃町)

・中・近世陶磁器鑑定　市川隆之(長野県埋蔵文化財センター)田中暁穂(長野市埋蔵文化財センター)

・漆器取り上げ　白沢勝彦(長野県埋蔵文化財センター)

・石器・石製品の石材鑑定　中村由克(野尻湖ナウマンゾウ博物館)

・建造物　土本俊和(信州大学工学部)伊藤友久(長野県埋蔵文化財センター)

・樹種同定、種子鑑定　㈱パレオ・ラボ　　・木製品保存処理　㈱喜田生物研究所

・木製聾　田中寿子(松山記念館)

5.報告書作成に係る作業分担は下記のとおりである。

遺物実測　陶磁器一高山いず美・峯山真由美　土器一宮同塵子　石器・石製品一原田勝美・高山・峯山　木

製品一原田・富岡　金属器一高山　拓本一鈴木千秋　遺構図整理一原田・柳澤まち子　レイアウト・トレー

スー笹津・柳澤　観察表一笹津・原田・鈴木・柳津・横山かよ子　写真撮影一笹津　写真図版一笹津・横山

6.本書の編集は笹津がおこない横山・柳澤・鈴木が補助し、執筆は下記のとおりである。

原田:第1章　笹津:第2-4章第1-第3節、第5章　佐々木田香:第4章第4節

7.遺跡の記録類ならびに出土遺物は飯綱町教育委員会が保管している。

凡例

1.遺跡名は「芋川氏館跡」とし、記号は「SIY」である。

2.遺構記号は以下のとおりである。遺構番号は第1へ3次調査からの通し番号とした。

SA :柵列・土塁　　SB :建物跡　　SD :溝跡　　SE :井戸跡　　SF :炉床跡と類似遺構

SK :土塊　　SX :廃棄土坑(集石)ならびに性格不明な遺構

3.遺構・遺物実測図・遺物写真の縮尺は概ね下記のとおりであるが、例外は図中のスケールによられたい。

また、遺構図の方位は真北、レベルHは海抜である。

発掘図1 :800、 1 :120、 1 :100　掘立柱建物・柵列・礎石建物・溝1:50　杭列1 :80　井戸1:40

廃棄土塊1 :20

遺物実測図　土器1 :4　陶磁器・土師器皿1 : 3　瓦1・:4　臼・五輪塔など1 : 6　石鉢・凹石など

1 :4　打製石斧・叩石・砥石・硯・石盤1 :3　石筆2:3　銭貨・銅製品・煙管など2:3　釘など鉄

製品1 :2　鍛治関連1 :3　聾・鍬・柱など1 :8　杭1 :4、 1:8　曲物など木製品1:4

4.土器・陶磁器実測図の断面は珠洲を含む須恵器は黒色、灰粕陶器・陶磁器・瓦質土器はアミ掛けとした。ま

た遺物の表面に煤・炭化物・漆・鉄粕など塗彩・自然付着の場合と遺構における焼土(炉床)はアミ掛けと

した。

5.石材の略称は下記のとおりである。

輝石安山岩Andl　角閃石輝石安山岩And2　黒灰色輝石安山岩And3　凝灰岩質砂岩Sa　緑色凝灰岩GT

凝灰岩質頁岩TS　石英安山岩Dac　黒色粘板岩Sl　頁岩Sh　結晶片岩SCH　滑石PA

6事　図・表・写真の遺物表示は原則として同一の図番号で統一し、それ以外は整理番号に( )を付した。
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第1節　調査に至る経緯

第1章　調査の概要

第1節　調査に至る経緯

仁　調査の経緯と目的

平成21年1月20日　公共事業照会で田中公会堂建設計画を確認。町教育委員会から建設予定地が芋川氏館跡で

埋蔵文化財包蔵地にあたるため保護協議が必要な旨、田中公会堂建設委員会に連絡し町教育委員会と設計業者で

協議。その結果記録保存を前提に町教育委員会が主体となり、調査団を設置して発掘調査を実施することとした。

3月6日　田中公会堂建設委員会(委員長渡辺千賀雄) ・田中組(組長村上今朝男) ・工事担当者などと町教

委・調査団で今後の調査日種や調査方法について打合せ。調査地は芋川氏館の束堀跡が予想されるので、公会堂

建設に際し、その場所をさける旨要請、了解される。

6月2日　建設委員会・工事担当と町教委・調査団で協議。調査内容と調査の進捗状況について報告。

2簾　発掘調査対象地・予定面積・調査期間

対象地　長野県上水内部飯綱町大字芋川字中峯前田1517- 2

調査予定面積　581.6壷

調査期間　平成21年4月13日へ6月30日

3,発掘作業

(1)調査体制

団長　　　　笹津浩

調査主任　　原田勝美

調査補助員　富岡麗子　柳澤まち子　鈴木千秋

調査作業員　常田範夫　深澤豊晴　松木幸三　峯山真由美　諏訪栄一　草間喜美子　柳沢依男　寺島尊夫

4東　整理作業

(1)期間

平成21年11月17日一平成26年3月31日

(2)体制

埋蔵文化財調査整理特別指導員　笹津浩

埋蔵文化財調査指導員　　　　　原田勝美(-24年3月31日) ・横山かよ子(24年4月-)

埋蔵文化財整理作業員　　　　　富岡麗子　柳津まち子　鈴木千秋　峯山真由美(-24年9月30日)

高山いず美(-25年3月31日)

(3)経過

小野遺跡(2012年3月刊行)ならびに表町遺跡(2014年3月刊行)と併行して実施
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第工事　調査の概要

(4)事務局(平成21年4月一平成26年3月)飯綱町教育委員会

教育長　　　相澤蕎(-22年11月9日)寺島政次(22年11月10日-)

教育次長　　長澤照和(-22年3月)寺島政次(-22年11月9日)早川ひさ子(23年4月-)

生涯学習係(21年4月-23年3月まで担当制、 23年4月以降は係制)

早川ひさ子(-23年3月)

平井喜一朗(23年4月-12月)藤澤哲彦(23年12月-25年3月)

宮本裕滞(25年4月-26年3月)

小山丈夫(23年4月-)小林貢(24年4月-25年3月)

梨本克裕(21年4月-22年3月)小山丈夫(22年4月-23年3月)

小林貢(21年4月-24年3月)小山丈夫(-22年3月)

米澤忍(22年4月-26年3月)大月朋美(24年4月-)黒岩潤也(25年4月-)

産業建設課　主査　久保田和祐(21年4月-22年3月)

いいづな歴史ふれあい館　館長　小柳義男(24年4月-)

臨時職員　伊藤愛加(23年4月-)

調査協力者(敬称略、順不同、現地指導者などは例言に記載)

青木和明　飯島哲也　大竹憲昭　上田典男　遠藤公洋　岡村秀雄　河西見遣　中野亮一　水沢教子　原明芳

平林彰　賀田明　風間栄一　笹津正史　佐藤慶二　鋤柄俊夫　福島永　宮坂清　金子拓男　水沢幸一

矢野恒雄　龍野正道　中島庄一　申殿章子　森晃」
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第2節　調査の方法

第2節　調査の方法

1。調査区の設定と調査方法(第1図)

芋川地区の埋蔵文化財(遺跡)の分布調査は平成26年4月以降実施される予定である。従来この地域の埋蔵文

化財の状況把握は地元の龍野正道民らの収集品にもとづいているもので、判明している遺跡も「点」として示さ

れているにすぎなかった(三水村教育委員会1992) (註1)。よって遺跡範囲の確認や遺跡間の関係などは当地域

の大半が水田地帯にあるとは云え十分とは云えなかった。こうした中で本格的な発掘調査は昭和50年に実施され

た小野遺跡(笹津・市村・小柳・中村2012)に始まる。ここでは本遣り方実測など新しい調査方法で実施したが

国土座標への導入はできなかった。平成13年から15年にかけて実施された3次にわたる芋川氏館跡および隣接す

る田中下士浮遺跡の発掘調査(笹津・森・池田2003 ・ 2004)は芋川地区の遺跡相互の関係を国土座標(日本測地

系)に入れるなど遺跡の空間的把握を十分に意図して実施したが、地区割設定も調査対象遺跡を同一の調査網に

かぶせてはいるものの遺跡を広域にとらえた調査方法は今後の検討課題とした。よって、今回の第4次調査を実

施するにあたって、飯綱町教育委員会が新たに実施した長野県埋文センターの発掘区設定基準に準じた地区割を

採用した。これは合併前の牟礼村教育委

員会においてもいくつかの遺跡で実施清

である。ただし導入するにあたって第1

- 3次調査が磁北による調査区設定であ

り、新たな町の調査区設定方法が真北で

実施のため混乱も危惧されたが、第1次

へ3次調査も旧座標(日本測地系)を採

用しており、組みかえが個々にはわずら

わしさもあるが、可能であると判断した

ことによる。さらに、今後の周辺遺跡の

対応も含めて座標も世界測地系とするこ

とにした。

調査区の設定は今次調査対象の芋川氏

館跡と隣接する田中下士浮遺跡、北方に

ある小野遺跡、さらに今後の調査が予想

される地域全体の中で新たに設けたもの

である。前述したとおり、周辺の遺跡の

存在が不明の中ではあるが、中峯・田中

地籍の遺跡群を芋川氏館跡と田中下士浮

遺跡にそれぞれ一体化して地区割を設定

し、その中に芋川氏館跡及び田中下士浮

遺跡を含む遺跡群としてとらえたもので、

あくまでも調査区設定上の基準であって、
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第1図　グリッド設定図(1二5,000)
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第1章　調査の概要

この設定区域内に埋蔵文化財が必ず存在すると云うものではない。存在の有無は今後の試掘調査などによって判

断されるものである。

かように調査区設定は芋川氏館跡および田中下士浮遺跡を広域にとらえて対象として、前者を工へⅣ、後者を

I . Ⅱの大々地区(200×200m)、 A-Yの25区画(40×40m)の大地区とし、各大地区を2×2mの小地区

(ダ)ッド)に分け、南北に算用数字1へ20を東西にアルファベットA-Tを付与した。尚、測量の原点は町の

測量原点のひとつであるNTll- 5 (Ⅹ =85,685.731、 Y = -21,575.064)、町道上のL.P (H =538.29m)を使用

し、 T3 (Ⅹ =85,618.951、 Y =-21,566.561、 H =539.00m)を設定した。大々地区Ⅳの起点はⅩ =85,800、 Y =

一21,680である。またこの大々地区割は芋川防災センターの北の東西道路や妙福寺前の東西道路と斑尾川などの

半永久構造物を区部基準の目安としたものである。

今次調査区は芋川氏館跡のⅣW地区となる。ちなみに過去の芋川氏館跡調査地は芋川氏館跡ⅣK ・日など

田中下士浮遺跡調査地は田中下士浮遺跡Ⅱ Fなどとなる。

発掘調査は調査対象地が芋川氏館跡の束堀推定地にあたること、福正寺・芋井学校など中世以来のさまざまな

形で土地利用されて来た所であり、そうした遺跡への対応を十分に配慮した調査方法で実施した。具体的には後

段発掘日誌などを参照されたい。

なお測量点は地元の龍野土地家屋調査士事務所によって設定された基準杭をもとに簡易遣り方で実施した。ま

た写真撮影は9×6cm、 35mmフイルムカラー(ネガ・ポジ)及びデジタルカメラを使用するとともに束堀の

撮影にはこれも地元業者(有)清水工務所の協力を得て高所作業車から実施したものである。

とくに各土層には留意し、遺構との関係、成立過程と新旧などを把握し、客土層の年代を把握するために遺物

の出土状態に留意し、 -部遺物についてはレベルなどを計測した。

2。基本土居

基本土層とは原則として広域にわたり形成された自然堆積土であり、いわゆる地層のことである。考古学上の

遺構は整地土以外はこれらの土層を基盤として構築される。

芋川氏館跡は南北方向に長めの斑尾川扇状地の扇央部分にあり斑尾川に近接した右岸上にある。扇状地は最大

幅でも東西方向500m程度で扇頂と扇端の比高差は53mと小さく、館跡の下方500mの寺村地籍では平坦となる。

斑尾川はこの小規模な平野部を経て、東南に向きを変えながら狭い谷間を急流となって中野市替佐で千田)旧こ流

れる。

扇状地上では斑尾川はこうした地形と深く係わり、扇頂にある小野遺跡周辺では明瞭な河岸段丘を左右に残す

が、芋川氏館付近では不鮮明となる。館跡下方の田中下士浮遺跡で検出された9世紀代の旧斑尾州は現斑尾)旧こ

沿って幅10m深さ1mで蛇行しながら商流をしていた(笹津・森・池田2004)。現河床は3m種と深いがこれは

河川改修によるもので、その前は浅かったことになる。

芋川氏館跡の基本土層は表土・黒色土・黄褐色砂質土である。これは斑尾川上流域にある小野遺跡や下流域に

ある下士浮遺跡と共通する。しかし、基盤層である黄褐色砂質土(シルト層)は同一遺跡内でも異なる。縄文時

代以来生活の基盤としていた小野遺跡と館跡の主部部分では後者の方が糖質性が強い。この傾向は主部部周辺域

や田中下士浮遺跡と共通する。芋川氏館跡の西堀や、今次調査で明らかになった東堀の基盤層はこの糖質化した

黄褐色砂質土が厚く堆積し、下部はグライ化した砂礫層と互層になるなど基盤層の堆積が斑尾州の浸蝕・運搬

作用と深く係わっている。

小野・芋川氏館跡の2遺跡は縄文時代前期初頭から居住域となったことを示す遺物類が出土し(笹津・森・池

-4-



第2節　調査の方法

田2003 ・ 2004、笹津・市村・小柳・中村2012)田中下士浮遺跡でも、その可能性を示す磨製石斧が出土している

(笹津・森・池田2004)。つまり、扇状地中央部分は斑尾川右岸の尾根状の台地であったことを示すものである。

一方、この台地と町部落との間には低地がある。西堀調査の際にも多量の砂礫土が堀内に流入している箇所があ

る所から、この低地がかつて斑尾川の流路であったことを示している。

このように芋川氏館跡は斑尾川とその支流に挟まれた縄文時代以降の比較的安定した尾根状台地に立地するが、

堀埋土などに砂礫層が認められるところから、地点によっては砂礫層を含み基本土層に違いがある。

今次調査域の基本土層は中世以降現代に至る複雑な土地利用を示すものである。 1層は撹乱層、 2層は黒褐色

粘質土(水田耕作土)、 3層は鉄分集積層(第1赤ソブ層)、 4層は福正寺整地土である黒色土まじり黄褐色砂質

土、 5層以下はその下位層で、グリッドし列を境に西と東側では異なる。西側は東堀埋土中層となり、糖質化

した青黒色土が第2赤ソブ層を挟んで砂・砂礫・粘質土の互層となり、埋土下層はグライ化した砂層と粘質土の

互層となる。グリッドし列東側は再建福正寺整地層の下部が江戸時代前半かそれ以前の包含層で西側と同様に

基盤は黄褐色砂質土である。

芋川氏館跡の基本土層は斑尾州の浸蝕・運搬作用と深く結び付いたものである。しかし、館跡の束堀とその埋

土の形成、福正寺の整地など　そこには人の生活活動と後述されるように善光寺抱霞という自然活動が加わった

基本土層とは異なった独自の土層が形成されることになり、その痕跡に地元で赤ソブと呼ぶ鉄分沈澱層がある。

水田や沼沢地に沈澱層として形成され、水質汚染を示す例とされ、当地方には数多く認められる。調査地では第

1第2の2層があり、発掘調査において地層検討の鍵層として活用した(第3章第1節)。加えて、調査地の土

地利用の歴史が文献からある程度知られているので、それと考古学検討を経た土層とのつき合わせから新たな当

地方の地域史が復元可能となる。

3東　整理作業

表町遺跡の整理作業などと併行して進めた。表町遺跡同様に木製品が多量に出土したため、その整理と保存処

理を計画的に進めてゆく上では効率的ではあったが、分析が不十分になった点もある。また陶磁器については市

川隆之氏(長野県埋文センター)、石製品素材は中村由克氏(野尻湖ナウマンゾウ博物館)、長床聾については田

中寿子氏((財)松山記念館学芸員)に鑑定を依頼し、客土層の年代化や資料の客観性につとめた。しかし一部

資料には層位比定に疑問のあるものもあり、その対応にも追われた。東堀埋土のように低湿地堆積層が場所によ

り異なるなど一様でないからである。これらについても該当する各項でふれている。そのほか多くの人々に指導

協力を得たが別に芳名を記載している。

発掘調査及び整理作業で作成した図面類の整理・保管の手順などは町独自の方法で実施した。

4。発掘調査日誌(抄)

3月30日　試掘調査、公会堂建設予定地内に4m間隔で試掘坑(1 × 1m) 6ヶ所を適宜設定。手掘りで試掘。

予定地内は、戦国時代以降現代に至るまで芋川氏館・福正寺・芋井学校・芋川公民館(田中公会堂)の敷地とし

てめまぐるしく土地利用されて来た所であり、本調査にむけて諸資料を得ることにある。その結果鉄分集積層で

ある第1赤ソブ層(第3層)上部は撹乱が著しいものの検出した礎石と、第2次整地層(第4層)及びその下部

は比較的安定した遺物包含層があることを確認。芋川公民館のコンクリ」ト布基礎とくにコンクリート製地下室

以外も同様と判断できた。

よって本調査に入る前に表土の撹乱層(20cm)は重機で廃土することにした。ただし、布基礎及びコンク
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l)」ト製地下室は周辺遺構への配慮からそのままとした。また、予想される館の東堀は存在を確認のうえ、一部

を掘り下げることとした。これは事前に田中公会堂建設に際して予想される館の束堀を避けた設計となっている

ことによる。寛永通宝ほか陶磁片が出土した。

4月9日　調査地内は旧公民館跡の布基礎の内側をバックホーにより表土20cmを剥ぎとり。調査地南北間に

表土からの東西土層観察用土手(土層図②)、中央に南北土層観察用土手(土層図① ・ ⑩)を設定する。

4月10日　調査上支障になる布基礎の一部3か所の取り壊しと排土作業。芋川氏館跡の南堀確認調査のため旧

公民館入口の駐車場アスファルトを1.6×6.Omの剥ぎとり、トレンチ3設定、重機で掘り下げる。黒褐色粘質土

に黒色粘質土の落込みが認められたが南堀とは認められずここまで延長していないことを確認(土層図⑳)。

4月13日　調査団発会式。相澤教育長より団長以下に辞令交付　挨拶(教育長、笹津団長)調査手順(原田調

査主任)事務連絡(梨本係長)、発会式後調査開始。ダ)ッド設定。第1層(表土・撹乱層)第2層(黄黒色糖

質土)第3層(鉄分集積層・第1赤ソブ層)まで掘り下げ、黄色粘土ブロックを混じえた黒褐色砂質粘質土(第

1検出面二第2次整地層)を検出。黄色を帯びた黒褐色粘質土面(2層)まで掘り下げ調査。 G12に黒色土の落

込み、 J12 ・ K13に礎石を検出。

4月14日　前日に続きGへI・ 10-12ライン各ダ)ッドの調査、東西観察用土層(土層図②)調査。午後降雨

のため調査中止。信濃毎日新聞社来跡。

4月16日　館跡束堀の想定位置に確認のためのBll、 F工lをトレンチ調査。しかし未検出。矢野恒雄氏、長野

市教委風間栄一氏来跡。

4月20日　Klユダ)ッドに径35cm大の礎石検出。 J12ダ)ッドで径約30cmのSX19検出。調査区内東北しO8-

009のグリッド内、溝SDO7内の礫群検出。

4月21日　MO9ダ)ッドに新たに礎石検出。礎石群と柱筋が合わないため移動したものか。県埋蔵文化財セン

ター中野亮一氏、信濃毎日新聞社来跡。

4月27日　GlO-IlOダ)ッド南側に東堀西肩確認のため深掘りのトレンチ2設定。黄色砂質土(6層)に

青黒褐色糖質土(19層)の落込み確認、これを基に調査区東堀西肩掘り込みの範囲確認を進める。しO8-008

ラインより南へ第1次整地面(4-2層)まで遺構検出。

4月30日　HO9-Hll ・ IO7-IlOグリッドの礫群(SDO7上部の礫層)の検出。礫層を切って廃棄土塊SX32確

認。 SDO7礫層から陶磁器片、瓦片等が多数出土。

5月8日　SX32調査、 SX13. SX14. SX15の断面実測。 Hllダ)ッド及びSDO7より鉄津多数廃棄状態で出土。

5月12日　SX32写真撮影及びSDO7実測のため礫群の検出清掃。

5月14日　あらたにJ12ダ)ッドに礎石建物SBO7の礎石4を検出。 SX32. SX16-SX20の平面実測始める。

5月18日　Hllの礫群取り除き、 SDO7の埋土掘り下げ、第2赤ソブ層の確認、鍵層として重視することとす

る。 SX14 ・ SX15の断面実測。遺跡内南東のし-0ダ)ッド整地面まで遺構検出。

5月20白　土層図②の実測と観察用土手の取り外し。東堀東肩の検出確認のためトレンチ2をIll-Kllまで

延長し1.7m掘り下げる。 Kllの黄褐色砂質土(6層=地山)に束堀掘り下げ面を検出、これが東堀の東法面と

確認でき堀の東西幅が8mと判明。柵列SAO5掘方1-3埋土掘り下げ。いずれも深さ約70cmを測り底に柵残

欠があった。柵は径20cmで明らかに他のピットとは様相が違い今後の検討課題となる。

5月21日　上層遺構の全体写真撮影。束堀規模がほぼ確認できたところで堀埋土の掘り下げにあたり、作業の

安全確保のため堀の深さを現調査面から2m以上と推定し、東西・南北6mをそれぞれ調査範囲とした。また、

南北の掘り下げ法面を45度とし、 1.5m下がりで50cmの犬走りを設け作業を進めることとした。結果として堀底
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は1×2mとなり、

かろうじて障壁土坑

を確認できた。

SX32の礫群の除去

と下部遺構SDO7の

埋土を掘り下げる。

5月25目　JO8・

I12グリッドで検出

の木地が失われ漆塗

膜のみとなった漆器

椀を発砲ウレタンに

よる取上げを県埋蔵

文化財センター白沢

勝彦氏の指導で実施。

SDO7のIO9. IlOグ

リッドに検出された

挿入写真1　現地説明会

礫群とSDO7の平面実測、 SDO7底面にSDO9の溝落込みを検出する。安全を確認のうえHO9. IO9より、東堀を

1.7m掘り下げ始める。トレンチ1 ・ 2の土層実測。

6月1日　東堀内に前日の雨で多量の雨水が溜まり北側トレンチ6法面幅1mの土砂崩落。又束堀内の湧水

が激しく排水路の設置は不可能なため排水ポンプ頼みとなる。調査を難航させる起因となり安全確保と併せ必要

最小限の範囲で調査を進めることとなった。

6月4日　東堀西肩落込み青黒色粘質土(19層)、 KlO・ Kll黒色混じり黄褐色粘質土を掘下げ束堀東西肩の

落込みを確認する。県埋蔵文化財センター伊藤友久氏(建築史)来跡。建物遺構の指導。

6月8日　東堀内の青黒色粘質土(19層)、黒褐色粘質土(14層)掘下げる。湧水が更に多く調査は益々難航

を余儀なくされる。各検出ピットの埋土掘下げ及び廃棄土抗の断面実測。 Jll寛永通宝が6枚銭差の状態で出土。

6月13目　現地説明会　午前10時へ12時。来訪者110名。午後堀の検出。土層図③実測。

6月16自　県埋蔵文化財センター市川隆之氏、県教育委員会遠藤公洋氏来跡。中世陶磁器、建物跡などの指導。

6月18日　調査区し-0ライン再精査。

6月23日　堀底部中央の東西壁方向に障壁を検出。長さ100cm、高さ25cm、幅15へ20cm。

6月26日　遺跡全体写真の撮影。町内電気工事業者清水工務所の協力により高所作業車で撮影実施。

6月27日　堀の平面実測、縦横断面レベル測定。各遺構の精査及び実測。

6月29目　しO9グリッドで井戸と思われる落ち込み(SEO2)を確認したが日程の関係により部分調査。埋土保

存とする。

6月30日　本日で調査終了。解散式。

7月1日　実測未了部分の実測ならびにチェック。

註1　飯綱町芋川地区の遺跡の概況ならびに考古学史は小柳義男氏に詳しい(小柳2012)。
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第2章　遺跡の環境と過去の調査

第1節　遺跡の位置と環境

1。遺跡の位置(第2図)

芋川氏館跡(SIY)は長野県上水内部飯綱町大字芋川字中峯前田にあり、標高は538m前後である。遺跡があ

る飯綱町は長野県の北部にあり、隣接する信濃町とともに、長野県北部(北信)から新潟県頚城(上越)地方に

抜けるルート上にあり、旧石器時代以来、人々が主としてこのルートを往来した。具体的には長野盆地(善光寺

平)から千曲川の一支流である鳥居川を遡上し、信越国境を経て関川沿いに下れば頚城平野に到達できる。現在

では国道18号線、上信越自動車道、 JR信越本線、そして間もなく開業する北陸新幹線がこのルート上にほぼあ

る。

芋川氏館跡は鳥居川水系よりは一段高

い台地上にある斑尾川水系にある。斑尾

川は鳥居川よりも規模はごく小さく、中

野市替佐で千田)旧こ合流し、その道沿い

は上越地方から野尻湖を経て中野地方

(中野平)に抜ける最短ルートとなる。

中世の中野には高梨氏がおり長尾(上

杉)氏と密接な関係を保持しており、こ

のルートは中世社会では重要な政略上の

道路としても開発されて来ている。

斑尾川水系の大部分は狭い谷で、館跡

のある芋川地域のみ南2km東西0.5km

ほどのなだらかな扇状地地形となり、沖

積地が発達している。縄文時代以降中世

に至る芋川氏館跡・田中下士浮遺跡(笹

津・森・池田2003・2004)や小野遺跡

(笹津・市村・小柳・中村2012)が調査

されている。この一帯は古代から中世に

かけて『近衛家所領目録』にある「芋河

荘」の故地であろう。とくに、小野遺跡

では13世紀代の掘立柱建物群からなる豪

族層の屋敷地が明らかにされている。

このように、芋川氏館跡は地理的にも、

また歴史的にも、 「芋川」という土地の

中で語られるのである。
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第1節　遺跡の位置と環境

2。芋川I氏館跡と福正寺跡

芋川氏が文献上に登場する確実な史料は、永禄12年(1569年) 2月24日の武田信玄の芋川親正あての手紙であ

る。この頃、芋川氏は武田氏支配下にあったらしく「其堺無事二俣載、承度」と信越国境の様子を聞いている

(『信濃史料』 13の281) (註1)。芋川氏の支配地がどの程度であったか、確定できる史料はないが、手紙の文面

から類推するに、芋川の地から信濃町に至る道筋であったものと思われるとともに、この地を信玄が重要視して

いたことの表れである。

武田氏滅亡後の織田信長支配下では善光寺平は森長町の領する所となる。芋川親正は北信の国人層と謀り、森

長可ら織田方に一揆(「芋川の乱」)を企て大敗北をする(『信長公記』)。一揆の企ての背後には越後の上杉景勝

がいたとも云われるが、この頃、芋川氏が北信地域で有力国人に成長したことを示すものである。

信長が本能寺の変で没すると北信は上杉支配下となり、親正は本貴地芋川のみならず、新たに牧之島城代(長

野市信州新町)となり、香坂・大岡(ともに長野市)の地が与えられる。親正の知行高は4,485石で海津城代須

田氏、長沼城代島津氏に次ぐ(文禄3年9月「定数員数目録」)。北信の有力諸将の上位に位置することとなる。

慶長3年(1598)正月豊臣秀吉支配下となった上杉景勝が会津に移封されると、芋川親正は北信の諸将ととも

に景勝に従った。この時秀吉の命により百姓を除く中間・小者に至るまで親正に従い、芋川氏館跡は無人の地と

なったと云われる。

館の東に接して芋川越前守親正によって、永禄10年(1567)妙福寺が建立される(『飯山藩寺社領由緒薔』)。

同寺の寺伝によれば、妙福寺は越後から移転して来たと云うが、場所は特定されていない。妙福寺は寺域が方形

区画で地割は館跡と一致する。東側は斑尾川、北と南側は堀跡かと思われる低地や水田がある。妙福等が館の副

郭と云われる所以である(郷道・臼田1983)。なお今日の斑尾)旧よこの部分を含めて土地改良事業により改修さ

れている(挿入写真2 ・ 3)。いずれにしても、草月眠館と妙福寺が政治と信仰の差はあったとしても、置体と

して芋川氏の支配権遂行の拠点であったことは十分に考えられる。

明治12年(1879)の「寺院明細帳」 (『長野県庁文書』)によれば寛永14年(1637)妙福寺参道の西側一角に越

後から移転して妙福寺塔頭として、福正寺が建てられ、弘化4年(1847)の善光寺地震で被災したと云う。さら

に同記載では「一、堂字間数　本堂無之庫裏間口十間奥行五間　一、境内坪数並地種百五拾五坪　官有地第四

種」とある。寺域は155坪で本堂は無く10× 5間の細長い庫裡一棟からなる寺院が福正寺であったことになる。

敷地面積155坪は今次調査地の面積より65副まど少ない。しかし、庫裡の正面は文面からは分らない。明治13年

(1880)頃記載の『長野県町村誌』によると境内は東西10間、南北15間3尺とある。先の「寺院明細帳」と敷地

面積は若干異なるが建物についての記載はない。明治13年(1880) 「真宗東派更正寺院明細帳」 (『長野県庁文

書』)には「堂字本堂三十坪　庫裏四十五坪」と本堂と庫裡を分けて記載している。史料からはそれぞれ別個の

建物と見られ、さきの「寺院明細帳」の記載とは異なる。この相違は「更正寺院」は更正寺院のことで、東本願

寺末寺の寺院を全国的に網羅するにあたり、明治12年に福正章が妙福寺塔頭から離れた独立寺院にふさわしい寺

院として本堂と庫裡が別けられたことから生じたものと思われる。実体は「寺院明細帳」の記載のとおり、建物

は庫裡1棟のみで、その中に本堂と庫裡分を分離した使い分けがなされていたものと思われる。ただし、この史

料から善光寺地震による倒壊前の福正寺(前期福正寺)は本堂と庫裡2棟を基本とする寺院であったことを暗示

している。福正寺が「本堂無之」庫裡のみからなる寺院であるという記載は善光寺地震で本堂が崩落し、緊急避

難的に庫裡のみ再建されたものと考えられるが、被災前の福正寺についての同時代史料はなく、寛永14年

(1637) (「真宗東派更正寺院明細帳」では寛永6年)創建などの前述3史料の記述はいわば「福正章の寺伝」に

よるものであり、これらの点は発掘調査の成果でふれる(註2)。
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第2章　遺跡の環境と過去の調査

明治6年(1873)福正寺境内に芋井学校が開校される。明治8年の『長野県公立小学校表』によれば「旧民家

借用」とあるが「旧民家」とは福正寺庫裡のことであろう。

明治12年(1879)福正寺は妙福寺から独立し「総本山東本願寺末」となる(『長野県町村誌』など)。明治17年

(1884)芋井学校は新たに建てられた芋川中略に移り、福正寺の仮校舎から離れる。そして、明治42年(1909)

福正寺は石川県鶴来町(白山市)へ移転し、堂字は壊され広場となって盆踊りなどに使用される(小林・矢野ほ

か1980)。

昭和29年(1954)その広場に芋川公民館(のち田中公会堂と改称)が建てられ、平成21年(2009)その建物も

取り壊され今回の発掘調査となった。

調査地Ⅳ W地区は芋月峠が館を築いて以来廃館、福正寺の創建と善光寺地震による被災と再建、福正寺庫裡

を利用した芋井学校の開校と移転、福正寺の移転、空地化とその利用、そして芋川公民館の建設と取り壊しなど

戦国期以降今日に至る間、めまぐるしく土地利用がされて来たのである。

、鯵房村Y旬ノ　高瀬　-　←費-′

嵩炭逆質量欄

挿入写真2　主郭を介した調査予定地(中央奥旧公民館)と妙福寺(左)一手前西堀(道路) ・右高塀の一部
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第2節　第1-3次調査の概要

第2節　第1-3次調査の概要

仁　芋川氏館跡の調査(第6図)

芋川氏館跡及び隣接の田中下士浮遺跡の発掘調査は第1次から3次にわたり実施された。いずれも主要地方道

(県道)長野荒瀬原線芋川バイパス建設に係るものである。建設計画は当初三水村指定文化財である主部を通過

するものであったため、村文化財調査委員会の同意が得られず、道路建設はのびのびになっていたが、幾度とな

く重ねられた地元協議などを経て指定地である主部部分をさけて、西堀部分を建設予定地とするものであった。

よって、記録保存を前提とした発掘調査を実施し、検出した遺構は極力、埋め立てて保存することとした。発掘

調査は調査団を設け、村教育委員会が主体で実施した。尚、調査にあたっては長野県教育委員会の指導を受けた。

第1次調査は平成13年10月26日から12月1日、第2次調査は翌年の6月27日から8月24日、第3次調査は平成

15年4月28日から7月30日まで実施された。 3次調査は田中下士浮遺跡と併行して、館跡の主部内域の一部を道

路工事の関連事業と関連して実施した。事業は調査地を30cm程度削平して農地とするものであった。以下今次

調査に直接係る部分について概要を述べる(笹津・森・池田2003 ・ 2004)。

第1 ・ 2次調査　芋川氏館跡は「堀の家」と呼ばれる方形の主部とその4辺を堀で囲まれた芋川氏の館跡とさ

れた戦国期の遺跡である。東側には芋川親正によって創建されたという妙福寺がある。

西と北堀は周辺よりも一段低い水田と主部西北隅の「し」字状に残る土塁の存在によって、調査前から存在が

推定できた。しかし、南堀は民家が、束堀は妙福寺の境内地内の新設墓地や公民館の建設によって、地形が改変

されていて確定できない。僅かに主部南東隅に主部線に沿う土手が「し」字状に認められる所から、堀の内縁と

することで、芋川氏館跡の規模及び構造を推定していた。

道路建設は西堀に沿って予定されたために、西堀の全域を2次にわたって発掘調査し、ほぼ全域(75× 8m)

を明らかにした。ただし、予定地が西堀の全幅からはずれていたため、西堀の東壁及び土塁との関係は未調査と

なった。つまり、掘り込み面の上端と底部の幅数は西壁と土塁から得られた推定値によるとともに、西堀は底部

に構造の異なる掘り込み(障壁土坑)や高台部(堀底台)を設けたいわゆる障子堀が、長野県内ではじめて明ら

かにされたことになる。

西堀の全長は掘り込み面80mではは中央(調査区北端から43m)の位置に上端幅2mの土橋がある。この土

橋南6mの2基の障壁土塊を境として堀幅が異なる。北側では堀上端幅(外法)は8m、堀底幅3.8m前後であ

る。土橋より南側は堀の外法は6mと狭まる。調査当初は直線を予想していただけに予想外のことであった。

西堀の西壁下部は北側では傾斜35度で整然かつ直線的に粘質土を1 m前後掘り込み、壁面は平坦で極めて滑り

やすい構造とし、堀底は北西隅側には高低差や規模の異なる障壁土塊を交互・列状に、さらに2基並列に配置し

ている。障壁土塊は堀底から垂直に掘り込まれ、もっとも深いものは1mである(SKO5)。尚、各障壁土塊の一

部は幅30cm、高さ10cm前後の土手(障壁)で区切られ土橋側では区切りが大きく高低差はない。土橋南側は堀

幅が狭まるとともに西壁の掘り込みも小さくなる。しかし、南西隅の土塊SK19は堀底から120cmと深くこの部

分を特に意識している。

かように西堀は調査時にもグライ化した粘土層から多量の湧水があり、堀構築時でも常に冠水状態にあったも

のと思われる。云わば「水堀」であるとともに大きさや深さの異なる障壁土塊を配し防御を目的とした、信濃で

初めて検出された障子堀であり、未だ類例はない。障子堀は後北条氏の特有の堀とされるが、その支配地を越え

二間二



第2章　遺跡の環境と過去の調査

て調査例が広く知られるようになっており(池田ほか1998 ・ 1999、中世城郭研究会1999)、本例の源流がどこに

あるか未だはっきりしない。

西堀の主部側ラインは未調査地を残すものの堀の構造と規模が明らかにできたことと、南堀の存在と位置を推

定できる根拠が得られたことである。従来南堀は民家の西側の直線的な切り通しとするか、東南隅の土手(切り

通し)とするか、僅か3mのことではあるが判断できずにいた。しかし、西南隅の土塊SK19によって、その延

長線が東南隅の土手の方向と一致することによって、南堀の位置を確定することができるとともに、その土手が

直角に折れて北に向かう所から、この東側の土手を主部側掘り込み線としてその東側に東堀の存在を想定したの

である。

第3次調査　主部西南区(30×10m)を発掘調査した。主部南東域の実態と南堀に併行する土塁の存在を明ら

かにする機会であった。土塁跡は検出できなかったが、戦国期の井戸と小型の掘立柱建物群は土塁想定地をさけ

て構築されており、逆にそれが土塁の存在を示すものである。またここには18世紀後半以降の集石SXO9、石組

SXlOが構築されている。この頃土塁は削平し堀を埋め立てたことによるものである。因みに現存する西北隅の

土塁幅は6m、高さは地表から1m、堀底からは2.2m前後であり、南堀に推定できる土塁も戦国期の遺構分析

から現存する土塁と同規模であったものと云える。

以上第1次へ3次調査では東堀のみ考古学的には未確定ということになり、主部の規模もまた推定の域を出な

いということになる。

土塁の外域調査は第1次調査時に土橋のSXO3延長上にトレンチ(5 × 3m)を西堀に沿って設けて実施した。

これは土橋の延長線上に幅2mの農道があり根小屋と推定される「町」集落に続いていたからであるが、遺構

などは未検出であった。

2東　田中下士浮遺跡の調査

田中下士浮遺跡は沼地を挟んだ芋川氏館跡の南方屋根上にあり、旧斑尾川の右岸にある。平安時代から中世に

至る断続的に営まれた集落跡であり、中世では戦国期の掘立柱建物群からなる。検出された建物跡は2棟分と少

ないが、芋川氏館時代の集落跡であろう。従来考えられていた「町」部落の根小屋(小林・矢野ほか1980)とは

異なる集落跡となる。

註1 『信濃史料』 13の281は13巻281頁のことであり、以下同様である。

註2　福正章の創建については本報告書では「寺院明細帳」や『長野県町村誌』記載の寛永14年(1637)を採用し、 「真宗束派更

正寺院明細帳」記載の寛永6年はとらない。これは福正章が妙福寺から離れ独立寺院となるための更生(申請)であり、客

観性を欠くからである。しかし前記の3点の史料は共に福正等の「寺伝」を元に明治12年前後の報告であり、同時代史料で

はない。したがって福正章の創建については「寺院によると寛永14年」とすべきであるが略して寛永14年と記載している。

なお、考古学的検討でも福正寺の創建が17世紀前葉であることを確認した(本文第3章)。
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第1節　鍵層の検討

第3章　遺構と遺物

第1節　鍵層の検討

1。東堀埴土

調査地の土層はすでに指摘したとおり、グリッドK列とし列の間にある芋川氏館跡東堀東側掘り込み面を境

とし大きく異なる。 H列からK列間を東堀埋土とし、し列東側を束堀東部として以下述べる。しかし、 K列の

出土遺物については両者にまたがるため個々に検討した結果による。

発掘調査の過程でもっとも難解で留意しなければならなかったことは、試掘調査で確認され、その後本調査で

部分的に検出された礎石群と、それらが据え付けられた整地層が「寺伝」に云うところの1637年創建の福正寺の

ものであるかどうかであった。したがって、後世の複雑な土地利用を反映して、失われた礎石跡を見出し、建物

跡を把握することにあった。この為整地層の確認と現存する礎石の据え付け方を徹底的に調査することであった。

しかし、この点は礎石据え付け痕を確実に検出することは不可能であった。整地層にはその後多数の廃棄土塊

(集石)の構築や芋川公民館のコンクリート基礎などでかなり不安定であったことによる。

SDO7とその周辺、整地層およびその下層などの土層の形成過程の把握と陶磁器による年代把握は調査時の大

きな課題であった。つまり、善光寺地震より前の福正寺関係の同時代史料がないことから、整地層が創立期のも

のなのかあるいは明治12年(1879)の「寺院明細帳」記載の善光寺地震による「被災」かが問題となる。東堀埋

土内の調査過程で、 SDO7とその周辺部で出土した陶磁器は、整地層下部から肥前陶磁Ⅴ期や18世紀末以降の抱

方の製品(註1)を含み、整地層が創立期ではなく、善光寺地震による崩壊と再建にともなう後世のものである

ことと判断され(註2)、創立期の整地層の検出が近々の課題であった。

以下、これらの点を解く鍵層となる再建福正寺の整地層、第1赤ソブ層(3層)第2赤ソブ層(15層)を中心

に、その前後の層位について述べる。特に調査地が戦国時代以降現代に至る複雑な土地利用がなされて来た以上、

遺構の検討の前に、鍵層とその年代付与が必要と考えるからである。

なお、土層のナンバー表示は遺構ごとに付与しているが、東堀埋土は今次調査地(ⅣW地区)の基本土層と

一体化して使用している。

(1)第1赤ソブ層(3層) (第17・29・32図、 Pし4-7)

上部層は第1層(撹乱層)と第2層(黒褐色粘質土)下にある水平堆積した地元で「赤ソブ」と呼ぶ一定期間

湿地状態の中で形成された鉄分集積層であり、 -部を除き調査地全域で認められた。第2層が水田耕作土であり、

福正寺取り壊し以降に達成され芋川公民館建設前の間の造成土であるが、史料がないため詳細は不明である。た

だし、トレンチ3内の土層図⑳ (第12図)には第3層は認められない。この部分は道路に面しているところから、

福正寺の入口部分として長らく空地として利属され水田造成はなかったらしく、 『三水村誌』に云う村人たちに

よって盆踊りなどに利用された広場にあたるものであろう(小林・矢野ほか1980)。よって、第1赤ソブ層の形

成は福正寺が移転に伴い取り壊された明治42年(1909)から、その跡地に造成された水田耕作によるもので、芋

川公民館が建設されるまでの昭和29年(1954)の間ということになる。第2 ・ 3層からは-銭銅貨を含む明治・

大正時代の銅貨3点や芋井学校時代に使用されたと思われる石盤片(19 ・20 ・22)石筆(24・25)石硯(23)が

ある。このほか玩具片(6)、肥前や近・現代の陶磁器、耳掻(8)などがあり、遺物からも証明される。
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第3章　遺構と遺物

(2)再建福正幸整地層一第2次整地層(第4層、 4-2

層) (第12・22-25・28・29・32)

黄褐色粘質土で黒色土を混じえているが、版築などは

認められない。入口部調査域(トレンチ3)とSDO7の

周辺を除く全域に認められた。ただし、後述されるとお

り、東堀東城は黒色土混じりの黄褐色粘質土か、黒色砂

質土(4-2層)である。水平に整地され厚さ20cm前

後の造成上で、礎石は整地土に掘り込んで据えられてい

たが、礎石据え付け痕は認められなかった(口絵2-2、

Pし4-7)。整地層下部は青黒色糖質土を挟んで下部に

第2赤ソブ層(第15層)がある。 SDO7とその周辺部に

は整地層は認められない。土層図②・③では見るとおり

第1赤ソブ層直下の第2次整地層(第4層)下部の12層

は溝SDO7で切られる。その南側4m下方では第1赤ソ

ブ層直下で第2次整地層と7 ・ 8層を切って薄い河川堆

第3図　土層図・トレンチ配置図(1:300)

積物(5. 6層)がSDO7の上にのろため、第2次整地層はSDO7の右岸ではごく一部が認められただけである。

第2次整抱層からはさまざまな遺物が出土した(Pし5)。肥前陶磁器Ⅲ-Ⅴ期など(137・ 192-196など)と

18世紀末以降の「地方窯」で焼かれた揺鉢などの雑器類が多い(104 ・ 107 ・ 155 ・ 161 ・ 164など)。寛永通宝は48

点余り出土しているが大学は第2次整地層出土である。寛永通宝は後述されるが寛永13年(1636)の公鋳以来、

江戸時代を通して各地で多量に鋳造され、明治時代に入る頃まで流通したもので、年代の絞り込みは個々の貨幣

の生産地と時期の特徴、流通の分析を経ないと困難である(小川2001)。ほかに、石鉢(3)砥石(9 ・ 12・ 14)

石硯(18)金銅製品(1 ・ 3 ・ 5)銅製円粒(9)鈍(10)小柄(11)煙管(12・14へ17)釘(24)などがある。

金銅製品残欠などは、善光寺地震で破損した創建福正寺の仏具の一部とも思われ、鍋や小柄なども含め整地層内

に取り込まれたものと思われる。

(3)第2赤ソブ層(15層) (第7 ・17・22・25・26図)

東堀埋土内上層にのみある厚さ5cm前後の鉄分集積層で上下2層からなり(土層図②)グリッドK列東側に

はない。上層(15層)は海抜538.50m、下層(15- 2層)は538.30m前後である。南に向い傾斜するなど調査地

内では一様ではなく、形成には上部の土層のあり方に影響を受けたものである。また第2赤ソブ層のレベル自体

は調査域の中では両層とも東堀の東壁から始まり、 SDO7で上層は切られ以下不明となる。下層はSDO7の底部を

経て東堀西端の掘り込み画壇土内の整地層下部で消える。下層のレベルは東堀西岸では高くなり、上層のレベル

とほぼ一致するところから、 SDO7西壁付近で上・下2層が合わさっていたものと考えられ、間層に12層がくる。

南側8mの土層図③では東堀の東壁寄りでは14層上部に上層は認められず下層のみであるが、西寄りでは14層

に対応する12層が第2赤ソブ層の上部層となる。土層図③にみるとおり12層と14層の間に13層が入り込んだ形で

堆積している。これら東堀埋土層は凹レンズ状の堆積土で土層図③では17 ・ 18と19層間に不連続面(Pし4)と

なり、以下23層まで東堀底部となり堀が順次堆積していったことを示している。また、 12・ 14層と第2赤ソブ層

は下位の17層など堀下部埋土層を切り、第2次整地層とその相当層(7 ・ 8層)がSDO7によって切られる。さ

らにSDO7埋土の上層(5 ・ 6層)は第2次整地層を切って堆積していることからSDO7はそれらよりも新しい

ことになる。
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第1節　鍵層の検討

以上、土層の形成過程ならびにあり方から、第2赤ソブ層下層は上位層と下位層の間にできた沈澱層であるこ

とが明らかとなった。

次にその時期について検討してみる(第4図)。第2赤ソブ層直上の14層(黒褐色粘質土)からはH12グリッ

ドとその周辺部に良好な資料がある(174-181)。肥前陶磁器Ⅲ一Ⅳ期(174)、 Ⅳ期(177)とⅤ期(175・ 176・

178-181)の碗類であり、この層が肥前陶磁の編年でⅣ-Ⅴ期である1780へ1860年頃(大橋2000)ということに

なる。第2赤ソブ層(15層)では肥前陶磁I -2、 Ⅳ、 Ⅴ期(188-191)が、直下の17層からは肥前陶磁Ⅱ期

(202-204)、大窯2期(211)瀬戸・美濃登窯1期の志野丸皿(212へ214)があり、この層の出土陶磁器は17世

紀前半代であり、さらに下層の19層からも肥前陶磁Ⅲ ・ Ⅳ期の1点(197)を除いてほぼ同一時期の陶磁器類

(205-207 ・ 209 ・ 210 ・ 224)が占める。 17層によって切られた束堀東壁の第2赤ソブ下層直下の粘質化した黒褐

色砂質土(14-2層)からは肥前陶磁I、 Ⅱ期(114・116・123)大窯2期(118)越中瀬戸(119)が出土して

いる。肥前陶磁Ⅲ ・ Ⅳ期の陶器碗(197)は他の併出陶磁から見れば時期が新しく、 17・ 18層出土に係わるもの

と思われる。だとするならば、 14-2層は、資料が少ないという制約はあるが、その資料を尊重すれば、 14-2

層は肥前陶磁Ⅱ期を下限とする17世紀前半、そしてその層を切るように推積している17層は、肥前陶磁Ⅲ-Ⅳ期

の18世紀後半の年代が与えられる。 14- 2層は第1次整地層(24層)と土層は異なるが、時間的には第1次整地

層に相当する残存層と思われる(第12図)。

以上から第2赤ソブ層下層は1850年頃を定点とすることができよう。一方19層以下の束堀埋土は堀の機能が停

」′塾.臆
r

¥ 駆77

0　　　　10cm
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第4図　東堀SDO5における陶磁器・土器の層位別出土状況図(1二60)
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第3章　遺構と遺物

止した17世紀初頭から後半代の期間に埋接し、 17 ・ 18層を含めた下位層の一部が弘化4年の善光寺地震で欠損・

流失し、そこへ14層以上が短期間に堆積したものと考えられるのである。

すでに述べたとおり第2赤ソブ層とその上位層(12 ・ 14層)と下位の17 ・ 18層の間に第2赤ソブ層下層が介在

し、 17・ 18層とは不整合(不連続)である。この面は水平ではなく東側が低く、西側との差は30cmであるとと

もに、小刻な起伏が認められるところから、浸食面であったことを示している。第2赤ソブ層上層も同様と思わ

れる。この浸食面と12層(青黒灰色砂礫土) ・ 14層(黒褐色粘質土)とは不整合であるところからその要因を求

めて川(溝)の検出を試み、部分的にその痕跡を後述のとおり杭列Aに認めた(SDO9)が、落ち込み面などを

含めた溝の全体像は確認しえなかった。 17 ・ 18層もまた枝など多数の自然木片などを含み、 -時的出水による水

成堆積であることを示し19層との間に不連続面があり、前述のとおり1847年の善光寺地震によるものと考えてよ

い。よって、 19層の上位にあった創建福正寺の第1次整地土もこの時流出したのであろう。第2次整地層出土遺

物と年代的に近似しているところを見るならば上位土層の堆積は短期の一括堆積となろう。 JO9ダ)ッドなど

に部分的に認められた南北方向の杭列Bと溝状の痕跡(SD13)は土砂の流出に対応したものと思われる。発掘

調査では液状化などの地震痕跡は未確認である。しかし、小山丈夫氏の善光寺地震の被害調査によれば、飯綱町

は極めて深刻であった(小山2007) (註3)。東堀埋土が南北方向で斑尾州水系の流路方向と一致する上に、調査

地南縁の地境には高さ1mの右横がある。右横はコンクリートで固められているので旧公民館建設時に積まれ

たものであるが、もともとこの部分には段差があり、土手または石積みがあったものと思われ、その部分が地震

により崩落し、整地土を含む基盤土層の一部が崩落・流出された結果、その痕跡が当初第2赤ソブ層下層の不連

続面と12 ・ 14層の堆積層と考えたが、むしろ18層と19層間の不連続面と考える方が無理がない。東堀埋土以外の

し列より東側と束堀西側の芋川氏館跡主部域は、縄文時代以降の安定した土層となっている(笹津・森・池田

2004)。

また、礫を含む19層と砂質土主体の20層との間でも、不整合面が一部に認められるが、出土した陶磁器及び崩

落後から第2次整地層形成(造成)までの時間的経過などを考えればそこまで善光寺地震の影響とするには無理

がある。

よって善光寺地震による土砂の崩落と流出は不安定な束堀埋土内中央部のみに生じたものである。

ただし、石垣を含めた束堀埋土の流出方向である南北(上下)方向の土層把握は調査範囲が狭いこともあって

不十分であり、流出土も含めた再検討も皆無ではない。しかし、発掘調査の成果を重視すれば、堆積土は18層に

限定すべきものと思われる。少ないデータからではあるが、土砂の流出量を含めたさらなる細部検討が今後の課

題となろう。

以上後段各章で検討されるが、考古学的検討による東堀埋土の客土層を史料にみる土地利用の歴史にあてはめ

ると表1のとおりとなる。

表1　東堀埋土の形成と契機

東堀埋土層の形成 �7��xﾆ��ﾈ,ﾈﾅ���
・23-19層の形成 ��Y8ﾉg�,ﾉG�ｯﾃ�S嶋-c�c��D��

(草月幌の会津移住・関ケ原の戦いに備えた再整備後) 
・19層上部へ福正寺第1次整地層の造成 ��YY��8ﾔｸ,ﾈﾉｩzr��c3yD�-c�y�(ｴ佩9Kﾉ�2��

・19層の流出と12・14層の堆積 ��Y��ﾏX鮖&��ｲ��イyD笘,�.h.兀��8�,ﾉ7ﾈ�2�

・再建福正寺の整地層(4層)の造成 ��Y^)�8鮑,ﾈﾜHﾉ｢�

・水田の造成(2層)・置部広場化 �+�Y��8�,ﾈ昆5ﾒ����僖竰�

・水田の廃棄と公民館敷地の造成 ��X���ﾈﾏij��,ﾉ�)�ﾂ��鉄ID竰�
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第1節　鍵層の検討

2東　東堀東部域(第12・22図)

束堀埋土がその形成過程から複雑であるのに対して、東堀の掘り込み南東のグリッドし列以東の基本層は、

撹乱層(1層)黄褐色糖質土(2層)第1赤ソブ層(3層)第2次整地層である黒色土混じり黒(褐)色砂質土

または黒色砂質土(4-2層)、黒色土混じり黄褐色砂質土(第1次整地層、 24層)黄褐色砂質土(9層)であ

る。 9層は東堀西域では束堀の基盤層で直下に礫層(26層など)がくるなど一様ではない。し列東でも同様であ

る。とくにし列では調査地北側からの黒色砂礫層が黒色混じり黄褐色砂質土層を切り込んで流入堆積するなど

状況が異なるが両層の前後関係は知りうる。し列束で検出された掘立柱建物SBO8などは第1次整地層(24層)

直下の黄褐色砂質土層を掘り込んでいるがし列検出のSAO5もまた、黄褐色砂質土層に相当する黒色砂礫・暗赤

褐色砂礫層を掘り込んでいる。各遺構が基盤とする各層相互の細部調査は未実施であるが、検出面での各層の観

察で見る限り、柵列SAO5と掘立柱建物の検出面との時間差は認められない。し列東の出土遺物は極めて少なく

信頼度は小さくなるが、比較的安定した出土状態にあるので参考となる。出土遺物は第2次整地層(4 - 2層)

からは多数の寛永通宝とともに肥前陶磁器Ⅲ-Ⅳ期(97-99 ・ 102 ・ 103)瀬戸・美濃産と思われる18世紀中葉以

降の仏飯具(101)地方窯の小型壷などがある。よって、この層の形成が束堀埋土の第2次整地層に相当するこ

とになる。また、柵列SAO5の構築は後述のとおり16世紀末であるが、掘立柱建物SBO9の上部にある黒色土混

じり黄色砂質土層(24層)との関係は黒褐色砂礫層が介在するために不明である。しかし24層からは肥前陶磁Ⅱ

期の端反皿(115)、丸皿(121)、 Ⅲ期の手塩皿(125)が出土している。よって第2次整地層の造成は肥前陶磁

Ⅲ期の年代である1650へ1690年代となる。ただしⅢ期の手塩皿は1点のみの出土で、大多数(といっても総数は

少ないが)がⅡ期以前であり、寺伝で云う福正寺の創建年1637年を考えれば手塩皿の混入も考えられるので、 17

世紀前半代となる。

以上から考古学上から見た場合には黒色砂質土・黄褐色土を混じえた黒色砂質土層(4 - 2層)は再建福正寺

整地層(第2次)であり、その下層の黒色土混じり黄褐色砂質土層(24層)は創建福正寺の整地土層(第1次整

地土)になると思われる。よって、掘立柱建物群は創建福正寺の建物と云えずSAO5とともにこれらに先行し

SAO5の構築時期の越中瀬戸工期のうちに、第1次整地土の造成は肥前陶磁Ⅱ期の1600へ1650年代となろう。
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第3章　遺構と遺物

第2節　古代・中世の遺構と遺物

仁　古代(平安時代) (第5図、表5)

9世紀以降の土器類が少量出土した。大半が東堀埋土内出土で散在的であって、遺構も認められなかった。

遺物は須恵器杯B・杯C・皿・蓋・聾、土師器杯・護、黒色土器杯・腕、灰粕陶器腕である。須恵器杯Cに

は瓦質胎土(3 ・ 4)を含むところから、飯綱町前高山古窯址群(笹津・佐藤・原田ほか1986)焼成のものであ

ろう。灰粕陶器皿は東涯光ケ丘1号窯型式である。

古代の遺構・遺物は芋)I眠館跡主部内や田中下士浮遺跡など斑尾川水系に広く認められるところから古代から

中世初期の草月憶の中心が、当地域にあったことを示すものである(笹津・池田・森2004)。

2重　中世(戦国期)

(1)東堀SDO5 (第7図、口絵1.2、Pし3)

溝SDO7の下部に検出された芋川氏館跡の束堀跡である。第1へ3次調査では調査成果と現地の地形等からの

総合判断で、芋川氏館跡主部と妙福寺の境界を東堀の西側掘り込み線とする位置を想定したが、今次調査では東

側に8mずれていた。このラインは、妙福寺境内の新旧墓地の境界であるとともに溝SDO7のラインである。

東堀は主軸方向がNlOOEで、上端で幅8m底部幅1m深さは検出面から2.5mであるが、実質調査域は南北方

向は上部で6m、底部では2mである。これはトレンチの壁を安全法面としたためである。掘り込み(検出)面

は西端で第9層(黄褐色砂質土層)、東端は第9層に対応する29層(黄色土混黒褐色砂礫層)である。西堀に比

較して検出面と壁面の状態が良く、ほほ構築時の状態が保持されているものと思われる。ただし、堀外の主部側

(東土塁跡地)は旧公民館建設時に地下室が設置されたため、大部分は破損され調査はできなかった。東堀の壁

は断面形が逆台形状で、上段は比較的緩やかに落ち込むが中段以降は急角度(38度)で底部に達している。この

点は西堀の壁と同様である。底部幅は1mで西堀は全掘してないため推定値ではあるが約2mである。束堀の

長軸方向に直交して底部(堀底)には上段長180cm下段長100cm幅50cm高さ30cmの土手(障壁)がある。障

壁は1ヶ所のみ確認したが、未調査地にいくつか設けられ、その間を障壁土境としているものと思われるが長さ

は未調査のため不明である。西堀は堀底幅を広くし、そこに平面形・大きさや深さの異なる障壁土塊や堀底台を

巧みに配置して障子堀としていたのに対して束堀では堀底を小さくし、そこへ単純に障壁を築いているなど　同

じ障子堀でも構造が異なっている。勿論、今次調査で得られた知見は東堀のごく僅かであり、西堀でも場所に

よって、障壁設置の仕様は異なるので、束堀全域ではこのような単純な構造であったとは思えない。束堀も西堀

と同様に複雑な底部構造をもつ障子堀で、導排水施設などは未確認であるが、そこに水が張られていたものと思

われ、変化に富む障子堀の構築に見る芋川氏の防備に備えた姿勢が並々ならぬものであったことを知るのである。

なお、東堀の主軸方向はNlOOBで西堀のN17OBと7度程度ずれる。また、柵列SAO5、掘立柱建物SBO9とは

ともに主軸方向がNlOOEで東堀と共通するが、これらは後段でふれる。

(2)柵列SAO5 (第8.22.37図、口絵1、 Pし3)

東堀SDO5の掘り込み線に沿った東側1m前後の肩にあたる部分にある防御のための柵列である。検出面は第

2次整地層(4 - 2層)である粘性の強い黒色砂質土の下部で黒褐色砂礫層を切って構築されている。黒褐色砂

礫層は厚さ工0cm幅2mの北側からの流出堆積物で、掘方2の南側で終わる。掘方1 ・ 2の断面観察では下層に
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第5図　古代の土器(1二4)

2-4層にわたる砂礫の互層があり、深さ70cmで青灰色砂礫層に達しているので一連の堆積物である。この層

は土層図③における青灰色砂質土に相当するものと考えられ、束堀はこの層を切り東側では第1次整地層がその

裾部に載る。

柵列SAO5は径60cm前後、検出面からの深さ70cmの円形状掘方からなり、掘方1へ4のみを確認・検出した。

予想される掘方6は調査予定地際のため落ち込みの一部を、掘方5はコンクリ」ト基礎により破壊されていて未

確認である。

柵列SAO5の4基の掘方は掘方中央に径20cmの黒色粘質土からなる柱痕跡が円形に認められ、下部に柱状の

柵底部があった。柵はクリ材で底部は平坦に切断されており(57・58)、掘方底部も平坦でそれに見合う。相聞

距離は真真で掘方1と2は240cm、掘方2と3は190cm、掘方3と4は170cmとそれぞれ異なる。この柿間の不

統一とこれらに見合う掘方は他に末検出であることと束堀肩部に直線的に設置されていること、掘方の共通性な

ど　掘立柱建物の柱掘方でないことは明白で、柵列とした根拠である。

柵掘方2の埋土最下部から越中瀬戸工期の小皿(90)が出土した(Pし3-7)。柵を抜いた痕跡が認められな

いところから、柵設置時に混入したものであり、後段でも詳しくふれるが、柵の設置時期および目的は越中瀬戸

I期の年代である16世紀末から17世紀前半代(富田1988)の中でもより古く、関ケ原の戦いに備えた芋川氏によ

る館防備のために急遽設置された施設で、会津移封後の数年間のことと推定した根拠のひとつである(註4)。

(3)掘立柱建物

グリッドし列以東では多数の柱穴などのピットが検出されたが、建物跡と思われる遺構は掘立柱建物SBO8 ・

09の2棟のみである。いずれも、第1次整地層(24層)直下で検出された中世末期の建物跡と推定される。
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第3章　遺構と遺物

①掘立柱建物SBO8 (第10. 37図、 Pし3-5)

2間× 2間の東西棟で側柱建物である。掘方はいずれも黒色糖質土(第2次整地層)黒色土混じり黄褐色砂質

土(第1次整地層)下に検出された。 4隅に大型の、中間に小型の掘方を据えている。 2×2間で主軸方向は

E5OSであり、長辺3.0短辺1.8mである。掘方1 ・ 3 ・ 7には柱痕跡が認められ掘方1には桂根が残存していた

(62)。径13.3cmのクリの丸太を表面のみ削り、木口を斜位に切断している。柱の据え付けにはとくに礎板など

は認められず、直接土中に埋め込まれていた。尚、掘方7は廃棄土坑SX43が掘方上部に切り込んでいた。埋土

は黄色土を含む黒色糖質土である。出土遺物は認められなかった。第1次整地層(24層)はすでに述べたとおり

肥前陶磁Ⅱ期(115) Ⅲ期(125)大窯2期(117)連房登窯1期の志野(121)などの陶器を含むので16世紀末の

建物跡と思われる。

②掘立柱建物SBO9 (第10図、 Pし3-5)

グ1)ッドMllを中心にある1 × 2間の南北棟の擁立柱建物である。主軸は柵列SAO5と同様にNlOOBで束2

mの位置にあり両者は併行関係にある。南北230東西180cmで柱間は筆問である。掘方1、掘方2は2ないし3

回にわたり切り合いがあるが、それに対応する掘方ははっきりしない。各掘方は円形で4隅は径40cm前後でや

や大きく柱痕跡は掘方1掘方2でそれぞれ10cm、掘方4掘方5では15へ20cmであり想定する柱は大きくない。

それぞれ第2次整地層(4 - 2層)とその下部の黒色土を混じえた黄褐色土(24層)の下に検出され、黄褐色砂

質土を基盤としている。

SBO9は検出状況と柵列SAO5と併行関係にあるところから、両者は同一時期であり、 SBO8がSBO9に直交する

ところから、配置状況からみても、これらを含めて1600年代を前後する時期のものと思われる。

(4)井戸SEO2 (第13.35図)、 P東(掘方) 46 (第9 ・22・37図、 Pし5-8)

柵列SAO5掘方4埋土の調査過程で礫を少量混じえた青灰色砂層を埋土とする円形状の落ち込みを確認する。

規模確認のため250×80cmの小トレンチを設定し、その結果径約2mの井戸跡と判断した。第1次整地層下部

の青灰色砂礫層(基盤)を切って構築していた。この基盤層はSBO9の黒褐色砂礫層に相当するものである。落

ち込みは検出面から50cm掘り下げほぼ垂直となる壁面を確認したが一部に崩落が認められ、このため平面形は

円形とはならない。埋土からは曲物の小片や板材片(23)が少量出土した。なお、この部分は東堀の落ち込みに

あたる部分であり、 SEO2が僅かではあるが東堀東壁上段と同様に青灰色砂礫層を切り込んでいる。よってSEO2

は東壁よりは新しいが第1次整地面に覆われていることから、柵列SAO5と同時期となる。掘立柱建物と井戸が

セットとなると思われるが、柵列外に設けたことは、これら施設が柵列構築用の短期の施設で柵列構築後にはこ

れらの施設は廃棄されたものであろう。つまり掘立柱建物が小規模な小屋程度であることからも、説明がつくも

のと思われる。なお、以上が確認できたことにより、 SEO2は完掘せずに埋め立てて保存することとした。 SAO5

掘方4も同様の方法をとった。またP. (掘方) 46が近接してあるが第2赤ソブ層を切っており新しい。埋土内

から瀬戸・美濃大窯2期の端反皿(91)が出土しているがこの場合には遺構の年代を示すことにはならない。掘

方中央にクリの柱材(63)があった。
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第3節　近世一近代の遺構と遺物

1。礎石建物SBO7 (第15.16図、 Pし2)

建物SBO7は南北3間分、東西1間分の礎石のみをSDO7の東、東堀埋土最上部に検出されたもので、大部分

は抜き取られ、現存する各礎石は径50、厚さ30cmの安山岩平石で、第2次整地層に僅かに掘り窪めた掘方内に

据えられていた。失われた礎石の配置と据え付け痕跡を注意深く精査したが、粟石筆は用いられておらず、掘方

そのものも不鮮明で確認できなかった。このほか、柱筋の通らない原位置をずれた礎石がいくつか認められた。

よって礎石建物の復元は発掘調査からは困難である。南北方向の礎石の間隔は2間分が240cm (8尺)、 1間分

が180cm (6尺)東西方向は180cm (6尺)であり南北方向はN9OBである。別事でふれるとおり整地層及び礎

石建物は弘化4年の善光寺地震で倒壊した福正寺再建のもので、 5 ×10間の福正寺の南北棟庫裡ということにな

り、南北2列分の礎石列の一部となる。

2重　溝SDO7 (第17.19へ21.29.31-35図、 Pしl . 4)

調査域西側で束堀埋土上部に検出された。幅1.8- 2m、深さは検出面から20-30cm、断面U字状の素掘南北

溝である。東堀とほぼ方向を同じくし、主軸方向はN21OBである。 IO8グリッドの西壁の一部に長径50へ70cm

大の玉石を用いた護岸用の石組が認められた。検出は第1赤ソブ層直下で、 12層および10層を切り込み、第2赤

ソブ層を底部としている(土層図② ・ ③)。埋土内には多量の玉石を含む砂礫を含む。埋土上部は廃棄土坑31 ・

32によって切られている。

埋土は場所によって異なるが、基本は青黒色砂礫土(11層)であり、 IO9ダ)ッド北壁の土層図②では上層に

黄褐色砂礫土層(11- 1)が載る。調査当初この層上部には人頭大からこぶし大の川原石が列状に認められたこ

とから「列石」としたが、その後の検討で砂礫土層の一部であることが判明した。砂礫土は置部に粘質土を含み

水成堆積であり、 「列石」部分は溝の末期以降か廃絶後に投棄されたものも含むと思われる。

以上から構築時の溝SDO7は護岸用石組で保護された南北溝で、礎石建物SBO7の西2mの位置に構築された

一体的なものが福正寺の廃寺に伴い、溝SDO7となって方向にもズレが生じてきたものと思われる。それは護岸

用石組の残存と思われる列石状の痕跡(Pし4-1)が、石組みの延長線上(HlO)に僅かではあるが認められる

こと、第2次整地層の広がりがSDO7付近まであること、そして石組と残存石組を結ぶ主軸方向がN15OBで、

礎石建物SBO7の主軸N9OBに近いことなどがあげられる。調査当初、 SBO7の礫群を一括して列石とした点も護

岸用石組を想定してのことであったが、それは結果的には一部のみであったことになる。かようにSDO7は福正

寺再建に伴い構築された寺域を区画する溝であったものと思われる。

現在芋川民主郭と妙福寺境を商流する用水路があり、さらに調査地北西隅で屈折し妙福寺境を東流したのち、

参道西側沿いに商流する。この現行の用水路はSDO7を祖源としており、流路の変更は土地利用を反映したもの

である。 SDO7の位置が現行用水路よりも東に7mほど寄っているが、本来はSDO7の延長線上にあったものが、

妙福等の土地区画の変更などに伴い現在位置に付け変えたものであろう。また、 SDO7は館跡東堀の位置と一致

し館の構造が廃絶後の土地利用を大きく規定していたことになる。出土遺物は多様で量も多い。陶磁器・土器

(17-77)砥石(13)煙管(13)鉄製品(19)繭羽口(1へ4)鉄津(5-12)寛永通宝(1 ・ 2)曲物底(4)

などと不明木製品(5 ・ 7 ・ 8 ・19-22・26)がある。
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陶磁器は整理箱2箱分で今次調査でもっとも出土量が多く、実測可能なものの大半を図示した。

3軍　港SDO9.SD13、杭列群A・Bその他の溝・杭列(第14.34-37図、 Pし4-2)

杭列は溝SDO7壁際のA杭列群とSDO7の東側JO9からIユlにかけて弧状に多く認められたB杭列群がある。 B

杭列群は第2赤ソブ層下部の17-19層内に打ち込まれており、第2整地層や第2赤ソブ層以前の構築物である。

杭は残存したものだけで腐食が進行し、痕跡だけのものも認められたが、記録には確実に杭と判断可能なものだ

けとしたため、腐食により消滅した杭も含めて、構築時の杭の数量は倍増するものと思われる。ただしグルーピ

ング化した杭列群すべてが同一時期に属するものかは残存杭の性格上わからない。杭56は明らかに第2赤ソブ層

を切っており、一部に時期の異なるものも含まれている可能性はある。

杭列AはSDO7の掘方よりも内側両側に30cm幅でSDO7の掘方底部に沿って検出された(32. 42. 45. 50)。

杭は板材やソダなどともに土手を作るものであるが、ここでは杭のみであった。杭の分布状況からSDO7に先行

するSDO9の構造物と思われる。よってSDO9の幅は50-70cmとなる。 SDO9は第2赤ソブ層下部に認められる

ので第2整地層造成前の溝で一時断絶ののちにSDO7が第2整地層を切って構築されたものと思われる。

杭列Bは西列(37・39・41・49)束列(36・43・47・59・61・64)からなり、南側では太杭(59・61・64)

を使用している。後者は先端を平坦に調整しているので柱材を転用したものと思われる。なお南側では杭列A

の東列とBの西列とが接するため杭40 ・ 53と杭31の所属は不明である。

溝SD13の幅は上端で150cm前後となる。調査過程でも礫層が認められ溝の存在を確認したが、礫層が部分的

で平面からの追究はできなかった。よって人工物と云うよりも善光寺地震の崩落土に残された流路跡と思われ、

杭列Bは最大傾斜線に伴うところから、崩落土保護などに構築されたとも思われるが実体はよく分からない。

港内からは長床聾(1)や鍬先(2)をはじめ木片などの植物質遺物が多く認められた。なお杭はクリ・カラマ

ツ・マツ・コナラなどの丸木を使用している。

その他の杭例はNO9に集中して認められたが遺布が悪く配列などは復元できなかった。またしO9からNO9にか

けて幅30cm前後で深さ10cmの小規模な東西溝SDlO ・ 11が認められた。杭穴・溝埋土は砂層で第2次整地面を

切り込み、これらは第2次整地層形成以降の遺構である。

4重　廃棄土坑(集石) (第18・20-22・27-32図、 Pし5、表2)

こぶし大から人頭大の円礫を土坑内に投げ入れた廃棄土塊は、規模と構造上の相違から廃棄土塊A ・ B ・ Cの

3種がある。 Aは深さ40-70cmの土坑内に川原石などが投げ込まれた状態で検出されたもので、平面形は径

70cm前後の円形である。 Bは径が40cm前後とAよりも規模が小さく、土塊も浅いものであり、平面形は円形

が多い。 Cは規模がBと同程度であるが、土塊は浅いか不明瞭であり、集石のみで見るならば列状の配石遺構

と見られるものも含む。中には廃棄土塊以外の目的で石が集められたものもあろうが、その目的が不明である所

からこれらを一括してCとした。集石はある目的を意図してつくられた構造物であり、土坑内に投げ入れられ、

結果として石の集まりとして見られる廃棄土塊とは本来別のものである。よって現象面を重視して性格が把握で

きるA・Bと一部のCについては、廃棄土塊とし、それら以外を集石(配石)とすべきであろうが、近世以降

の集石の意義付けは恐らく多様で不明部分が多いため廃棄土境の中に含め、必要に応じて「集石」を併用した。

ただし礎石の据え付け用の集石(粟石)は認められなかった。

廃棄土坑Aは溝SDO7周辺に多くSX18.20 ・ 31. 32. 34がある。 SX18は第3層(第1赤ソブ)を切った状態

で検出された。深さ23cmほど掘り窪めた土坑内に多数の円礫と陶磁器類(80-84)瓦(8 ・ 10・ 15・ 16)筒形

-22-



第3節　近世一近代の遺構と遺物

鉄器(25)引手金具(26)銅線状製品・銅製コイル(バネか)磨石(8)砥石(10)石硯(15)など多様な遺

物が出土した。陶磁器は肥前陶磁Ⅴ期の皿(80)地方窯と思われる近・現代の碗(81) 19世紀以降の地方産揺鉢

(82)や茶瓶(83)瀬戸窯と思われる鉄油菜燭(84)がある。以上からSX18はいわゆるゴミ捨て穴(廃棄土塊)

の典型で礫は遺物群とともに埋め立てられたことを示している。遺構の検出と出土遺物から、公民館建設時に構

築されたもので、現代の廃棄土塊である。

溝SDO7を切って構築された廃棄土塊SX31 ・ 32も同様である。 SX32からは焙烙(62)などSX31からは五輪

塔(28)などが出土しているが、整地にともない礫とともに埋め立てたものと思われる。

廃棄土塊BにはSX13・14・16・19・22・25・27・28・33・40-42がある。いずれも第3層(第1赤ソブ)直

下で第2次整地層を切って構築されており水田造成前に作られたことになる。 SX16からは内耳(85)揺鉢(86)、

SX22からは砥石(11)、 SX28からは寛永通宝2点(4 ・ 5)、 SX29からは措鉢(78)と肥前陶磁(Ⅳ期)、 SX40

からは銅製品(3)が出土している。福正寺移転後の水田造成に先立って不要物を埋め立てたものであろう。出

表2　廃棄土坑(集石)一覧表

遺構名 �4�8ｨ6(6��平面形 佛韭��法量(cm) 劍皦,因�7�)Z��ｘ,ﾙ�ﾙMHﾘb�備考 
長軸 �%ｨ�"�深さ 

SX13 幡ﾄ��円 �"�50.0 鼎���� �� 

SX14 筈��円 �"�40.0 �3R��� �� 

SX15 筈��Tｴ��不整 �2�70.0 鼎���� �� 

SX16 儘��"�楕円 �"�35.0 �#R��� �>�黷ャR况雨ｲャb�� 

SX17 儘�ﾂ�列状 �2�60.0 �� �� 

SX18 儘�ﾈﾘc"�円 ���90.0 涛����23.0 儂ﾉ��ﾒャ�刧�ャ��&饑ｹv雨ｲャ"��ﾘｨｩ(9W"ャ2��2�ﾌｸ�YOﾉEｨ�i�2ャB侈ﾈｭｸｪ"ヨ�S��亂)�ｹV茶�X�S�b�9ｲ�ﾆ�58ｮﾒ�#R�稲粟�ｾ�#b�;ｩ�ｹV宙5(488ｸ�Y;ｩ�ﾂ��h��窿ｙ7Y�窿����靆R��R��餉R�#��� 

SX19 肇�"�円 �"�50.0 �3���� �� 

SX20 筈��円 ���60.0 田���� �� 

SX21 磐ﾄ��不整 ��42.0 �3����30.0 �� 

SX22 晩�"� �"�30.0 �#���� �7Y�窿���� 

SX23 蛤�X+S�"�円 �2�65.0 鉄����13.0 亅�侭,ｩ_3"�2�� 

SX24 �+S�(�S�2�楕円 �2�85.0 田B���10.0 �$��窿"��火床上 

SX25 噺ﾄ��円 �"�40.0 �3R���30.0 �� 

SX26 斐�"�不整円 �2�75.0 田���� �� 

SX27 �+Vﾄ��不整円 �"�50.0 鼎R��� �� 

SX28 筏�"�不整円 �"�40.0 �3����17.0 亅�侭,ｩ_3"ォ�SR�� 

SX29 �+S�"�円 �2�30.0 �#R��� 儂ﾉ��雨ｲピｒ� 

SX30 �� �� �� ��SX13ダブリ 

SX31 儘���円 ���70.0 都���� 儂ﾉ��ｲｃS"仭9Yy}b�#ｒ� 

SX32 儘���円 ���70.0 都����25.0 �7儻"��>�黷ツ"亂"ド�S���S�(�S�8�S�B�� 

SX33 売��円 �"�35.0 �3����7.0 �� 

SX34 儘���不整楕円 ���70.0 鉄���� ��8ﾌｸ�YOﾉEｩ)hﾏｲャr�� 

SX35 �����不整長方 ��80.0 鼎���� �� 

SX36 幡ﾆﾂ�列状 �2�45.0 鼎���� �(hﾙ�5i?｢��X-c�f2茶ヲ��一部未調査 Jll17・19層 と接合 

SX37 幡ﾆﾂ� �2�45.0 鼎���� �� 

SX38 噺ﾆﾂ� �2�114.0 都���� �� 

SX39 疲ﾆﾂ� ��47.0 鼎���� ��P7に伴う 

SX40 疲ﾄ��S��� �"�40.0 �3b��� �;ｩ�ｹV茶2��P8 

SX41 疲ﾄ��S��� �"�50.0 鉄���� ��P9 

SX42 筏�"� �"� �� �� 

SX43 磐ﾄ�� �� �� �� 

SX44 比�� �� �� �7Y�窿�"�� 

SX45 比�� �� �� �� 
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第3章　遺構と遺物

土品の年代にもこの点で矛盾がない。

廃棄土塊C (集石)はSX15・ 17・23・24・26・29・36-38がある。掘り込みがほとんど認められない所から

廃棄目的で石を集めただけか、浅く掘り窪めた穴に石を置いたものと思われる。しかし、 SX23 ・24は相接した

遺構で60へ100×30cmの範囲に小石を集めたものであり、意図を持って石を配置したものであろう。集石また

は配石遺構とするべきもので土坑はまったく認められない。人頭大の礫を列状に配石したSX36 ・37・38も

SX24と同様に土塊は認められずに集石(配石遺構)とすべきものと思われる。同様にし12-13とその周辺に用途

不明のSX23 ・ 24 ・ 28 ・ 29 ・ 42が第2次整地土に検出された。 SX24下部には焼土が認められた。礫には特に火熱

を受けた痕跡は認められない。

廃棄土坑C (集石)からの出土遺物にはSX24から叩石(2)、 SX36から中国天日(89)がある。 15-16世紀

代のもので輸入陶磁としては当時にあっては貴重品と思われるが、これはIO9ダ)ッド、 Jllダ)ッドの第2赤

ソブ層下部出土品と接合関係にある。上層遺構であるSX36の天日片は、何らかの事情で地表に出現し、再度不

要物として円礫群とともに集められ、埋め立てられたものである。天日片はこの場合にSX36の年代を示す資料

ではなく、接合関係を通してSX36の集石の構成過程を示す資料になるものと思われる。

廃棄土塊はこの地域の歴史の中でごくごく最近の人々の廃棄行為と土地利用の一端を示すものである。しかし、

これらをこの地域の土地利用の歴史と発掘調査の成果から総合的に判断するならば、その廃棄行為が明治43年

(1910)以降の水田造成(一部は『三水村誌』に云う広場化)と昭和29年(1954)の芋川公民館建設の造成工事

に伴って生じた不要物をごく小型の穴を掘って埋め立てた行為を示すものと思われる。それはSDO7内への不要

物の投げ込みも同様である。今日の機械化された造成工事とは異なる小規模な人力による労働、おそらく共同作

業を思い浮かぶのである。

註1陶磁器全体については市川隆之氏の教示によるが、越中瀬戸については田中暁穂氏からも教示を受けた。なお、市川氏は

肥前陶器を唐津、磁器を伊万里と使い分けをしているが、本稿では九州近世陶磁学会(2000)により肥前陶磁として一括し

て呼称している。瀬戸・美濃大窯と連房登窯(藤澤2007)及び肥前陶磁(大橋2000)の編年に示される年代は下記のとおり

である。

大窯第1段階1480-1530　　第2段階1530-1560　　第3段階1560-1590　　第4段階1590- 1610

登窯第1段階(17世紀初頭へ17世紀中葉)第2段階(17世紀後葉-18世紀中葉)第3段階(18世紀後葉-19世紀中葉)

肥前陶磁(Ⅱ期( )は磁器の場合)

工期1580-1610　　Ⅱ期1600 (1610) -1650　　Ⅲ期1650-1690　　Ⅳ期1690-1780　　V期1780-1860

また瀬戸・美濃窯に係わる基本的文献は藤沢(1986)以外では田口(1983)井上(1992)

肥前陶磁では大橋(1989 ・ 2000 ・ 2004)、九州近世陶磁学会(2002)を参考とした。

註2 「寺院明細帳」には福正寺は「弘化四年震災二罷り」とあり、倒壊したという記載はない。 「真宗東派更正寺院明細帳」や

『長野県町村誌』には地震の語すらない。いずれの史料も福正寺からの報告を元に記載されたもので、必要度から使い分けさ

れていたものと思われる。

註3　善光寺地震については従来はマグニチュード7.4、震源地は長野市浅川清水付近、最大震度7とされていた。中央防災会災

害教訓の継承に関する専門調査会報告書(2007) 『1847善光寺地震報告書』によれば「マグニチュード7.3震央野尻湖東岸付近

約10km、震源域震央から断層の破壊が始まり、北北東および東西の2方向へ伝播、延長約50km幅約15km。最大震度7」と

あり、飯綱町全域が震源域に含まれていたことになる。

なお飯綱町域被害統計は小山丈夫氏によれば表3のとおりである。

註4　越中瀬戸の操業開始は文献上の研究によると、天正19年(1591)と文禄2年(1593)説があり、 16世紀末とされてきた。

これに対して窯跡資料をもとに考古学的検討をおこなった宮田進一氏は天正初年-13年間の天正年間説(1573-1585年)を

ー24-



第3節　近世一近代の遺構と遺物

唱えた。氏は瀬戸の工人の移動(「瀬戸山離散」)により操業が開始されるが越中瀬戸の初期の資料には志野粕が認められな

いことと輸トチンによる内ハケ皿の重ね焼き焼成によるところから、井上喜久男(井上1988)、藤沢良祐(藤沢1986)両説を

もとに示されたもの(宮田1988)である。よって、 SAO5出土の越中瀬戸丸皿は宮田氏の分類に云う丸皿2類となり、操業開

始期に近い年代の付与が可能となった。しかし、それが開窯期の黒川窯の製品とするには今後の検討が必要である。

表3　善光寺地震における飯綱町域の被害一覧

村名 �i�B�人数 �-x彙�半 �-r�半演 �-r�半潰 �-r�半潰 �-r�即死 弌h曖�死馬 倩�ｸﾒ�領主名 俑ｨｹ)y��
潰家 �7����土蔵 兒�'R�物置 �;����堂社 仆ﾙ���劔几��

芹沢村 ��R�43 �"�7 �� �� �� ��2 迭� ��幕府(中野代官) 嫡B�

野村上村 鉄��197 鉄R�5 �� �� �� ���10 �#2�6 ��幕府(中野代官) 嫡B�

茶庭山新田村 唐�38 澱�2 �� �� �� ��2 釘�2 ��幕府(中野代官) 宙.��

袖之山村 鼎r�208 �3"�8 �"�3 �3b�7 �2� ��2 �"�8 ��幕府(中野代官) 嫡B�

坂口村 ��2�49 ��2�6 �� �� �� ��1 湯�1 ��幕府(中野代官) ���

夏川村 �#r�116 ����10 �� �� ��� ��2 �2� ��幕府(中野代官) 嫡B�

地蔵久保村 �#��71 ��B�7 ��4 ��"� ��2 ��2 唐�2 ��幕府(中野代官) ���

横手村 ����91 ����4 �"� �� �� ��0 釘� ��幕府(中野代官) ���

北川村 �#2�84 ����8 �� �� �� ��4 唐�1 ��幕府(中野代官) ���

高坂村 田"�253 鉄b�4 �� �� �"� ��2 ����2 ��幕府(中野代官) 嫡B�

牟礼村 ��ヲ�826 ���"�2 �#2� �#"� 唐� ��88 塔r�15 �"�幕府(中野代官) ���

中尾新田村(山神代) ��b�69 ��b� �� �� �� ��4 �� ��幕府(中野代官) ���.��

小玉村 塔��327 塔�� �� �� ��� ���10 �#��8 ��幕府(中野代官) 嫡B�

黒川村(東組) 涛��363 塔��5 �� 唐� 迭� ��24 ����2 ��幕府(中之条代 官) ���

黒川村(西紀) 鉄R�241 弔� �� �� �� ��25 湯� ��幕府(中之条代 官) �"�

中宿村(裏村ともに) �3r�154 �3"� �� �� �� ��1 �� ��幕府(中之条代 官) 宙�ｲ�

新井村 弔�* 弔� �� �� �� ��9 �� ��幕府(中之条代 官) ���

平出村(新田村とも に) 涛b�* ����8 �� �� �� ��7 �� ��飯山藩 �2�

福井新田村 �#"�* �#"� �� �� ��� ��2 �� ��飯山藩 �2�

神代村(番匠新田組) 弔�* 迭�13 �� �� �� ��* �� ��飯山藩 �2�

神代村(狐沢組) 弔�* 釘� �� �� �� ��* �� ��飯山藩 �2�

東柏原村 弔�* 弔� �� �� �� ��* �� ��飯山藩 ��

奈良本村 弔�* 弔� �� �� �� ��* �� ��飯山藩 ��

普光寺村(寺坂組) 都��* �3r� �� �� �� ��10 �� ��飯山藩 �2�

普光寺村(舟久保組) 田R�* 鉄2� �� �� �� ��31 �� ��飯山藩 �2�

芋川村 �#S��* ��#R� �� �� �� ��90 �� ��飯山藩 �2�

上赤塩村 塔��* �#�� �� �� �� ��5 �� ��飯山藩 �2�

下赤塩村 鼎��* ���� �� �� �� ��10 �� ��飯山藩 �2�

毛野村 鉄r�* �#�� �� �� �� ��10 �� ��飯山藩 �2�

倉井村 ��sb�* ��#R� �� �� �� ��36 �� ��飯山藩 �2�

河谷村(風坂組) �#��* ��r� �� �� �� ��5 �� ��飯山藩 �2�

合計(判明分のみ) ��c3��3130 ���Sb�89 �#r�7 都��7 �#��2 �"�394 �#���47 �"� ��

*印は史料に記載のないもの、わからないもの。

根拠史料

①「高野式左衛門日記」中野代官所作成の被災統計を同年10月に中野郡中代から借覧した牟礼村高野式左衛門が筆写したものという。

②「黒川村潰家死人怪我人書上控」神谷家文書の内。黒川村境組名主神谷佐左衛門がまとめた中之条代官所への報告集控。

③「黒川村西紀即死人調書(仮称)」西黒川区有文書の内。黒川村西紀から中之条代官所への被災死者の状況報告。

④「商家数漬家痛家死失怪我人蕾上帳」神谷家文書の内。中之条代官所の命で葉月附の周囲2里の建物・死者被災統計を伝聞し報告したもの。
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第4章　成果と課題

第1節　芋川氏館跡束堀と館の構造

仁　主郭の規模(第6図)

束堀の発掘調査によって、明らかとなっ相馬は、ひとつは東堀の位置の確定によって館跡の規模がほぼ判明し

たことである。西堀の発掘調査と現在の地形や地割によって南・北堀の位置は推定できていたが束堀の位置につ

いてはいまひとつ明らかにされていなかった。しかし、今次調査によって東堀の主軸方向が西堀のN17oEと異

なりNlO。Bで東西の堀が僅かながらではあるが併行せず、東堀と南・北堀の接点では3mほど内側にくいこむ。

ただし東堀の方位は実質調査域が6mと全体の10分の1の範囲の判断であり、また西堀の土塁との接線(西堀

の東側掘り込線)は未調査で推定によるもので不確定要素はあるが、この差は堀または土塁幅の中で吸収される

とすれば東西の堀の間隔となる主部の東西径は土塁を含めてほぼ60mとなる。つまり芋川氏館跡の主部は8m

幅の堀で囲まれた一辺60mの方形区画となる。かつて主部の東西間の距離を50mとし60×50mの長方形区画と

した(笹津・森・池田2003)が、本稿で-辺60mの方形区画とする。

2喜　障子堀

防御を目的とし、堀底にさまざまな土坑(障壁土塊)を設置した障子堀は西堀のみならず、束堀にもあること

が、今次調査で判明した。すでに前回調査でも西堀の南・北堀とのコーナーの在り方から、南・北堀も障子堀で

ある可能性を指摘した(笹津・森・池田2003)。よって主部は変化に富ませた障壁土抗からなる障子堀で4辺が

囲まれていたことになる。そこには防御を最優先とした芋川氏の意図を知りうる。

3農　柵列設置と芋川I氏の会津移住

柵列SAO5はクリの丸太材を東堀SDO5外縁肩にそって設置したものであり設置時に混入した越中瀬戸I期の

小皿の出土によって、設置時期の上限が知りうる。そこで、この陶器の年代が問題となる。越中瀬戸は瀬戸の工

人が越中で16世紀末までには開察し、 17世紀前半代に生産した陶器で工期はまさにその間窯期のものとなり(宮

田1988)、 SAO5の年代比定の根拠である。掘立柱建物SBO8. SBO9と井戸跡SEO2はすでに検討したとおり配置

などからSAO5と係わって構築されたものである。つまり、柵列と2棟の建物は同時期に建てられた可能性が強

い。よってSAO5と2棟の建物の年代は出土陶器から判断すれば16世紀末から17世紀前半代の遺構ということに

なる。しかし、福正寺は寺伝によれば寛永14年(1637)に建立されるのでそれよりも早い時期に柵列及び掘立柱

建物2棟は建てられていたことになる。

次に柵列設置時期についていま少し年代を絞り込む。創建福正寺の敷地面積は別章で検討したとおり再建福正

寺の敷地面積153坪とほぼ同じであるので、その中央にある柵列や擁立柱建物と寺院が同時に共存することはあ

り得ず、柵列と掘立柱建物2棟は創建福正寺の建立前の構造物となる。このことは発掘調査の検出状況から見た

所見とも矛盾するものではない。もっと平たく云うならば、柵列や掘立柱建物と寺院との同時存在は考えられな

いのである。

慶長3年(1598)、豊臣秀吉により上杉景勝は会津移封を命じられると、芋川親正は百姓を除く配下の一族・
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第1節　芋川氏館跡束堀と館の構造

小者に至るまで景勝に従い、芋月眠館跡は廃館となったとされる(小林・矢野ほか1980)。ところが、すでに見

たとおり、柵列構築の目的と設置時期から、背後に秀吉死後の上杉景勝の徳川家康に対する戦略上の政治姿勢を

伺い得る。会津移封に際して秀吉の命は百姓以外はすべて旧地を離れるというものであった(『信濃史料』 18巻)

が、それがどこまで守られたのかは分からない。しかし、堀の外側に新たに柵列を設けて館の防御を固めること

は、関ケ原の戦いを想定したことと思われる。恐らく、会津移封以降、家康との対立が厳しさを増す中で、急遽

芋川氏配下の人物を派遣して柵を設置したか、親正と結び付きの強かった妙福寺が関与したものと思われる。親

正自身は、家康軍の上杉征伐に対応すべく白河小峰城(現　白河市)の城主として、城の普請に忙殺されていた

(小林・矢野ほか1980)。慶長3年(1598) 3月秀吉の死後、家康は「会津の上杉景勝が旧領の越後・北信に、多

年つながりのある残留土豪・地侍層と呼応して侵入する可能性」があったから、家康方の森忠政を海津城主とし

ている(古川1987)。史料的裏付が十分でないが、発掘調査の成果から考えられることと思われる。よって、柵

列の設置は芋川氏の会津移住以降で関ケ原の戦い直前の慶長3年(1598) 1月から慶長5年(1600) 7月の間と

なる。

挿入写真3　調査地・妙福寺全景
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第4章　成果と課題

第2節　福正寺の創建と再建

仁　福正寺の記録と礎石建物跡

福正寺は寛永6年(1629)あるいは寛永14年(1637)に妙福寺塔頭として建立され、弘化4年(1847)に善光

寺地震で倒壊、その後庫裡のみが再建され、そこへ芋井学校が併設・浄土真宗東本願末寺として独立、明治43年

(1910)石月惧鶴来町(白山市)に移転、堂字取り去られる。これが福正寺に関係した記録の大略である。福正

寺に係わる記録は明治12年(1879)の「寺院明細帳」 「真宗東派更正寺院明細帳」 (ともに『県庁文書』)明治13

年頃の『長野県町村誌』 (長野県1936)であり、創建福正寺に係わる同時代史料はない。よって福正寺の建立年

は前述史料の記載にある同寺の「伝承」によるものである。

発掘調査では1棟の礎石建物跡SBO7と2層にわたる整地層(第1 ・第2次)などと関係する溝SDO7などと、

陶磁器など多量の遺物が出土した。以下これらを用いて、福正章の建物配置などについて記述する。

2東　福正幸の境内と礎石建物の復元(第6 ・15図、挿入写真2 ・ 3)

『長野県町村誌』には福正寺の境内(敷地)は「東西十間南北十五間三尺面積五畝三歩」で面積数は「寺院明

細帳」の「百五拾五坪」とほぼ同数である。まず敷地の東西方向について検討してみる。公会堂建設予定地は

581事6請で前記2史料の記載面積より65甜まど多い。これは旧公民館建設時に新たに用地取得されたからであろ

う。それがどの部分になるか推測の域を出ないが、芋川氏館跡側と思われる。現在調査地(建設地)と館跡との

境界は土手となっているが、これは用地取得に伴ない主部側が削平された痕跡と思われる。この土手はかつて東

堀の痕跡として見誤ったものである。しかし、東堀が今回の調査でSDO7の下部にあることが判明し、束堀が埋

没した後も周地境としての役割を持っており、その痕跡として溝SDO7が福正章の区画溝(用水路)として残さ

れていたものと思われる。今日、地境の用水路は館跡と妙福寺境を南北に流れ、調査地と妙福寺境を東西に、さ

らに妙福寺参道に沿って南下しているが、かつては妙福寺の新旧墓地間にあり、さらに調査地の南側では調査地

と私有地との地境に一致するところから溝SDO7は本来は妙福寺新旧墓地間から私有地境に直線的につながって

いたものであり、それぞれの方向(N9OE)が一致する。よってSDO7は用水路として新旧墓地間から調査地南

側の用地境に沿って流れていたものであろう。つまり面積差65甜まSDO7の西側面積に近い。尚、新墓地は1970

年代には妙福寺所有の水田を達成したものである(中殿秀靖氏教示)。束堀の西側のトレンチ調査ではSDO7よ

り館跡寄りには認められず、この部分は館の土塁跡にふさわしい安定した土層であり、 SDO7以東の上層に認め

られる礫を含んだ堆積層は全く認められなかった。福正寺時代の代表的遺物である肥前陶磁器はグl)ットF列

以西では皆無である。以上から福正寺の敷地はSDO7を西隈とするのであり、この部分から参道までの距離が約

20mで『長野県町村誌』に云う「東西十間」に相当するものである。

次に「南北十五間」について検討する。現在の敷地は妙福寺境から町道まで26m前後である。ただし私有地

境の右横から町道にかけては私有抱であるので、敷地は逆「し」字形となる。この私有地は建設予定地あるいは

「寺院明細帳」記載の面積から除外して計算できるので、少なくとも再建福正寺の段階では敷地外となる。よっ

て、この私有抱を差し引いた部分が敷地面積となる。尚、この道路沿い部分は入口部分として削平され、トレン

チ3でも整地層は確認されていないが整地されていなかったとは云えない。以上から復元できる敷地は束堀の西

肩(構築時のSDO7)以西と私有地部分を除くことになる。
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第2節　福正等の創建と再建

次に考慮に入れなければならない点は福正寺は妙福寺を本寺とする脇寺(塔頭)であることで、妙福寺の中殿

秀靖氏によれば脇寺は通常妙福寺参道側に入口部を設けるということである。つまり参道側から福正章に入ると

いうことである。 2点目は「寺院明細帳」にある福正章は本堂はなく間口十間奥行五間の庫裡のみからなる寺院

であることである。記録が正しいとするならば　5 ×10間の南北または東西方向の建物となる。さらに創建福正

寺の存在と、のちの芋井学校併設も考慮に入れて、礎石建物を以下に復元する。ただし、庫裡を南北棟か束西棟

とするかで結論が全く異なる。今後は同じ地域内に移設されたと伝える民家もあり、これらも含めて周辺部の寺

院建築などを考慮に入れた詳細な検討が必要であるが、 -応の結論を導いておく。

南北棟とした場合には礎石列1-4を側柱とする建物で、東西方向と南北方向ともには敷地内に収まる。

次に東西棟についてみる。この最大の難点は東西方向が敷地ぎりぎりに設置されることになる。礎石も建物内

の一部となる。ただし妻が5間であるから柱間8尺(礎石1へ3の2間と北側1間分)の3間分を身舎とし、そ

の左右に6尺の廟(礎石3と4など)が付く切要造りなどの建物として復元が可能である。芋井学校を併設した

場合に南側は広場としての使用も可能である。逆に南北棟とした場合にこれらの点について別に回答を用意しな

ければならないが、総じて東西棟とするよりは合理的と思われる。

次に「真宗東派更正寺院明細帳」記載の福正寺についてみる。ここでは「本堂」と「庫裡(裏)」を分離し、

それぞれ30坪、 45坪とある。この数字は「寺院明細帳」記載の福正寺庫裡5 ×10間を参考とすれば「本堂」は5

× 6間で30坪、 「庫裡」は5 × 9間で45坪となり、一体の建物としても東西・南北いずれでも敷地内に収まらな

くなる。恐らくこの記載は福正寺が独立寺院としての体裁を保持するための数字と思われ、誇大されたものであ

ろう。むしろ「寺院明細帳」の5 ×10間が実体を示したものと思われる。

建築史の土本俊和氏の教示によれば福正等のように南北道路(参道)の東に門を設ける例は長野市善光寺の宿

坊に見られ、北方向に本堂を南に庫裡を設置していると云う。これを参考とすれば、創建福正寺の伽藍配置もこ

れに該当するかも知れない。善光寺の宿坊は善光寺講の宿泊施設で、善光寺門前の参道及び南北道に画した39の

宿坊からなる(註1)。明治24年(1891)の大火で大半は消失し、その後、建物配置などの基本は宝永4年

(1709)に成立していた(浅野2009)ものを踏襲して再建された(土本ほか2009)。よって善光寺宿坊と福正寺は

脇寺という点と江戸時代の小寺院という点で、共通性がある。よって、福正寺を復元するにあたり善光寺宿坊を

参考とすることは許されるであろう。建物配置は江戸時代の寺院では参詣者の便を配慮して決定される(石田

1975)からである。ちなみに妙福寺は南門の延長上に本堂が門の北東方向に庫裡がある(第6図)。

つまり、創建福正章は本堂を妙福寺側に南側に庫裡があった可能性が強い。だとするならば再建福正寺の庫

裡も倒壊前の状態を踏襲して、応急処理的に庫裡のみ再建されたものと思われる。再建福正寺の庫裡が本堂を含

む南北棟とする根拠のひとつでもある。

(註1)善光寺宿坊の建物配置の基本は参道または南北道路に構えた門の位置によって規定されている。東門では南に庫裡、北

に本堂(小御堂)が、西門では東に本堂、西に庫裡が置かれる。いずれも門と玄関を空間(庭)を介して庫裡と結び、空間

の上方(北側)に本堂を置き、 3者が一直線上に配置される例はごく僅かである。門と庫裡・本堂を庭に而して置く建物配

置は参詣者を意図したものであるとともに、東門建物では南北、西門建物では東西方向に長い長方形敷地という狭い敷地面

積を効果的に活用するためのものであろう。
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第4章　成果と課題

第3節　出土遺物の検討

仁　陶磁器と土器(第19へ26図、口絵3 ・ 4・ 5-1、 Pし6-1、表5)

(1)分析の前提

中世以降近代に至る陶磁器や土器などいわゆる「やきもの」には中国産の輸入陶磁器、瀬戸・美濃や肥前など

の広域流通の陶磁器と地元の窯などで焼かれた地方窯の製品がある。調査地が中世後半の草月眠館とその後の小

寺院の建立、学校の併設など多様な土地利用と善光寺地震の被災を受けており、出土した「やぎもの」もさまざ

まである。特に幕末から焼かれた当町の赤塩焼(唐木田1974 ・安藤ほか1977)など地方の製品は食生活のみなら

ず、さまざまな生活用具に影響があったはずであるが、具体的には不明部分が多い。本稿では広域流通品として

全国的視野の中で検討が可能な肥前陶磁など以外の地方で焼かれたやきものを一括して「地方窯」の製品として

まとめている。今後の検討の資料となるからである。

今回出土したやきものは、 (1)芋川氏館に関係する15世紀代末頃から16世紀初頭、 (2)前期(創建)福正寺

期、 (3)再建福正寺以降のものとなる。 (2)についてはさらに創建期・前期福生寺期に分けるが、前期福正寺

に直接係わる遺構は整地層の一部を除いて未確認である。それは善光寺地震による寺院の倒壊や大部分の整地層

の滅失、再建時における新たな整地層の造成作業と密接に関係する。この点をより出土量の多い肥前陶磁で見る

ならば、芋川期に係わる束堀の下部埋土(19層以下)、第1次整地層(24層)と柵列SAO5と掘立柱建物に関係

した土層以外は新・旧が混在した状態で出土している。つまり土層の項で検討したとおり、調査地の土層は善光

寺地震の影響を抜きにしては語れない。加えて、束堀や溝SDO7などの埋土の形成には多量の砂礫を混入するな

ど斑尾川や用水路の氾濫が深く係わり、短期間に堆積したものが多く、出土遺物もそうした過程で取り込まれた

ものである。陶磁器片に磨耗が認められないところから、東堀の周辺部から取り込まれたものである。整地層出

土の遺物も、整地作業に伴ない、 SDO7や廃棄土坑(集石)の出土遺物の多くは廃棄に伴なうもので、鉄津や瓦

などとともに、外部から持ち込み投棄されたものも合むが、大半は土地利用の際に生じたと考えられるものであ

る。つまり、出土した陶磁器や土器類は原則として当地において使用されていたと思われるものであり、こうし

た前提に立って時代別に整理した各遺構ごとのやきものの特徴を以下に兄い出しまとめる。こうした作業は多様

な土地利用の歴史を経験した本遺跡だからこそ可能であるとともに、少なくとも芋川という土地の地域史復元の

出発点となり得るからである。

(2)遺構ごとの陶磁器と土器

芋月間の陶磁器と土器　芋川氏館の存続期間は15世紀末に始まり、 1598年の上杉景勝の会津移封に同伴した芋

川氏の移住による廃館までとしていた(笹津・森・池田2003)が今回、柵列SAO5の検出によって、関ケ原の戦

い(1600年)までは後述のとおりそこに妙福寺が関与した館としてあらたな機能が生まれ、かつ堀の外縁にそっ

て柵列SAO5を設置するなど完全移住でなかったことが判明した。よって、関ケ原の戦いまでを芋川期として、

この時期の陶磁器にふれる。

芋川期の遺構は芋川氏館跡の障子堀である東堀SDO5、柵列SAO5と2棟の掘立柱建物がある。陶磁器・土器

類はSAO5堀方2埋土出土の越中瀬戸工期の小皿(90)、束堀埋土と下層(20-23層)からの出土品がある。下

層(20-23層)からは15世紀後半から16世紀前半の中国龍泉窯の青磁碗(215)と土師器皿(カワラケ) (217-

220 ・ 222 ・ 223)がある。下層には肥前陶磁器は全く含まず、そこの様相は中国陶磁器、古瀬戸や大窯期前半の
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第3節　出土遺物の検討

陶器と珠洲に在地の土師器からなり、西堀(笹津・森・池田2003)と共通するまさに草月眠館時代の遺物である。

この点を東堀埋土とSAO5のあり方から検討する。柵列SAO5は別に述べたとおり芋川親正が上杉景勝の命を受

け、関ケ原の戦いにそなえて、 1598年正月の芋川氏の会津移住から、 1600年7月の関ケ原の戦いの間に構築され

たものである。この想定に誤りがなければ、越中瀬戸工期の定点を示すことになるとともに、開窯してさして時

間を置くことなく、この地にもたらされていたことを意味する。一般に善光寺平へ工期の越中瀬戸が搬入される

時期は17世紀前半と云われるが、かならずしもそうでないことを示すものである。越中瀬戸の広域流通を検討す

る上でも重視されるべきものと思われる。

東堀下層(20-23層)の陶磁器や土器を芋川時代とした根拠はひとつには肥前陶器(唐津)を全く含まず、西

堀と同様の中世的組成であることに加えて、すでに土層の項でふれたその在り方にある。 20層の有機物層は堀が

機能していた冠水状態で堆積したもので、その時期は17世紀代には下らないので柵設置までとなる。堀の総浸い

は常時行なわれていたと思われるが、芋川時代末期には滞り、底部から1mの不要土が堆積していたことにな

る。これは西堀には認められなかったので、東堀だけのことであろう。だからこそ、東堀には柵が設置されるこ

とになったとも思われる。かように考えれば、下層出土の陶磁器や土器類は16世紀代の時間帯の中に収まること

になる。

関ケ原の戦い前後の芋川氏館完全廃館後から1637年の福正寺創建間の約37年間のやきもの類は東堀SDO5中間

層(19層)出土資料がある。この層は廃館後から福正寺創建に係わる第1次整地層造成までの堆積層であるから

である。

19層からは肥前陶磁I -2期(206)、 Ⅱ期の小皿(199・200・205・207)青磁香炉(185)、 Ⅲ ・ Ⅳ期の小碗

(197)大窯2期の天日(210)、珠洲ⅣないしⅤ期の聾(壷) (126・224)と、内耳鍋(225へ227)がある。 19層

の肥前陶磁Ⅲ ・ Ⅳ期の小椀は17層からの混入と思われるのでこれ以外は肥前陶磁Ⅱ期で占められ、これに登窯第

1段階の志野丸皿が加わるので中間層の形成は寺伝に云う福正寺建立の1637年より前で柵列SAO5設置後の時間

帯に収まる。何故ならば中間層にはこの福正寺の第1次整地層の残存と思われる相当層(14-2層)とともに上

位の17・ 18層にともに切られ上部に載ると思われるからである(第4図)。

この束堀中間層出土の陶磁器や土器は在抱土器編年の定点を示すものであるが、問題はこれらに伴なう遺構が

不明であり、使用者が特定できないことである。この点は後段でもふれるが、恐らく草月眠館と妙福寺との関係

から、柵列設置以降も芋川氏館の跡地の管理は妙福寺が関与していたことを示すものとすれば単純に妙福寺で

これら陶磁器類を使用したものとしても特に問題はない。

なお、 19層出土の内耳鍋は西堀下層出土のそれよりも背が低く、 17世紀代の基準資料となりうるものである。

福正幸創建時の陶磁器と土器1637年の福正章創建時の陶磁器は第1次整地層(24層・ 14- 2層)がある。束

堀の東辺部にあり、第2次整地層の下部にあり、擁立柱建物の埋土上部にある黒色土をまじえた黄褐色砂質土で

粘性が強い。柵列SAO5との関係は別稿で検討のとおり、 SDO5が古い。第1次整地土からは肥前陶磁器I期の見

込みに胎土日痕跡のある小皿(116)をはじめ、 I-2期(114)、 Ⅱ期(115・123)、 Ⅲ期(125)、瀬戸・美濃大

窯第2段階(117)、登窯第1段階の志野丸皿(121)がある。 125は手塩皿で年代がやや新しいが他は福正章の創

建時代に年代は合致しており、逆に寺伝に云う福正寺の創立年が正しいことを示している。 116は砂目積みの溝

緑皿(123・199) (口絵3)とともに、蕪詰め法の変遷を知る指標となるものである(大橋1989・2004)。尚、胎

土日積みの小皿は善光寺平では初見例であろう。砂目積みの皿は松代城下町跡でも見出されており(西本2005)、

肥前陶磁の善光寺平への波及が、 17世紀前葉の段階で盛んとなることを示すが、工期陶器の出土はそれよりも古

く15世紀末頃まで遡ることになる。しかも、興味深い点はそれらの使用者が福正寺建立にも係わっていることで
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ある。いわゆる唐津焼を受け入れ側がひとつの遺跡で時間差はあるにしても異なっていることは興味深い。肥前

陶磁は太平洋側よりも日本海側に広く分布する所から、工期から北海道まで広く船運で搬出されたと云われ(大

橋1992)、上越地方にも工期の資料は上越市至徳寺遺跡(鶴巻2003)に認められる。直江の津(上越市)に陸上

げされた肥前陶器(唐津焼)はその後は北国街道など陸路持ち込まれたものであろうが、そうした広域流通の在

り方を検討する資料となり得るものである。

前期福正幸期(1637年-1847年)の陶磁器と土器　この時期に相当する陶磁器などは束堀埋土12 ・ 14・

15・17・18層があり、第2次整地層(4層・ 4-2層)にも取り込まれていようが後者は次項で取り扱う。前者

は1847年の善光寺地震で崩落した堆積物で、再建に伴ない造成された第2次整地層が上位に載る。この整地土の

造成時期は不明であるが、地震後に第2赤ソブ層を含む堆積層(12 ・ 14層)が形成されている点と被災後の混乱

を考慮すれば造成まで若干の時間が経過したものと思われる。被災後の堆積層のうち12層(154 ・ 159 ・ 171 ・

182・ 183 ・ 198)、 14層(110-112 ・ 118 ・ 174へ181)、 15層(188-191)、 17層(202-204 ・ 211へ214・ 216)の陶

磁器と土器類は肥前陶磁器工期(110・ 112など)工期ないしⅡ期(188・202-204) Ⅲ期(198など) Ⅳ期(177

など) Ⅴ期(175など)の全期にわたり、 Ⅴ期(1780-1860年)がもっとも多い。このほか中国華南の白磁皿

(216)、京燐の徳利(122)、地方窯の片口鉢(154)、小型壷(徳利?159)や土師器の焙烙(170)などがある。

つまり前期福正寺時代の使用陶磁器は肥前陶磁器、とくに伊万里焼と呼ばれる染付磁器や産地の量産化に伴ない

多量に生産された陶胎椀が主体であるが、 18世紀末頃からは各地で開窯した地方窯の製品が一部器種に含まれる

ようになり、京煤の徳利なども合むなど多様なやきものを保持するようになったことが伺える。

再建福正幸期の陶磁器と土器　これらは第2次整地層(4層・ 4-2層)にある。このほか、 SDO7出土の大

半も含まれるが、前期福正寺時代のものも含まれるので、個々に検証が必要である。

第2次整地層の4層からは肥前陶磁Ⅱ期からⅤ期が主体である。陶胎碗(135)など椀が多いが染付の大皿

(194)緑粕(196)や二彩手(192)の鉢、青磁の瓶(149)香炉(140)がある。瀬戸・美濃登窯3段階(127・

148)や京焼小皿(193)と18世紀末以降の陶器が多数加わる。後者は碗(134)香炉(火入れ139)燈明皿(141)

こね鉢(155)壷(161・162)焙烙(166・168)火鉢(172)内耳鍋(187)などがある。

4 - 2層は4層に比較して資料は少なく器種も限られるが、産地とり分け地方窯製品の多い点は共通する。肥

前陶磁Ⅲ期の揺鉢(103)、瀬戸・美濃と思われる仏飯具(101)、京燐の徳利(122)、地方窯の火舎(105 ・ 106)

がある。

福正寺再建時の19世紀中頃の肥前陶磁は碗以外に鉢・大皿・瓶・香炉・指鉢など器種の増加とともに染付以外

にも青磁や緑粕そして何よりも陶胎碗などより多様である。肥前陶磁以外では京焼や瀬戸・美濃窯が少数ではあ

るが一定量がある。そして最大の特徴は18世紀末頃から広まる地方窯の製品が広域流通の製品を補完する器種、

例えば香炉(139) ・灯明皿(141) ・こね鉢(155)や仏飯具(101)が加わるとともに揺鉢(104)火舎(105・

106)焙烙(172など)に地方窯製品を多用している。地方窯の実体は不明であるためこれ以上は立ち入れないが、

こね鉢には地元の赤塩焼(156-158)が2層から出土している。赤塩焼は聾・こね鉢・徳利・片口鉢などの日常

雑器とともに素焼きの火鉢なども焼いている(唐木田1974、安藤ほか1977)ので、この頃から赤塩焼が加わった

可能性がある。

溝SDO7の陶磁器と土器　再建福正寺造成以降に作られた溝(用水路) SDO7出土品は、陶磁器以外にも鉄津

や瓦などが廃棄されるなど多様な土地利用に際して廃棄されたものも含むので、いわゆる一括遺物ではない。

しかし廃棄土坑SX31 ・ 32などよりは古い。

SDO7からの出土量はW地区ではもっとも多い。ここでも第2次整地層、前期福正寺時代後半の堆積層(12 ・
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14・ 15層)と同様に肥前陶磁が主体で、これに瀬戸・美濃登窯(47)萩焼(46)京焼(45)抱方案(49・51 ・

59 ・ 60 ・ 66 ・ 67 ・ 73 ・74)在地の内耳鋼と焙烙(61-65 ・ 68-71)などが加わるなど善光寺地震前後の土層出土

のやきもの類と産地別の組成は共通する。あえて相異があるとすれば肥前陶磁Ⅲ期が他よりも多い傾向にあるが

Ⅳ ・ Ⅴ期が多数を占める点では共通する。

肥前陶磁の中ではⅡ期の初期伊万里の碗(染付)がある(30)。一重の綱目文を描く。 Ⅲ期では鉢(52-54 ・

56)がある。 53は内面に菊花文を型押し白土を刷毛塗りした三島手と呼ばれるものであり、 56は見込み中央に蛇

ノ目の粕剥ぎののちに白土刷毛塗りしている。 Ⅳ期では刷毛国文を持つ螢手碗(22)、外面青緑色粕、内面に四

方襟文を持つ染付碗(31)、見込みに五弁花のコンニャク印判を持ち底部外面に「大明年製」の文字と唐草文の

ある輪花皿(55)、 Ⅴ期では自重を描いた仏画(32)や植樹文を持つ(33)染付椀、そして量的に多いⅣへⅤ期

の陶胎碗(34-38)などがある。このほか、青磁(40・41)と半四方裾文・蛸唐草文・電文を持つ染付の香炉

(42)がある。また京焼風の徳利(50)もある。 18世紀末頃であろうか。肥前陶磁以外では京焼の松葉碗(45)

や瀬戸・美濃登窯3期の灯明皿(47)、萩焼の茶道用の碗(46)などがある。これらも18世紀末から19世紀代の

ものである。地方窯では鉄粕を施潤した汁吹(49)をはじめ、徳利(51)壷(59)揺鉢(66・67・73・74)や内

耳鍋(61-63 ・ 68-70)があるが後者の一部は焙烙かもしれない。

廃棄土坑(集石)の陶磁器と土器　SX31 ・32に見るようにW地区では大半がもっとも新しい。 SX18では底

部に「カイ」の墨書のある常滑焼の茶瓶(83)や瀬戸系の乗燭(84)、 SX34では漢詩「赤壁の賦」を記した瀬戸

系の猪口(註1)がある。これらは19世紀以降の所産である。

(3)中世的やぎもの組成から近世的やぎもの組成へ

中世的やぎもの組成　前項で今次調査で出土した陶磁器と土器について第1次一第3次の調査成果(笹津・

森・池田2003 ・ 2004)もとり込み調査地の土地利用の変遷に即して、芋川氏館跡出土のやきものについてまとめ、

かつこの点から考えられる使用者の性格付けをする。

芋川氏が今の地に居館を構えた15世紀末頃から1598年の会津移住するまでの芋川時代の陶磁器と土器は中国産

の青磁碗・白磁小皿などの磁器類、古瀬戸天日、大窯の鉄粕皿・端反皿、能登産の珠洲襲・壷と揺鉢、在地の土

師器皿(カワラケ)や内耳鍋に加えて瓦質の風炉がある。中国陶磁と少量の瀬戸・美濃系陶器を食器とし、儀式

用や燈明皿である土師器皿、煮炊周の鍋、茶の湯用の風炉、貯蔵用の珠洲聾と壷が今日まで明らかになっている

芋川氏館時代のやきものであり、基本的には当町の矢筒城館跡(牟礼村教委1981 ・ 1988)や表町遺跡(笹津・原

田・小柳2014)、長野市栗田氏館跡(原1991、市)旧994、田中2014)、中野市高梨氏館跡(中島1993)などと共通

する。もっとも主部部分に調査が及んでいる栗田氏や高梨氏館跡ではやきものの内容ははるかに豊かである。

近世的やぎもの組成の樹立　次に慶長5年(1600) 7月関ケ原の戦い直前から1637年の福正章創建までの間の

陶磁器や土器は、柵列SAO5構築時を示す掘方埋土出土の越中瀬戸小皿と束堀SDO5中層出土の陶磁器がある。

前者は16世紀末に瀬戸の工人が越中に来て開窯した初期の陶器で、芋川氏館の歴史的背景と発掘の成果を考慮す

れば柵列の構築が関ケ原の戦い直前であろうという時期決定の重要資料であるとともに、初期越中瀬戸の編年上

の定点を示す資料となる。

東堀中層は関ケ原の戦い以降は廃館となり、 1637年の福正寺建立までの間に堆積したと考えられる土層で肥前

陶磁工期の初期唐津やⅡ期の椀と小皿、瀬戸・美濃大窯や登窯1段階の志野丸皿と中国陶磁に在鞄産の内耳鍋が

ある。肥前陶磁Ⅱ期や志野丸皿は17世紀前葉(大橋2000、藤沢2007)であるから、柵列設置より新しいもので、

その使用者を確定することは困難である。むしろ芋川親正が建立したと寺伝(「寺社領井由緒書」) (信濃史料刊

行会1976)に云う妙福寺が関わったものとする方が自然である。柵列の建設は親正が会津から派遣された配下の
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者とするよりも、むしろ親正の要請により妙福寺が関係していたものと思われる。よって柵列及び福正寺創建ま

での陶磁器類は館に隣接していた妙福寺に係わるものと思われる。その陶磁器類は中国陶磁と在抱の土師器皿

(カワラケ)や内耳鍋に少量の瀬戸・美濃系からなる中世的やきもの組成に工期の肥前陶磁と志野皿や越中瀬戸

が加わるという近世的やきもの組成への転換期を意味していよう。そこには儀式用のカワラケが欠除しているこ

とも妙福寺とする根拠である。

近世的やぎもの組成の展開1637年頃の創建期のやきものは第1次整地層にあり、肥前陶磁1期と2期の唐津

の椀と皿である。資料が少なく予想であるが、前代に始まった近世的組成は継続したものと思われる。福正章は

寺伝によれば越後頚城郡椙苅村から移転したと云い(『長野県町村誌』)、越後と関係が深く、本章である妙福寺

もまた同様の寺伝(「妙福寺聖人木像縁起」)を持ち(小林・矢野ほか1980)、福正章建立の従事者は肥前陶磁の

受け入れが可能であったからである。

再建福正章時代(1847年頃より以降)のやきものは肥前陶磁Ⅳ ・ Ⅴ期の陶胎椀が主体でこれに京燐や地方窯が

加わるがこれらは18世紀末以降で、 17世紀から18世紀代の状況は善光寺地震被災後の堆積層(12 ・ 14層)や善光

寺地震崩落土層(17 ・ 18層)の資料だけでは分からない。しかしSDO7などには前期福正寺時代に年代的に合致

する陶磁器が多数あるので、それらを加えると肥前陶磁に依存したやきもの組成を見ることができる。かように

18世紀代末以降は19世紀中頃の再建福正寺の第2次整地層出土のやきものにも見ることができるとおり、肥前陶

磁を中心に地方窯が加わった近世的組成の完成期と思われる。善光寺平各地で始まった地方窯はすでにふれたと

おり須坂の吉向焼などは別として、一般には肥前陶磁や瀬戸・美濃など広域流通の陶磁器の補完として生産を開

始した。こね鉢や片口鉢、瓶など独自の器種を生みだすとともに、大型聾や火鉢など素焼の製品も生産した。

以上芋川氏館跡のやきものは中世的組成から近世的組成への変遷過程を垣間見る。資料数が決して多くないた

めに器種別、産地別の比率は目安程度の意味しかないかもしれない。産地別では中国陶磁から肥前陶磁へ、器種

別では碗・小皿類などの食膳具から鉢・大皿・瓶・水注・香炉など多様な器種を肥前陶磁に大きく求めたのであ

る。しかし瀬戸・美濃系や萩・京焼などが全く用いられなかったのではなく、ごく低比率ではあるが使用してい

た。長野市松代城下町遺跡の調査成果では使用者相や時期によって産地別比率は異なるが、いずれも肥前陶磁の

占める割合は高いものの瀬戸・美濃系陶磁の割合もまた決して低くない(西本2005)。同じ北国街道沿いにある

ものの、マチとムラの相異、脇寺という小寺院と武家層との違いを反映したものであろうか、今後の検討課題で

ある。併せて広域流通の陶磁器の搬入経路と方法も検討されねばならない。肥前陶磁は日本海まわり(大橋

1992)で陸路北国街道を経てもたらされたものであろうが、瀬戸・美濃系はすべて中仙道経由としてよいかとい

う点が課題として残る。

2東　瓦(第27図、表7)

溝SDO7、廃棄土坑SX18 (8.10.15.16).SX32 (6.11-14)と第2層から少量の瓦が出土した。瓦は桟

瓦(14)丸瓦(7・9 ・10)軒瓦(1へ5)軒丸瓦(8)焚斗瓦(6・11)と鬼瓦(12・13)がある。軒瓦は桟

瓦に瓦当を接合し、瓦当面には中心に蓮華文を置き左右に均等に唐草文を配している。参考とあげた軒瓦(1)

は最近まで妙福寺鐘堂で使用されていたもので中心の文様は桐である。軒丸瓦の瓦当面は欠損して文様は不明で

ある。焚斗瓦は角に釘穴がある。鬼瓦は細片のためどの部分にあたるか不明であるが、渦文が隆線で描いている。

遺構内へはいずれも廃棄されたものである。

このほか大株へ設置したと思われる瓦(15 ・ 16)があるが用途は不明である。

瓦の出土量は細片を合めても総数67片であり、投棄されだ状態で出土している所を見ると、いずれも明治時代
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以降に廃棄されたものであり、福正寺の屋根材ではなく今日と同様に妙福寺の築地土塀用の瓦であろう。大株用

の焚斗瓦や丸瓦はそれを示していよう。今日でも妙福寺本堂は茅葺きであり、福正寺も同様であったと思われる。

一般に今日でも豪雪地帯にある信濃町や飯綱町の多くの建物には瓦葺きは少ない。

3細　石器・石製品(第28-30図、 Pし7、表8)

縄文時代中期の1点の打製石斧(1)と断面三角形の叩石(2)を除いては戦国期以降の石製品であり、調査

地の多様な土地利用を反映している。石斧は芋川氏館跡主部西南域で打製石斧5 、磨製石斧1点が出土しており

(笹津・森・池田2004)、それらと関係するものである。

戦国時代以降の石製品は粉挽き臼上白(34)石鉢(3-6)凹石(7)砥石(9へ14・33)石硯(15-18・

23)石盤(19-22)石筆(24・25)磨石(8)炭化物付薄の円礫(26)五輪塔空風輪(27・28)地輪(29・30)

右側(31)と「矢」の痕跡が残る安山岩の建築石材(32)の13種である。

遺構別では廃棄土坑SX18から磨石(8)砥石(10)石盤(21)石硯(15)、廃棄土坑SX24からは叩石(2)、

SX22から砥石(11)、 SX44から砥石(12)、 SX31から五輪塔空風輪(28)、溝SDO7からは砥石(13)、東西溝

SDlOから石鉢(5)がそれぞれ出土し、遺構別では廃棄土抗が多い。これらの遺構はすでに述べたとおりいず

れも第2次整地層よりも新しい。また、廃棄土塊に多いことは不要となった石などとともに埋めたてたもので、

土塊の構築時期は出土遺物の年代の下限を示すものである。層位別では第2次整地層上層から石硯(16 ・ 17 ・

23)石盤(19・20・22)石筆(24・25)がある。第2次整地層からは石鉢(3)砥石(9 ・12・14)石硯(18)

円礫(26)、第2次整地層下部からは石鉢(6)五輪塔(27・29・30)右側(31)建築石材片(32)粉挽き臼

(34)がある。

よって、第2次整地層出土の石製品の年代は善光寺地震の起こった1847年以降に第2次整地層内に取り込まれ

たことになり、石製品としての使用年代の下限が得られる。第2次整地層下部は善光寺地震にともなう崩落層で、

石製品の下限が1847年以前となる。

以上から、 18を除く石硯の大部分、石筆・石盤は用途を考えれば、芋井学校時代の遺物としてよい。石筆と石

盤は鉛筆の代用品として使用されたもので、石硯とともに芋井学校時代の学習活動を髪髭とさせる。また、砥石

や石硯、石鉢は第2次整地層かその上位出土であり、埋没時期が知り得るので使用時期も推定できる。砥石は携

帯用の小型砥石A (10・13)、木枠に固定した砥石B (14)、固定式の大型砥石C (9 ・11・12)があり、前者に

は荒砥(14)も含む。第2次整地層とその上位から出土し時間差がある。中世後半から江戸時代初頭の集落(根

小屋)である牟礼地区の表町遺跡では砥石は多くが小型携帯用砥石(A)であって大型砥石は見られなかった

(笹津・原田・小柳2014)。この相異は時間差もあろうが、遺跡の違いも反映したものと云える。つまり、廃棄土

塊SX22出土の大型砥石C (11)などは鍛治用砥石であった可能性があり、鉄津などとともに外部から廃棄され

た可能性がある。だとするならば出土遺物から遺跡本来の性格を推定する資料とは成り得ないことになる。こ

のほか、自然石に鉄製利器の研磨痕のある砥石D (33)がある。

石鉢は大型(3 ・ 4)と小型(5 ・ 6)がありともに黒灰色輝石安山岩製である(註3)。出土状態からは新

旧があるが、用途や使用時期を推定するには資料不足と云える。

五輪塔は空風輪(27・28)と地輪(29・30)があり、水・火輪を欠くなど右側片とともに本来の位置を示す

ものではない。空風輪の風輪郭側面には墨書痕が残るが、判読不能である。空風輪27は表町遺跡に似るが空風輪

28とは異なり時間差がありそうである。おそらく時間差のある二種類の五輪塔は、右側とともに出土しているの

で、近接地に基域があったことを暗示している。
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4。金属製品(第31・32図、口絵5-2、 Pし6-2、表9 ・10)

出土した金属製品にも多様な土地利用の反映が色濃い。腐蝕の進んだ微細な破片や薄板の一部など用途不明品

を除けば、出土状況や材質などから、ある程度の推測が可能である。

金属製品には材質別では銅(1-5 ・ 7へ17)鉛(6)鉄(18-26)の製品がある。銅製品では金銅(1 ・

2)青銅(10・11)真鍋(8 ・12-17)があり金銅製品も含めた銅板(1-5 ・ 7)は第2次整地層(4層)出

土が多く、寺院に関係した仏具などに係る遺物とすることができる。ただし、鍋(はばき) (10)や小柄(こづ

か) (11)などの刀装具類は芋川氏関係の遺物とすることができよう。鉛製品のサーベルの柄は2層出土で、

近・現代の玩具、耳掻も出土状況から近・現代のものであろう。

煙管(キセル)は雁首・煙管・吸口からなり、これらが一体である少数の延べ煙管と雁首と吸口を竹でつなぐ

羅宇煙管がある(小泉2001)。本遺跡ではすべて後者である。雁首と吸口の多くは真鍋製で、本例(12-17)も

同様であり、吸口片である。いずれも蝋薫痕をとどめる。口付から小口にむけてふくらみを持つもの(14・16・

17)と直口(13・15)があり、菊花文を毛彫された例(15)もある。いずれも18世紀後半以降とされる(小泉

2001)。 SDO7の1点(13)を除きいずれも第2次整地層出土で、年代的にも矛盾がない。喫煙が江戸時代末期に

当地において盛んであったことを示すものであり、肥前産火入れの出土もこのことを後押しする。

鉄製品は断面方形の和釘(21 ・ 22 ・ 24)、円形の丸釘(23)と轡の引手金具(26)を除き用途は不明である。

これらは第2次整地層上層または相当層出土で、近代以降のものであろうし、丸釘は明らかに新しい。また、用

途不明の鉄製品のうち第2次整地層出土品(18)も合むが、いずれも江戸時代を大きく遡るものではない。

銭貨は77点がある。銭種の内訳は中国鏡2、近代銅貨5、寛永通宝51、不明19点である。不明銭は銭差資料6

点(6)を含み大多数は寛永通宝であろう。寛永通宝は寛永13年(1636)公銭として初鋳された古寛永(1な

ど)と寛文8年(1668)初鏡の新寛永(2など)がある。前者は「賓」の字がスとなるもので16点と3割を占め

る点注目される。また新寛永には背に「文」をもつ文銭が5点(2 ・ 9 ・18-2 ・32・36)ある。このほか中国

銭2枚は北宋の麒寧元宝(25)と明の永楽通宝(35)、近代銅貨では明治半銭・ -銭と不明銅貨がある。

遺構別・層位別など出土状況ではSDO7が3点(1 ・ 2など)、廃棄土塊(集石)では4点(3-5、整理番

号28-2)、第2次整地層(4層) 31点(7など)東堀埋土上層(14層) 6点(10へ12、整理番号34)、束堀埋土

中層の北宋銭(25)がある。このほか最上層(1-3層)からは少量の寛永通宝と明治時代以降の近代銅貨があ

る。層位別の出土状態では土層の分析と矛盾はない。第2次整地層に新・古寛永通宝が集中して出土しているこ

とは再建時の福正章における寛永通宝の流通状態をある程度示すものと思われる。つまり古・新寛永通宝が共に

使用されていたのである。銭差状態で出土した例は認められたが、そこにも新吉2種が混在しており、再建時の

流通に共通する。また古寛永が3割を占めていることから、それを以って福正章における貨幣経済の実態を示す

ものとするには早計である。

5東　鍛冶関連遺物(第33図、 Pし6-2、表11)

騙羽口(1-4 ・13・14)と鉄津(5-12・15・16)がある。大多数が溝SDO7の青黒色砂礫層(11層)上部

の礫層出土(1-12)であり、廃棄されだ状態である。鉄津は椀型で少量ではあるが、 SDO7の周辺部からも出

土した(15・ 16)。器面に多数の炭化物片や砂粒を付着した例(5など)もある。鉄津の中には鉄分を多く含む

例も多い(10. 12. 15. 16)。輔羽口の直径は破片から体部径が復元でき、直径は7cm前後、空気孔径は3cm

前後である。粘土製で器壁厚は2.5cm前後である。このほか鍛冶用と思われる大型砥石Cがある。廃棄時期は再

建福正寺の移転(1909年)以降であろう。調査地の100m西南には昭和30年代まで操業していた鍛冶跡(SXO8)
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がある(笹津・森・池田2003)。いつ頃から操業を始めたかはっきりしないが、信濃町古間の鍛冶集団から分離

した小規模な鍛治集団の行為結果を示すものである。

6冒　木製品(第34-37図、 Pし7、表12)

木製品には食関係の漆器・曲物などの容器、文具である木製硯、農耕具である聾・鍬先、土木・建築関係の

柱・柵・杭と板材があるが、大半は小片が多く器種は不明である。器種別では杭が大多数を占める。尚、自然遺

物ではオニグルミ・モモ・アンズ・ブドウなどの果実、コメ・ソバ・アサなどの栽培種子などが出土した。

聾(1)は自然木の股木を利用して聾床と牽柄(翠身)を作りだした一本道の長床聾である。一般に長床聾は

組木によって聾へラと鉄製の聾先を着装するが、田中寿子氏によればこのような置木造の長床聾は類例がないと

云う(註2)。聾は人力による足踏み式の鋤と牛馬に引かせる聾があって、後者は古墳時代後期以降、大陸また

は朝鮮半島から持ちこまれたものであり、牛・馬の飼育を伴なうもので、農村への普及は元禄から天明年間

(1781-89)以降のことである(三橋時雄1985)。千曲市烏口遺跡で仁和4年(888)の洪水砂で覆われた水田面

に聾先の痕跡が見られた(翠川2012)が、本例は杭列Bを伴なう溝SD13から鍬(2)とともに出土した。

SD13は善光寺地震崩落土も考えられるところから、江戸時代後期18世紀末-19世紀前半代のものであり、長床

聾の変遷と普及ひいては当地の農村史を考える上で、貴重な史料である。ハンノキ製。鍬(2)は先端幅が狭ま

る形である。先端に鉄製の鍬先を着装したものであるが、遺存していない。江戸時代末期に使用されたものでコ

ナラ製である。長床聾とともに年代が分かる定点資料となり得る貴重資料である。

漆器は椀(3)鉢など5点がある。 3はSDO5埋土(20層)出土で椀底部で中世末期、他は第2次整地層出土

である。鉢(口絵2-4)は第2次整地層出土で、木地が失われ赤の塗の膜のみ残存し、ウレタンで取り上げた

ものの実測は不可能である。

曲物は側板のヘギ板(12・14)、底板(4 ・ 9)と柄(17・18)がある。柄と小型の底板は柄杓であり、西堀

から完形晶2点が出土している。ヒノキやスギを素材としている。 SDO7 (4)、 SAO5掘方2埋土内(18)、東堀

埋土(12・14)などは、年代が知り得る資料である。ヘギ板の細片は他にもある。木製硯(6)は、石硯の代用

品あるいは携帯用か。コナラを使用している。このほか範の一部と思われるあみもの片(口絵2-5)や建築用

材と思われる板材(19・23)などがあるが、用途は不明である。柵(57・58)柱(60・62・63)を除いて、木製

品の大多数は自然木とともに杭がある。杭は枝または細い丸太材の先端を削ったものであるが、柱を転用したと

思われる例もある(59・61・64)。柵と転用柱も含めた柱材はクリを届いている。杭もクリ(49・54ほか)が多

いが、スギ(28ほか)マツ(29ほか)カラマツ(34ほか)など針葉樹が多用されている。その他にモモ(53)コ

ナラ(48ほか)イヌエンジュ(30)がある。栽培種であるモモを用いている点興味深い。

註1長野市埋文センター田中暁穂氏の教示による。なお詳細はいいづな歴史ふれあい館紀要に掲載予定である。

註2　聾には短床聾・中床黎・長床聾があるが、在来型と近代以降の改良饗などの呼称もある(河野2009)。本稿で使用する用語

は日本農薬発達史調査会(1953)記載(307頁)の呼称に原則従った。なお聾身と翠床が一体の置本造りの聾は福岡県浮羽町

(現うきは市)の在来車床聾がある(河野2009)。

註3　黒灰色輝石安山岩(And3)は多孔質・軟質で加工しやすく、輝石安山岩(Andl)とともに飯縄火山岩のひとつである。

表町遺跡では五輪塔・板碑・石鉢・石臼などの主要な石材として使用されている(笹津・原田・小柳2014)。尚同報告では凡

例で「無斑品質」と表記したが、 「黒灰色輝石」の誤りであり、訂正する。

一37-



第4章　成果と課題

第4節　種子鑑定

佐々木由香・バング)スダルシャン(パレオ・ラボ)

仁　はじめに

芋川氏館跡は、長野県上水内部飯綱町芋)旧こ所在し、斑尾川沿いに立地する。利用された植物や周辺植生の復

元を目的として、 16世紀末以降に埋没したと考えられている東堀などから得られた大型植物遺体の同定を行った。

なお、同定にあたり、千葉大学大学院園芸学研究科百原新先生よりご教示を得た。

2東　試料と方法

試料は、束堀中など調査区内で取り上げられた17試料である。なお、同一試料中に複数の分類群が含まれてい

た場合は、細分番号を付した。束堀の埋没は別稿のとおりであるが、個々の試料の詳細な時期は不明である。

種実の抽出・同定・計数は、肉眼および実体顕微鏡下で行った。計数の方法は、完形または一部が破損しても

1個体とみなせるものは完形として数え、 1個体に満たないものは破片とした。同定された試料は、飯綱町教育

委員会に保管されている。

3接　続栗

岡足した結果、木本植物では広葉樹のオニグルミ核とコナラ属果実、オオウラジロノキ果実、モモ核、アンズ

核、サクラ属サクラ節核、ブドウ属種子の7分類群、草本植物ではアサ核とソバ果実の2分類群、計9分類群が

得られた(表4)。得られた種実は完形21点、破片13点の計34点であった。

産出量はソバが最も多く完形12点破片5点、次いでオニグルミが完形4点破片2点、モモが完形3点破片2点

であった。そのほかの分類群は1点ずつであった。なお、オニグルミには1点のみ欝歯類の食害痕がみられた。

以下に、大型植物遺体の記載を行い、図版に写真を示して同定の根拠とする。

表4　芋川I氏館跡出土の大型植物遺体

写真番号 倩驅���遺物番号 �4�8ｨ6(6��遺構名 ��x犬�分類離 兀H犬�産出数 僥ｩ]��備考 

1 唐�16 幡ﾄ�� �#��オニクルミ 丿｢�1 �� 

2 ����19 陪ﾆﾂ�堀上面 ��"�オニグルミ 丿｢� 茶���動物食痕 

3 ��r�31 �+Vﾆﾉ�ﾂ� ��コナラ属 �ｨ��� 茶��� 

4 ��2�27 幡ﾄ�� ����オオウラジロノキ �ｨ���1 �� 

5 迭�12 幡ﾄ�� ��R�モモ 丿｢�1 �� 

6 ���5 �+Vﾆﾂ� ����モモ 丿｢�1 �� 

7 �"�7 幡ﾆﾂ� ����モモ 丿｢� 茶��� 

8 ��b�30 儘��� ����アンズ 丿｢� 茶��� 

9 ��B�28 幡ﾆﾂ� �#��サクラ属サクラ節 丿｢� 茶��� 

10 ��"ﾓ��26 幡ﾆﾂ� �#��ブドウ属 偃ﾘ���1 �� 

11 ��"ﾓ"�26 幡ﾆﾂ� �#��アサ 丿｢� 茶��� 

12 ��R�29 �+Vﾆﾉ�ﾂ� ��ソノ† �ｨ���12 茶R�� 

3 湯� 冏�� �8(8"�核 ��(1) ��

4 ����JO9 ��17 �8(8"�核 ��� ��

6 ��B� �� �4�6ｨ4�8ｸ7��核 ��(1) ��

7 ��R�工lO ��20 �4�6ｨ4�8ｸ7��核 ��� ��

9 ��r�HlO ��4 �4�6ｨ4�8ｸ7��核 ��� ��

IlO �18 �� �#��オニクルミ 丿｢�1 �� 
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( 1 )オニグルミ　カ埋めns ma脱出hblγica Maxim. var. sieboldia7ea (Maxim.) Makino　核クルミ科

黄褐色で、広卵形。壁は緻密で硬く、ときどき空隙がある。表面に縦方向の縫合線があり、浅い溝と凹凸が不

規則に入る。計測可能な4点の大きさは、長さ28.5へ31.1 (平均30.2) mm、幅25.1-28.0 (平均26.8) mm、厚さ

23.0-26.6 (平均25.4) mm。

(2)コナラ属　QbleγCblSSp.果実　ブナ科

暗褐色で、破片だが完形ならば楕円体か。柱頭および臍は残存していない。縦方向の細かい筋がある。残存長

12.5mm、残存幅7.8mm。

(3)オオウラジロノキ　脇IblSおCho7eOS巌(Maxim.) C.K.Schneid.果実　バラ科

暗褐色で、球形。頂部に掌片が残って直立する。下端には円形の臍がある。長さ17.2mm、幅15.6mm。

(4)モモ　An以gdalblSI)e名Sicaし.核　バラ科

淡褐色一淡黄色で、上面観は両凸レンズ形、側面観は楕円形で先が尖る。下端に大きな着点がある。表面には

不規則な深い殻がある。また片側側面には縫合線に沿って深い溝が入る。計測可能な3点の大きさは、長さ23.4

-27.6 (平均25.0) mm、幅15.6-20.2 (平均17.5) mm、厚さ12.6-14.8 (平均13.7) mm。

( 5 )アンズ　Aγn匂e7巌ca t/b嬢a毒Lam. var. a7eSbl (Maxim.) T.T.Y&uuml; et LT.しu　核　バラ科

淡褐色で、破片だが完形ならば上面観は扁平、側面観は円形。一方の側面では縫合線が発達する。表面には網

目状の模様がある。縫合線付近には不規則な縦級がある。長さ16.2mm、幅12.7mm。

(6)サクラ属サクラ節　PγumlSSeCt.PsebldocemsblSSPP.核　バラ科

淡褐色で、上面観は楕円形、側面観は円形一広卵形、上部がやや尖る。下端に大きくくぼんだ蕃点があり、

方の側面では縫合線が発達する。表面は平滑だが、縫合線付近には斜め方向の数本の条が入る。厚く硬い。長さ

6.4mm、幅5.8mm。

(7)ブドウ属　協水spp.種子　ブドウ科

黒褐色で、上面観は楕円形、側面観は下端が尖る卵形。背面の中央もしくは基部寄りに匙状の着点があり、腹

面には縦方向の2本の深い溝がある。種皮は薄く硬い。長さ4.4mm、幅3.4mm、厚さ2.1mm。

(8)アサ　C宏meabissatiz/aL.核　アサ科

淡褐色で、上面観は両凸レンズ形、側面観は倒卵形で側面に稜がある。下端にはやや突出した楕円形の大きな

着点がある。表面には脈状の模様がある。長さ4、3mm、幅3.5mm。

(9)ソバ　軸γb11ククeSCblle加umMoench　果実　タデ科

茶褐色で、横断面が正三角形の三稜形。着点付近には膜状の果皮が残存する。長さ7.Omm、幅5.8mm。

4。考察

芋川氏館跡からは、栽培植物で果樹あるモモとアンズ、畑作作物であるアサとソバ、食用や薬局などに利用可

能な野生植物であるコナラ属とオオウラジロノキ、サクラ属サクラ節、ブドウ属が取り上げられた。これらの植

物が館跡の近くに生育あるいは栽培されていた可能性もあるが、食用のために持ち込まれ廃棄された可能性もあ

る。モモなどは、祭祀行為に使用された可能性などが考えられる。今後、樹種同定や花粉分析を併用することに

より、周辺の植生についてはより詳しく検討できると期待される。

註　種子鑑定は2回にわたり、本鑑定は2回目のもので、第1回と異なる点はイネ(東堀19・20層)、シラカシ(19層)、トチノ

キ(15・19層)であり、他は共通するので割愛した(笹津)。
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第4章　成果と課題

10b　一読

スケール1-3,5-8:5mm, 4a-b:10mm, 9-12: 1mm, 4cは任意

挿入写真4　芋川氏館跡出土の大型植物遺体( )内は試料No.
1.オニグルミ核(No.8)、 2.オニグルミ核動物食痕(No.11)、 3.コナラ属果実(No.17)、 4.オオウラジロノキ果

実(No.13)、 5.モモ核(No.5)、 6.モモ核(No.1)、 7.モモ核(No.2)、 8.アンズ核(No.16)、 9.サクラ属サ

クラ節核(No.14)、 10.ブドウ属種子(No.12-1)、 11.アサ核(No.12-2)、 12.ソバ果実(No.15)
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第5章　まとめ

仁　本稿の目的と前提

芋川氏館跡第4次発掘調査は、館跡と妙福寺参道間の581.6壷で、地元の田中公会堂建設に伴う緊急調査で

あった。しかし、小面積の調査ではあったが、この地方の地域史を語る上で数々の成果をあげることができた。

本稿では、第1へ3次調査も含めて、芋川氏館跡に係わる成果と課題を以下の4点についてまとめる。 1点目は

芋川氏の防御施設、 2点目は館と寺の二重構造、 3点目は柵列について、そして4点目は今後の課題である。

よってここでは前章ではふれなかった妙福寺や山城についても言及する。また前提として以下の3点を確認して

おく。

前提の1点目は遺跡の呼称についてである。これについては過去にふれている(笹津・森・池田2003)が再度

以下に述べる。

居館跡が芋川氏の居館であるという根拠は芋川という地名と地元に伝わる伝承以外に以下の史料がある。ひと

つは永禄12年(1569)の武田信玄の芋川親正あての手紙(『信濃史料』 13の281)において「其堺」 (信越国境)

についての様相を訪ねており、芋川氏の領域を伺い得る。

2点目は天正10年(1582) 4月の「芋川の乱」における『信長公記』の記載である。芋川親正は、 「芋川の乱」

で織田軍に大敗北をするが、信長の死去によって北信を制圧した上杉景勝により天正10年7月26日本領安堵の上、

香坂・大岡(長野市信州新町・大岡)を宛がわれている。ここでいう本領には芋川の地を合むであろう。この時

には別に景勝は牧之烏城(長野市信州新町)の掟書を下付しており(『信濃史料』補遺上の578)親正は城主とし

て城の全権を委任された。その理由はこの地方が「小笠原貞慶の北進と安曇郡諸士の向背とが連動して、もっと

も緊迫し、かつ不安定な前戦基地であった」 (池上1998)からである。

国人層の多くが苗字を本領地の地名を冠しており、以上により芋川氏館跡として「伝」をはずした理由である。

3点目は館跡の規模についてである。今回調査で東堀を確認したことにより主部の規模及び平面形が一辺60m

規模であることが判明した。前回調査時より主部の東西径が8mほど大きくなったが、市川隆之氏の北信地方の

居館分類の半町規模である点は変わらない。市川氏は居館を1町規模・半町規模・ 30m規模の3種に分類し、

14世紀代に半町規模がまず出現し、以後1町規模・ 30m規模に分化するとし、規模と出現時期から国人層につ

いて言及した。 (市川1997)。しかし、国人層の判明している居館跡の調査例が乏しく一般化するにはさらに検討

が望まれる。芋川氏館跡の出現時期は半町規模ではあるが15世紀末頃で市川編年には当てはまらない。しかし、

市川氏が指摘するとおり館の規模は構築時の国人層の力関係を示すものである。例えば1町規模の栗田氏や高

梨氏居館は北信の有力武将の居館であり、芋川氏館跡は中段階の国人層の居館となる。また居館の中には武田氏

によって山城の機能を吸収した平城が出現する。海津城(長野市松代)や長沼城(長野市長沼)などであり、武

田氏の信濃攻略の拠点となる。

以上により芋川氏館跡は出土遺物で見る限り戦国時代の居館で、芋川親正が牧之島城主となっても本貴地の居

館として機能していた。しかし主部内部は西南域(笹津・森・池田2004)以外は未調査で実態不明である。

2冒　芋川氏の防御施設

芋川氏の防御施設は館跡と山城がある。柵列は芋川氏が信州を離れた後の施設であるので後段で扱う。この地

の国人芋川氏の存在は甲越対立抗争の中で、極めて微妙な立場にあった。これは矢筒城を構える島津氏とて同じ
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第5章　まとめ

立場にあった。矢筒城の堀の構造は不明であるが芋川氏の防御施設には障子堀を設けるなど腐心の跡が伺える。

障子堀は従来から小田原の後北条氏の城郭を代表する防御施設と云われてきたが、多くの城館の発掘調査例から、

小田原氏の領国内にとどまらず、広域に見られることが判明しつつある(池田1998 ・ 1999、中世城郭研究会

1999)。しかしその情報の入手先は未だ解明できずにおり、依然として課題として残されている。

草月幌の防御施設は戦国期の国人層と同様に山城と居館である。従来芋川氏に係わる山城には、館の西方背後

の城山山頂にある鼻見城と、斑尾川を2km遡った山間にある若宮城とされてきた。

鼻見城は「本丸跡」と「二・三の丸」と呼ぶ3ヶ所の平場からなる。詳細な縄張図は作成されておらず、細部

は不明である。 「本丸跡」は最高所にあり、東西25m南北6mの平場で空堀で囲まれる。山城自体は全体に小規

模であり、帯曲輪も少ない。

若宮城は斑尾州水系が狭まり、深い渓谷に画し斑尾川とその支流に挟まれた尾根先端の山塊を山城としている。

鼻見城に比較して若宮城は曲輸・土塁・堀切・竪堀など山城としての機能を整えているところから、応永11年

(1404)の足利幕府代官細月憾息によって攻め落とされた「下草河之要害」をこれにあて、さらに「防備施設が

複雑で念が入っている所」から、戦国時代に施設を増強したとして、芋川氏の山城とし、鼻見城を補助的な山城

とする見解が」般的であった(小林・矢野ほか1980)。これに対して遠藤公洋氏は詳細な縄張図を元に、この山

城の独自性から、武田家滅亡後の織田軍の越後侵攻に備え急遽築城した上杉側の山城であるとした。さらに氏は

若宮城は「尾根を土塁に見立て、各部分の空間を利用する構造」であり、越後の山城と、北信地方の醤山城(長

野市・飯綱町)や野尻城(信濃町)、矢筒城(飯綱町)などにも認められ、 「総体として空間確保を最優先した臨

時的な普請の様相がうかがえる」もので、吉江与太郎らに宛て出された卯月18日付上杉景勝書状にある「新地普

請」の城で築城には芋川氏などの協力も得て実施されたものとする(遠藤2009 ・ 2013)。遠藤氏の主張のとおり

若宮城の立地する斑尾川水系はすでに指摘してきたとおり、越後と中野・飯山を結ぶ云わば軍用道路の役割を

担っており、狭い谷間を眼下に、織田の大軍に立ち向かうには最適の備えであると云えよう。館跡から2kmと

離れた地点に立地する理由と「若宮城」を「新しい城」と理解すればこの呼称も説明がつく。

もともと若宮城については芋川氏の構築に係わるという伝承が地元には強い。主部の一角に明治7年(1874)

に建てられた「芋川古城の碑」には草月幌の出自と若宮城との関係が記されている。そこには応永年間に足利幕

府に攻められて草月幌が滅亡し、楠正成の子孫が跡を継ぐなど楠氏との係わりが示されている。応永年間の記

載事項は応永11年の下芋川の要害のことである。

したがって、遠藤説によって、芋川氏の山城は鼻見城のみとなる。しかし鼻見城が山城としては簡易な構造で、

障子堀で囲まれた堅固な館とは落差が大きい。はたして簡易な山城であるか、今後の調査・検討が望まれる。同

様に若宮城が遠藤氏の主張どおり臨時的に構築されたにせよ、その後の管理など疑問が生まれる。若宮城成立の

契機は遠藤氏の主張どおりとしても、若宮城が芋川氏の城であるという伝承から織田軍撤退以降は草月幌の管理

下に置かれていたものと思われる。発掘調査などでさらに詳細な検討が望まれる。

3東　芋川I氏館と妙福吉の二重構造

西に芋川氏館、束に妙福寺が併置されているところから、郷道哲章・臼田武正両氏は、館跡を主部、妙福寺を

副郭とする中世館の二重構造説を唱えた。長野県の中世城館跡の集成を意図したもののため根拠は特に記されて

いない(郷道・臼田1983)。

妙福寺は森屋山妙福寺と呼び真宗東本願寺末寺であり、本尊は阿弥陀如来で、本堂・庫裡・鐘楼からなる。貞

永元年(1232)下総国の荘司鎌田兵衛政清の子政戌が、下総国鎌田村に建立、その後兵火にかかり越後国籍井に
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移転、再び兵火にかかり元亨二年(1322)現地に建立するも寛永元年本堂を焼失、現在の本堂は寛文元年

(1661)に建立したと寺伝には伝える(「妙福寺聖人木像縁起」ならびに「妙福寺秀璧師の屋根換時の文」) (小

林・矢野ほか1980)。飯山藩の「寺社領井由緒書」 (信濃史料刊行会1976)には「開基永禄十卯年(1567)芋川越

前守殿造営」とある。妙福寺の前歴はさておき、永禄10年(1567)、芋川親正によって、館に併設したものと思

われる。妙福寺もまた芋川氏館の束堀と斑尾川そして現状の地形からも、東西にすくなくとも土塁や堀に囲まれ

ていた可能性がある。調査地では、館の南堀は妙福寺まで延長してはいなかったが、参道東側から斑尾川にかけ

て築地にそった低い水田と北側の地形から、東は斑尾川を利用し西は館の束堀を、そして南北は妙福寺の築地塀

に沿った防御施設が予想できる。今次調査では築地塀沿いは未調査であったため妙福寺の防御施設の具体的内容

は今後に委ねられることになる。

館跡を妙福寺と一体としてとらえた研究者は先述のとおり、郷道哲章・臼田武正両氏である(郷道・臼田

1983)。政庁の場である館と宗教施設である妙福寺の二重構造は、上越市にある越後の守護所跡と至徳寺跡(金

子2003)など類例はいくつかある。芋川館の二重構造が館創立の当初からであったとは思えない。芋川氏館の建

立が15世紀末と思われるので、永禄10年創建の妙福寺は、のちに館に併設したことになる。この永禄年間は、永

禄4年(1561)の川中島の戦いの激戦のあと、上杉謙信が関東各地の転戦の間に、武田信玄が北信国人層を取り

込み、国境に近い飯山・野尻城のみが、上杉方の拠点となり、それも武田軍の攻撃にさらされていた(池上

1998)。芋川親正もまた武田側につかざるを得ず、永禄12年(1569)に信玄は親正に国境の様子を伺う手紙を出

している。よって、妙福寺を館に併設した大きな理由は甲越抗争の中で、自身の保全を目的に、一向宗の勢力を

取り込むことにあったと思えるのである。

武田氏滅亡のあとに織田信長は信濃攻略を開始し、北信4郡は配下の森長可が支配するところとなる。これに

対して、北信の国人層は叛乱をおこす。それが天正10年(1582) 4月4日の草月慨正を大将とする数千の浪人・

百姓らの一揆いわゆる「芋川の乱」である。まず、飯山城を包囲する織田軍の稲葉貞道を攻めるが、織田軍の援

軍により敗北し、大倉城(長野市豊野町)に婦女子一族数千とともに立てこもる。 4月7日には織田方の長沼城

(長野市長沼)を攻めるが海津城(長野市松代)からかけつけた森長町によって大敗北し、大倉城にいた婦女子、

子供など数千人が殺残されたと云う。乱の背後には上杉景勝がいたと云われる。この「芋川の乱」は池上裕子氏

によって、一種の一向一揆の性格があったと云う(池上1998)。小山丈夫氏も飯綱町から長野市北部の寺院や旧

家に出自が三河門徒であったという伝承が多くみられることを検証して池上説を補強している(小山2000)。こ

うした三河国一向一揆を弾圧した織田信長に対する云わば怨念が乱の大きな要因とするのである。芋川親正が-

向宗の熱心な信者ゆえに妙福寺を併設しただけではなく、最大の目的は織田信長に対する怨念を持つ一向宗徒の

取り込みにあったからである。妙福寺出身の元長野市埋蔵文化財センターの調査員であった中殿章子氏によると

家人がゴミ穴を掘った時に多量のカワラケが出土したことを子供ながら見聞きしたと云う。妙福寺が寺院である

とともに軍事的要塞であったことを物語るものである。土師器皿(カワラケ)は戦国武将にとって儀礼用の祭器

であるからである。今後妙福寺内の調査が及ぶ機会があればぜひ確認したい点である。

なお、妙福寺の前身に蓮証寺があったと『三水村議』にある。蓮証寺は西本願寺末寺で近江国から永禄3年

(1560)に草月旧峯の地に移転し、寛文7年(1667)に飯山藩主に請われて飯山市奈良井沢の抱に移転した真宗

寺院で、芋川時代には、妙福寺ほか8ケ寺ほどの寺院を末寺とし、門徒も1000戸あり、移転に際してそれらを離

檀したと伝える。 『三水村議』には永禄3年に館跡に建てられ寛文7年に移転したとあるが妙福寺が永禄10年に

建てられるので矛盾している。もっとも別の記載では廃寺跡蓮証寺領の墓として、町部落の背後地を比定してい

る(小林・矢野ほか1980)ので、館跡は誤解である。このように草月旧峯に真宗の寺院として構えていたから芋
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川氏と深い関係にあったのであろうか基本的にはよくわからない。寺伝にあるとおりとすれば芋川氏との関係は

見られないところから、芋川氏の会津移住後建立されたものと思われる。

同様に現在芋川氏の菩提寺とする苔翁寺が町部落に近接している。草月幌によって建てられたという伝承を持

つ古刹である。元真言宗寺院であったが永禄元年戦火により堂字消失し、元亀2年芋川金七が再建曹洞宗に改め

たという。現在芋川親正の墓があるが、弘化4年に草月眠一族の柏原村(現信濃町)の中村家が米沢草月懐から

分骨したものである(小林・矢野ほか1980)。なお現在の墓は城主を務めた福島市大森城跡にある(小林・矢野

ほか1980)。

苔翁寺は芋)l旧に係わる伝承をもち芋)旧事代の根小屋の一隅を占めるところから芋川氏と関係のある寺院で

あったことは間違いがない。しかしそこに前身芋川氏館があったとする見解もあるが、現状ではそれを語る資料

はない。

4-　柵列の設置と館の再防御

調査範囲が狭く調査例から柵列の設置について普遍化することには抵抗もあるが、その意義については後段に

ふれる。

さて、柵列SAO5堀方2の埋土から越中瀬戸工期の小皿1点が出土し、柵列構築の年代がほぼ確定した。これ

は柵の検出状況とも矛盾しない。第2次調査においては西堀外縁の柵列などは確認できなかったが今次調査にお

ける柵列の確認時には、土塁と堀に加えて柵列の3施設による防御システムを想定したが、越中瀬戸の出土など

によって、堀との年代差が明らかになり、別な解答が必要となった。

芋川氏は甲越抗争の中にあって、常に危機的状態の中にあった。これは北信の国人層とも共通し、その時々の

政治状況により、甲越いずれに身を置くかによって、自己の存続に深く係わっていたのである。芋川氏も上杉方

に身を置いていたが、永禄4年(1561)以降の数年の間は武田側に属した。こうしたなかで芋川親正が積極的に

事態打開に動いたのが、一向宗徒とともにおこした天正10年(1582) 4月4日の「芋川の乱」である。一揆側の

大敗北によって上杉景勝は織田軍の侵攻に備えて飯山城と野尻城を二大拠点として、その中間点である芋川の抱

に若宮城を構築したとする理解は無理がないし、その直接の契機は遠藤公洋氏(遠藤2009 ・ 2013)が明らかとし

ている。こうした対織田軍の対応施設として、芋)冊富の再防御も考えられるが越中瀬戸の開窯が宮田進一氏の研

究(宮田1988)から無理となる。そこで越中瀬戸工期の上限である16世紀末以降で、館の防御体制を強固にする

歴史事象は芋川氏会津移住の慶長3年(1598)正月以降から関ケ原の戦いの慶長5年7月の間における上杉・石

田方と徳川との政治的緊張関係にあるとしたことはすでに述べた。これには百姓を除く芋川氏一党がすべて会津

へ移住したのかという疑問点と妙福寺などの一向宗(浄土真宗)の寺院や門徒など親芋川勢力の存在がどう係

わっていたのかという点である。豊臣秀吉死去後は北信は慶長5年(1600) 2月家康配下の森忠政の入封もあっ

て、どの程度移住が徹底していたか定かでない(古川2000)が、柵列設置など館の再防御体制は芋川氏の指示の

もと、在地の妙福寺など親芋川氏勢力によってなされた点はすでに述べたところである。しかし、 -地方のしか

も極めて小さな館跡の防御が、日本の政権の趨勢を左右するものではないであろうが、上杉方の情報入手の一拠

点として、かつての上杉支配下に多数存在とすれ圃膏勢は変わってくる。今後は史料的裏付けと、類例を考古学

的方法で集成・検討することにあろう。

5.芋川氏館跡調査の課題

束堀外縁にそって構築された柵列の評価は調査範囲が狭く、妙福寺側は未調査域が多く、結論を出すには早計

-44-



であるという反論もあり得る。それでもあえてこの点について触れる最大の理由は、各地に残る館跡の現状にあ

る。特に都市部にある館跡は調査されることなく消え去ることは、さすがに耳にしなくなったが、長野県内の館

跡について云えぼ全く問題がない訳ではない。特に堀外縁の調査例は皆無といってよい。文化財指定も、本遺跡

がそうであるように、主部部のみが指定対象とされ、堀が除外されている例が結構長野県には多い。堀の分布範

囲が不明であることも原因であろうが、それだけのことではない。堀または堀外についての知見が乏しく、調査

の対象から除外されるという悪循環に陥っていることにあろう。しかし本報告で示したとおり、僅かに残された

柵列にも地域史を紐解く貴重な資料がひそんでいる。根小屋との関係も含めて堀外の調査も視野に入れてゆかな

ければならないと考える。したがって本報告が中・近世史研究や文化財保護に対して歴史考古学からのささやか

なアプローチである。
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表5　芋川氏館跡出土古代一近代土器・陶磁器観察表

図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�取 上 番 号 偬�7�&�5��剽ﾞ別・産地など 舒ﾘ宸�形態 倬隸｢�法畳(cm) 劔�ﾈﾆ��Y[ivﾈ�Y5ｸﾝ�,�,x,ﾉ<�*R�胎土 ��i+"�残 存 率 儖Xﾖﾂ�

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 劔佰ｲ�ﾆ��底 径 舒ﾒ�ﾘ"�

1 澱� 肌R� ��須恵器 在地 僭D"� 灯2� 澱繧� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���WH*�)�B�硬 ��(､B�1/4 ��

2 �#r�149 肇��� ��須恵器 在地 僭D2� �� 澱紕� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���WH*�)�H��鏈���硬 ��(､B�1/4 ��

3 ���� 儘�ﾂ� ��R�須恵器 在地 僭D2� �� 迭�"� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���WH*�)�H��鏈���瓦質 �8､B�l/4 ��
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16 �##�� 売������ �#��土師器 ��Xﾅ頷�� �� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��>��4ｨ4ﾉmｨﾏｸ傀自�ﾂ�YC9&�6�6�8�6�5�� ��l/10 ��

17 ��C�� ��SDO7 ����陶器　肥前 傅ﾉ���丸形 白ﾓ"�8.0 �� �:yk�-ｲ� �9N�B�1/8 ��

18 ��#2� 儘�r�SDO7 ����陶器　肥前 傅ﾈ萪�離縁 �R�11.0 �� �:yk馮ﾂ� �8ｨﾂ�1/10 ��

19 ��Sb� 這R�SDO7 ����陶器　肥前 傅ﾈ萪�灘縁 �R�13.0 �� �:yk�-ｸ��､Igﾂ� 僮(､B�l/15 ��

20 ��C�� 陪ﾆﾂ�SDO7 ����磁器　肥前 傅ﾈ萪�丸形 �b�12.3 �� ��YWH��ﾎ��ｲ� 丶II"�l/5 ��

21 田��� ��SDO7 ����磁器　肥前 刧��筒形 �b�11.2 �� ��YWH��ﾎ��ｲ� ��l/8 ��

22 ��c�� 陪ﾄ��SDO7 ����陶器　肥前 刧��端反 �r�11.0 釘紕�10.0 杙8詹���ﾟﾉm�ﾙ�[h��ﾘ)�I�����6�7ﾘ��I"�4H��:yk馮ﾂ� �8ｨﾂ�2/3 

23 ���2� 売��SDO7 ����陶器　肥前 刧��腰張形 �h�Xur�14.2 �� �:yk飆B�やや粗 �丶B�1/5 ��

24 ���b� ��SDO7 ����陶器　肥前 刧��丸形 �h�Xur�12.8 �� �:yk齏"�やや粗 �丶B�l/6 �$��｢�

25 ���"� 噺ﾄ��SDO7 ����陶器　肥前 刧��丸形 �h�Xur�11.2 �� �:yk�5ｲ�やや粗 儂�B�1/5 ��

26 ���B� ��SDO7 ����陶器　肥前 刧��丸形 �h�Xur�10.2 �� �:yk飆B�やや祖 �丶B�l/4 ��

27 �����196 這R�SDO7 ����陶器　肥前 刧��丸形 �h�Xur� 迭紕� �:yk�-ｲ�やや粗 儂�B�l/2 ��

28 ��#R�193 陪ﾆﾂ�SDO7 ����陶器　肥前 刧��丸形 �r� 迭��� �:yk�-ｸ��.ｩYHﾊ俛�-ﾘ,�6�7ﾘﾚﾒ�やや粗 �丶B�l/4 ��

29 ���r� ��SDO7 ����陶器　肥前 刧�� �h�Xur� 迭�"� �:yk�-ｲ�やや粗 �9N�B�略存 ��

30 涛B�235 ��SDO7 ����磁器　肥前染付 刧�� �R� 迭��� �:yk馮ﾈ��ﾘ)�I>�k9-ｸ��mImｩ[b� �%x*"�k驂隍B�l/5 ��

31 塔�� ��SDO7 ����磁器　肥前染付 刧��丸形 �r�9.6 �� 佩�･���､�ｩ�)|��hﾝx��賈_ｸﾕﾉ[h��>�l｢�:yk�-ｲ� 僮(､B�l/8 ��

32 涛��211 儘���SDO7 ����磁器　肥前染付 刧��丸形 ���10.0 釘���5.1 ��|ﾉ:yk馮ﾈ����扞[h��I)�*�.��ﾉZ�b�瓜x枌���ﾘ)�I>�,兌h鬚� 僮(､B�2/3 ��

33 ��3b�221 ��SDO7 ����磁器　肥前染付 刧��丸形 ���10.4 釘�"�5.0 �:yk馮ﾈ��ﾎ��ｸ�����[b�密 僮(､B�l/3 ��

34 塔R�ﾓ"� 儘�x�S���SDO7 ����陶磁　肥前陶胎 刧��丸形 ��� �� �:yk飆H����|ﾈ��G韵y[b�やや粗 丶II"�l/12 ��

35 塔R� 粕��SDO7 免ﾂ�陶磁　肥前陶胎 刧��丸形 ��� �� �:yk�-ｸ��ﾎ��ｸ��(�雇�ﾂ�やや粗 丶II"�l/12 �$����

36 田#�� 売��SDO7 ����陶磁　肥前陶胎 刧��丸形 �r�10.8 �� �:yk�-ｸ��ﾎ�･���(�雇�ﾈ����扞[b�やや粗 丶B�1/6 兌ﾘﾌｸ*�.��*(,ﾙFxﾛ"�ﾊ��ｲ�

37 都"�199 売��SDO7 ����陶磁　肥前陶胎 刧��丸形 ��� 迭��� �:yk齏(��ﾎ��ｸ����扞[h���IWIgﾉHﾘ*ﾂ�やや粗 丶II"�l/4 �ﾈ�｢�

38 涛r� 儘���SDO7 ����陶磁　肥前陶胎 刧��丸形 ��� 釘紕� �:yk飆H����|ﾈ���IWI�9Hﾘ*ﾂ�やや祖 丶II"�l/5 ��

39 ���R�221 粕��SDO7 ����陶器　地方窯 ��丸形 ��12.2 �� �:yk��2�やや粗 丶B�l/5 ��

40 ��C�� ��SDO7 ����磁器　肥前青磁 俘��� �r� �� ��2委ｹ�ﾉ>�{ﾉ%ｹYH-ﾈ,R��綾密 僮"�l/10 ��

41 ��3"� ��SDO7 ����磁器　肥前青磁 俘��� ��� 湯��� ��(鷙��ﾘ)�I?x�(6ﾙ?ｩ��Hﾘ*ﾈ��58���緻密 僮(､B�l/5 ��

42 ��C2� 粕��SDO7 ��ﾂ�磁器　肥前染付 俘��� ���8.4 途紕�6.7 佰ｸ胸YIKﾈ賈_ｸﾕﾉ[h��;x岔Kﾉ��]兌h�����揶�Y^98)��[h�X劦mｨﾘ)�IgﾉHﾘ*ﾈ��:yk��ﾞY;y>�lｨ岔Kﾈ-ﾈ,R�緻密 僮(､B�1/2 ��

43 ���"�212 粕��S���SDO7 ����磁器　肥前染付 丼r� ���10.4 釘紕�2.8 �,(-ﾈ-ﾙYC(�雇�ﾈ��5h鯖YIU�I[b�����ﾏｹ�ﾉ>�賈_ｸ艙[h��ﾊ俛�-ﾘ�9Hﾘ*ﾃ(�股��ﾈ��鉙�[b�綾密 僮(､B�l/2 �*�.�*(,ﾒ�蒭*���}驃���CHﾘ)�H,ﾂ���*(*�.r�ﾎﾈ,h+X+ﾒ�

44 ��3r�229 儘����SX32 ����陶器　地方蕪 �7儻"� 仗��2�8.4 �� �?ｨﾆ�%ｹYI>�lｨ決岔k9-ｸ��ｽ韵8*�)�h�R�ﾙY�h�Xｿ9�igﾈ��扎咐��密 丶B�l/5 ��

45 ��S�� 儘���S���SDO7 ����陶器　京焼 傴ﾉwB�(9��� ��永bﾒ���9��� 釘紕� �:yk飆H��ﾘ)�H5�5�8ｨ�+R�5h8H�ｳx�ﾂ��やや粗 �丶B�l/5 儘���S���｢�ﾘx�Y����

46 ��S�� 儘���S������SDO7 ��ﾂ�陶器　萩焼 刧�� ��永h-c��2� �2綯� �5�5�8ｨ�+Xﾘ)�H5h8848��k險ﾈ�X､I�h,ﾂ�&�,僮(�XﾙXｨﾉgﾈﾊ俛�-ﾙ?ｹI)�h�"�密 丶B�1/3 �$��｢�

47 ���R� ��SDO7 ��ﾂ�陶器瀬戸・美濃 登窯 �9Yk鞴ﾒ� �2� �2��� �5�5�8ｨ�+Xﾘ)�H��59IB�やや粗 丶B�3/4 �$��｢�

48 田�R� 儘���SDO7 免ﾂ�磁器昔花泉徳鎮 窯 儻"� ��Yih-b��f9���8.0 �� �?ｨﾆ�%ｹ>�､���(�����B���綾密 僮"�l/6 ��

49 ��#�� 買���SDO7 ��ﾂ�陶器　地方窯 偬���� ���9ih-b���2�5.4 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���?ｨﾆ�>�lｨ8h7(6�6���58ﾍ��ﾏｸ傚%ｹYIk8ﾞR� 忠>���,�-X*)N��ｨﾂ�l/3 買���S�ﾈ��4D��｢�ﾘ~x��｢�

一47-



図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�取 上 番 号 偬�7�&�5��剽ﾞ別・産地など 舒ﾘ宸�形態 倬隸｢�法畳(cm) 劔�ﾈﾆ��Y[ivﾈ�Ygﾉo(,�,x,ﾉ<�*R�胎土 ��i+"�残 存 率 儖Xﾖﾂ�

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 劔佰ｲ�ﾆ��底 径 舒ﾒ�ⅲ�

50 ��#r� 陪ﾄ��S���s���SDO7 ����陶器　肥前京焼風 �;��� ���9x�� 途綯� �;yYI>�lｩ}h�8,ﾉ�X処*ｸﾚﾘ��;x岔��ﾒ�.ｩYH��5ﾘ5�5�8ｨ��:yk飆B�密 僮(､B�底 1/3 陪ﾄ��S�ﾂ�vﾆﾉ:�｢�ﾌ)�ﾃ�5��$��｢�

51 ���B�245 筈��ﾂ�SDO7 ����陶器　地方窯 �;��� ���9ih-b���2� 迭��� �8ﾘ4�8ﾒ� 丶I�B�胴下 半へ 底 u5 ��

52 ��SR�240 儘���SX31 ����陶器　肥前 價ｲ� �b�18.2 �� �:yk�-ｲ�密 僮(､B�1/8 ��

53 ���2�234 儘���SDO7 ����陶器　肥前 價ｲ� �b�29.0 �� 丶I-ｹ>�lｨ��ﾅ陌�+R宛X扞[b���I)7倚ﾉm��6�.ｈ蕀8x薰�� 冖��Hｨﾂ�1/4 弱 �$��｢�

54 ��C"� 陪ﾆﾂ�SDO7 ����陶器　肥前 價ｲ� �b� �� �:yk�-ｲ�やや粗 丶II"� ��

55 ��Cr� 儘���SDO7 ����磁器　肥前染付 凩h扎萪� �r�14.7 釘綯�7.4 俘)�I�����ﾊ俛�-ﾘ,�5(986ｨ884闖9Kｲ�囲ﾉ]�B���8)��[h���Y�Yk��iD��ｲ�密 丶II"�1/2 ��

56 ��c�� 陪ﾆﾂ�SDO7 ����陶器　肥前 價ｲ� �b� 途�"� �:yk齏(��ﾊ俛�-ﾙ(h匣劜6ﾙmｩgﾉHﾘ*ﾈ,ﾂ�+�)7倚ﾉm�6�.���ﾘ)�I����やや粗 ��Hｨﾂ�1/5 ��

57 ��c�� 儘���SDO7 ����磁器　肥前染付 倅ﾒ� �r� 湯��� 侈俛�-ﾘ����m閏h���ﾙ�ﾂ�密 僮(､B�1/5 ��

58 ��ィ� 買���SDO7 ����陶器　肥前 ���Jｲ��� �yibﾒ� 唐繧� 俘)�I>�(h匣,僮H��､IIB丑�ﾉ-ｲ��粗 丶H囗ｨﾂ�1/5 ��

59 �����236 陪ﾄ��SDO7 ����陶器　地方窯 册9~ﾈ饕�yﾒ� ��永h-c��2� 途��� �.ｩYH5�5�8ｨ�+X�Xﾎ���.ｨ�h����侈俛��-ﾘ,��X処*ｸﾚﾙ�X,ﾈ5(7h��齷�)IB�粗 ��8囮9R�1/2 ��

60 塔r� 売��SDO7 ����土師器 �� �� �� 佰ｸﾆ�ｸ4�8ﾘ6�6���>�lｨ,�4ｨ4ﾉ?｢�粗 石英粒多 ��Hｨﾂ� 佛�*ｹ�I.��

61 鼎b� 幡ﾄ��SDO7 ����土師器 �>�皷>r� ��31.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢���ﾏｸ傚%ｹYH5h8H�ｳx�ﾈ���>�lｨ5�6X7x8�6�6��)ｩD｢���愛�H��ﾒ� �9(8ｨﾂ�1/5 丶�ｩH�WB�(R�

62 田��206 儘���SX32 ����土師器 �>�皷>r� �� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���%ｹYH5h88�ｸ7h�ﾈ��>�鼈抦ﾅ���4��5H4r� �9(8ｨﾂ� 丶�ｨ鶴WB�Mr�

63 鉄B� 陪ﾄ��SDO7 ����土師器 �>�皷>r� ��30.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢���ﾏｹ�ﾈ､��+ﾉ�ﾉ4��白色 粒少 �9(8ｨﾂ� 丶�ｨ鶴WB�(X悩���

64 鉄�� ��SDO7 ����土師器 �� ��28.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢���%ｹYH5h8H�ｳx�ｨ��愛��H�� �8囗ｨﾂ�l/12 丶�ｩH�WB�(R�

65 鉄b� ��SDO7 ����土師器 �� ��27.4 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���%ｹYH5h88�ｸ7h�ﾈ���>��5�6X7r�8�6�6�� �9N�ﾂ�1/8 栞��｢�

66 �#��245 ��SDO7 ����陶器　地方窯 竸9Jｲ� ���9ih-b� ��2綯� 弌�5ﾘﾆ����褐粒、流紋 岩片 ��1/5 ��

67 �3�� 儘�x�S���SDO7 ����陶器　地方窯 况雨ｲ� ���9ih-b� ���紕� 弌�5ﾘﾆ����石英・白粒徴 ��1/6 ��

68 鉄R� 陪ﾄ��SDO7 ����土師器 �>�皷>r� ��24.0 �� 佰ｸ傚%ｹ>��I<ｸ���)ｩDｨ,�8ﾘ4�8ﾘ6�6��勦<ｨ��%ｹYH5h88�ｸ7h�ﾈ,X,�*ﾘ��鶴�ﾉ���ｨﾔX���愛�H��ﾒ� �8ｨﾂ�1/10 ��

69 鼎B� 噺ﾄ��SDO7 ����土師器 �>�皷>r� �� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���､�ｨ4�5H4r�.ｩYB���愛��H��雲母など砂少 �8ｨﾂ� ��

70 鼎2� 陪ﾄ��SDO7 ����土師器 �>�皷>r� �� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���.ｩYI>�lｨ4�5H4xﾚﾘ��愛��H�昮�砂徽 �8ｨﾂ� ��

71 田B�223 儘���SDO7 ����土師器 �� �� �� �.ｩYI>�lｨ8ﾘ4�8ﾘ6�6���鶴�ﾉ���ｨﾔS(���.ｩYH､�ｩH��砂少 �8ｨﾂ� ��

72 �#�� ��SDO7 ����陶器　地方窯 况雨ｲ� �� 湯綯� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈����v盈ｨ��ｿ儻8ｴｹ�X����>�､�59gﾂ�やや粗白粒微 丶I�B�1/6 ��

73 �3"�198 売��SDO7 ����陶器　地方窯 �4YJｲ� ��35.0 �� 况盈ｨﾏｹ�ﾉ>�lｨ�9YH8ﾘ4�8ﾘ6�6�,X��ｸ���>�､�59IB�やや粗 �,�-X*)9R�1/6 ��

74 �3R� 筈��SDO7 ����陶器　地方窯 傴YJｲ� �� �� 况盈ｨ�9Kﾈﾏｸ4�8ﾘ6�6�,X��ｸ����>�､��58ﾝr� 丶Hｨﾂ�1/6 ��

75 �3�� 儘���SDO7 ���� 兢�ｲ� �� ��"� 倩Y�員ﾉL)mｨ��k9IB�粗 砂徽 乖ﾂ�1/5 ��

76 田�"� 肇�"�SDO7 ����須憩器　珠洲 俘ﾂ� ��� �� �5�5�4ﾈ��9hｾ�ﾒ�白色粒少気泡 ��ﾈ､B� ��

77 鼎��217 陪ﾄ��SDO7 ����須恵器　珠洲 偖�� �r� �� �5�5�4ﾈ��9hｾ�ﾒ�白粒少 ��ﾈ､B� ��

78 田32� �+S�"�SX29 ��陶器　肥前 儼�Jｲ� �b� �� 佰ｸ胸YI59IHｼｩ�ﾈ�8ﾏｸ傀��v盈｢��B�gｲ仭���嚢��.��硬 黒色土 ��H､B� ��

79 �#"� 疲ﾄ��P.54 ��陶器　肥前? 傅ﾈ萪� ��12.6 �� 丶Igﾂ位俛�-ﾘ,ﾈ-ﾒ��硬 僮(､B�2/5 ��

80 ��S�� ��SX18 ��磁器　肥前染付 倅ﾒ� ���(14.0) �� ���扞[b�硬 僮(､B�1/8 ��

81 ��Sr�344 ��SX18 ��陶器　地方窯 傅ﾉ���筒形 ���8決ﾗ��7.4 釘縒�5.3 �58､x�9>ｩ[h��ﾘ)�I5ｸ,�+R� 僮(､B�完 ��

82 �3B�346 ��SX18 ��陶器　地方窯 况雨ｲ� �� ��b紕� �� 伜險ﾂ�1/8 ��

83 ��迭�370 ��SX18 ��陶器　常滑 �(9W"� ���8決ﾗ��4.6 釘繧�3.9 �8ﾘ4�8ﾙ�ﾈﾆ���.ｩYIf顋��X4ｨ48�b�硬 �乖ﾂ�2/3 �59IB�>�､��l｢��

84 ��c2�355 ��SX18 ��陶器　瀬戸・美濃 估ｹJ�� ���8ﾎ9Kﾂ�決ﾗ��6.0 釘���4.4 �59gﾈ��.ｩYIk95ｸ鏈��� 丶II"�脚一 部欠 ��

85 鉄�� 儘��"�SX16 ��土師器 �>�皷>r� ��3l.5 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���;yYH､�ｩ�隍H嶌���雲母など徴硬 冖險ﾈ耳､B���I"�1/10 ��

86 �32� 儘��"�SX16 ��陶器　地方窯 况雨ｲ� ��28.5 �� �58ﾌ竕>�､�｢��硬 �8ｨﾂ�1/8 ��

87 田CB�205 儘����SX34 ��磁器　瀬戸・美濃 傅ﾉ}��)b�ﾏｲ��端反形 ���8決ﾗ�-b�6.4 �2���4.1 侈俛�-ﾘ,��X迄ｧ僖��ｸ�hﾅ韆yw�､�｢�,亅�ﾘ�Y�I¥yXｨ�b�硬 僮(､B�1/2 �)hﾏｶ�)�r�(9w��

88 ��3�� ��SDll ��磁器　肥前染付 傅ﾈ萪� �r�13.4 唐繧�3.1 �8)��[h��G陜H�YK�ﾉ�I[b�硬 丶II"�完 ��

89 ��#��148 幡ﾆﾂ�SX36 ��中国陶器 �5i?｢� ��Rﾓ�f2�11.4 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���;x岔��5�5�8ｨ��59IB�硬 ����H､B�1/4 ��

90 田3�� �+Vﾆﾂ�SAO5 掘方2 ��陶器　越中瀬戸 傅ﾈ萪� 儘���f9ib�11.0 �� �59IH��5�5�8ｨ�+Xﾘ)�B� 冖險ﾂ�1/8 估�_ｹ¥y7��

91 田#�� 閥��P.46 ��陶器瀬声・美濃 大森 �%ｹKﾘ萪� �"�10.6 迭綯�2.2 丶IIH��ﾊ俛�-ﾙ>�<2� 丶B���4��8ｨ�ｸ7R��1/3 ��

92 ��コ� 晩�"�+S�"� �"�磁器　色絵 傅ﾉ��� ���8決ﾗ�� �2��� ��H�Xｿ9�h���ｧH�Y�(､96饉b� ��1/4 伜�&餮9k��

93 ��#b� 磐ﾄ�� �"�磁器　瀬戸 刧���筒形 ���8決ﾗ��12.4 �� 佰ｸ傚%ｲ�>�僮IHﾘ��Ih*);ｩ-ｲ�密 丶II"�l/5 ��

94 ���2� �+Vﾆﾂ� �"�白磁　瀬戸 刧��丸形 ��泳"ﾓ��2�10.0 �� ��密 丶II"�1/5 ��8ﾌｸ*�.��*(,ﾘ+ｸ,ﾂ��]9w��

95 ��ッ� 晩�"� �"�陶器　肥前 倅ﾒ� �y��� 釘繧� ��IWI�����I(嶌�7��粗 丶II"��9ｸ椶��略存 ��

96 ��s�� 番�� �"�磁器　地方蒸染付 刧��丸形 ���8決ﾗ��10.0 釘���5.2 �;yYH岔Kﾈ��ﾘ)�H,�(�雇�ﾈ���IWI����密 丶B� ��

97 宕ﾂ� 比��S��� 釘ﾓ"�陶磁　肥前陶胎 刧��腫脹形 �r�11.2 �� 俶ﾉ_ｹk閏h����扞[b� 丶B� ��

98 田#B� 筏�"� 釘ﾓ"�陶磁　肥前陶胎 刧��丸形 �r�10.0 �� �� 丶B�l/5 ��

99 都R� 晩��� 釘ﾓ"�陶磁　肥前陶胎 刧��腰張形 �r�10.6 �� �(�雇�ﾈ����扞[b� 丶B�1/4 ��

100 ����� 噺ﾄ�� 釘�陶器　肥前 傅ﾈ萪� �b�10.0 �� 丶Igﾈｧﾈ*��やや粗 丶Hｨﾂ� ��
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図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�取 上 番 号 偬�7�&�5��剽ﾞ別・産地など 倩ﾘⅳ�形態 倬隸｢�法畳(cm) 劔�ﾈﾆ��Y[ivﾈ�Y-ｹo(,�,x,ﾉ<�*R�胎土 ��i+"�残 存 率 儖Xﾖﾂ�

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 劔佰ｲ�ﾆ��底 径 舒ﾒ�ﾘ"�

101 ��釘� 番���S��� 釘ﾓ"�陶器瀬戸・美濃 (?) 兒yM�ｾ��� ��永h-c��2�6.0 �� 忠>�､�58�2�やや粗 �8ｨﾂ�l/3 ��

102 ��S2� 斐�"� 釘ﾓ"�陶器　肥前 價ｲ� �i���18.0 �� �:yk��X8�8丶I5ｲ�密 丶II"�1/5 處飆H��兊�6ﾙmｨﾝy]���+S���*�.��

103 田��� 噺ﾆﾂ� 釘ﾓ"�陶器　肥前 兢�ｲ� �b� �� �59IB� �8ｨﾂ�l/12 ��

104 �3b� 磐ﾆﾂ� 釘ﾓ"�陶器　地方窯 况雨ｲ� �� �� �59IB� �� ��

105 田b� 晩�"� 釘ﾓ"�土師器 �飩ｲ� �� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���;yYH､�ｨｪｨ�8ﾚﾒ�>���8h7(6�6X4�6X7x8�7�4ｸ4ﾉH�WI(R�粗 �(8ｨﾂ� ��

106 田"� 番�� 釘ﾓ"�土師器 �飩ｸ�ﾂ� �� �#2紕� 宙､�8ﾘ4�8ﾘ6�6���6�6�8�7x8�6�6���屬�YH,ﾘ8�5(7x8�7�4ｸ4ﾈ��;x岔Kﾂ�>�僣���>��8ﾘ4�8ﾘ6�6��流紋岩石英少 �8ｨﾂ�l/4 ��

107 ��3B� 噺ﾄ�� 釘�陶器　地方窯 傅ﾈﾅ�-茶�� ���9ih-b���2� �2�"� 丶I-ｸｧﾈ*���.ｩYH5�5�8ｨ�+R�粗 �,�-X*(�ﾂ�ｨﾂ�l/3 ��

108 ����� �+Vﾄ�� 釘ﾓ"�陶器　肥前 刧�� 儘ふ"� �"繧� 丶H�9.ｩYH5�5�8ｨ�+X�+��ﾈﾎ����.｢� 丶H囗ｨﾂ�略存 ��

109 ��3�� 噺ﾄ�� 釘�陶器　肥前 ��SﾙTﾘ���yﾒ� 尼� 唐綯� �59gﾈ��鏈�員ﾈ5�5�8ｨ��8ﾘ4�8ﾒ�石英 粒少 �,�-X*)�B����2/3 ��

110 田��� 閥�� ��B�陶器　肥前 傅ﾉ���丸形 儘ふ"� �� 丶HﾞXｧﾈ*�� ��l/5 ��

111 田CR� 噺ﾆﾂ� ��B�陶器瀬戸・美濃 登窯 傅ﾉ��� ��� �� �58ﾞX�X､HﾞYzﾈ+Xｧﾈ*��やや粗 僣iV�B� ��

112 涛R�247 噺ﾄ�� ��B�陶器　肥前 傅ﾉ��� 白� 釘綯� �;yYH岔Kﾈ耳��5ﾘ5�5�8｢�R�.ｩYH5��5�8ｨ�+X､H�(ｧﾈ*��やや粗石英徽 �,�-X*)9R�ｨﾂ�3/4 ��

113 田#"� 磐ﾆﾂ� �"�陶器　肥前 傅ﾈ萪�丸形 儘�� �� 丶HﾞR� 僮(､B����ﾊｲ�� 俤y]�靨�ﾆ��I.��Yﾈﾋ2�

114 �#2�145 噺ﾆﾂ� �#B�陶器　肥前 傅ﾈ萪�端反 儘ふ"�10.8 �� 丶I��� 丶Hｨﾂ� ��

115 田��� 晩�2� �#B�陶器　肥前 傅ﾈ萪�端反 �R�12.8 �� 丶HﾞR�密 丶II"�l/12 ��

116 ��CB�142 噺ﾆﾂ� ��Bﾓ"�陶器　肥前 傅ﾈ萪�端反 儘��11.8 釘���8.5 丶IIHｧﾈ*�����7�?｢�8�8��;x岔Kﾈ��5ﾒ�5�5�8ｨ��.ｨ5�5�8ｨ�+R�石英徽 �,�-X*)�B����2/3 ��

117 ��r� �+T�� �#B�陶器瀬戸・美濃 大祭 傅ﾈ萪�端反 �"�10.6 迭綯�2.5 丶Igﾈ��>�､�ｨ,偬H,ｸ鵫*ｸﾚﾙ�R厭h6x6��92���;yYH岔Kﾈ5�5�8ｨ��5�5�8ｨ�+Xﾘ"��B� 僮(､B�1/2 ��

118 ���� 閥�� ��B�陶器瀬戸・美濃 大窯 傅ﾈ萪�端反 �"�10.2 迭綯�1.9 丶I-ｸ��ﾊ俛�-ﾘ,凩h6x6�92愛�;yYB�岔Kﾈ5�5�8ｨ5�5�8ｨ�+Xﾘ)�B� 僮(､B�1/3 ��

119 田3B� 噺ﾄ�� ��Bﾓ"�陶器　越中瀬戸 况雨ｲ� �� ������ �.ｩYH鏈����59IH��;x岔Kﾈ5�5�8｢�石英少 丶II"����囃��1/6 ��

120 �#SR� 番�� �"�陶器瀬戸・美濃 登窯(志野) 亊ｸ萪� ���11.4 �� �+y�飆B�やや粗 僮(､B�l/8 ��

121 �#Sb� 晩�"� �#B�陶器瀬戸・美濃 登窯(志野) 亊ｸ萪� ��� 唐��� �+y�飆B�やや粗 僮(､B�l/8 ��

122 田#�� 晩�2� 釘ﾓ"�陶器　京焼 �;��� ���9ib� �� �:yk馮ﾈ���)�R�59gﾂ�� 僮(､B鮎ﾒ�*�,�鋳� ��

123 ��b� 閥�� ��Bﾓ"�陶器　肥前 傅ﾈ萪�離縁 �R�12.4 �2紕�3.4 丶IIHｧﾈ*�ｹm｢�8�8��.ｩYH,俚ｹWB�(X5�5�8ｨ�+Xﾊ俛�-ﾘ,�+��ﾂ� 丶B�1/2 ��

124 田�"� 磐ﾆﾈ�S�"� 釘ﾓ"�磁器　肥前染付 �4�� �b�11.4 �2縒�3.7 佩��ｸ��劜6ﾙmｩ-ｹHﾘ*ﾈ�59�ｹ;x岔Kﾂ��ｹ.ｩYI58��� 僮(､B�1/3 ��

125 ��#�� �+T��S��� �#B�磁器　肥前白磁 偃�h萪� �b�9.2 �2綯�2.5 倆h6ﾙmｩ-ｹHﾘ*ﾈ�59~ｩ;x岔Kﾈ自.ｩYB�5>u�� ��1/3 ��

126 �3�� 噺ﾄ�� ����須恵器　珠洲 偖�� �r� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6�[ﾘﾗ85�5�4ﾂ�>��9hｾ��ﾚﾒ�白粒少 ��(､B� ��

127 ��cr� �6x8ﾈ986����r� 釘�陶器瀬戸・美濃 登窯 丶III��� �2�9.2 �� 丶IIB�やや粗 丶II"�l/5 ��

128 ��SB� 儘�ﾂ� 釘�陶器　肥前 傅ﾉ��� �h�Xur�9.2 �� �:yk�-ｲ�やや粗 �丶B�l/4 �;yYI]��ﾂ�,鳴�

129 涛"� 陪ﾆﾂ� �"�陶器　肥前 傅ﾉ��� ��� �2繧� �:yk飆H��5�5�8ｨ�+Xﾘ)�H������やや粗 僮(､B�l/4 ��

130 ����� 売�� �"�陶器　肥前 傅ﾉ��� �bﾘur� 釘綯� �:yk飆H��夐WIIIHﾘ*ﾂ�やや粗 儂�B�l/3 ��

131 ���"� 売�� �"�陶器　肥前 刧�� �bﾘur� 釘繧� 倚ﾉm�迂)7著�IWIIIHﾘ*ﾂ�やや粗 ��H��� ��

132 涛�� 儘���� 釘�磁器　肥前染付 傅ﾉ��� ���9.4 �2紕�5.0 ��IWI-ｹHﾘ*ﾈ��ﾎ��ｸ��鳧�[h��ﾘ)�I>�����B�密 丶B�1/2 ��

133 涛2� 儘�ﾂ� 釘�磁器　肥前染付 傅ﾉ��� ���9.4 �� 僭韵y[h��5I�ｲ�密 僮(､B�2/3 忠&饑ｹw���

134 ��モ� 儘�ﾂ� 釘�陶器　地方無 刧�� �� 澱綯� �:yk�-ｸ��5�5�8ｨ�+Xﾘ)�H��ﾊ俛�-ﾘ��6ﾒ�mｨ�)Hﾘ*ﾂ�やや粗 �,�-X*(囃�9R�1/2 �.ｩYI�X+��ﾈx*ｲ���

135 鼎�� 儘�ﾂ� 釘�陶磁　肥前陶胎 刧�� ��� 迭綯� 佩��ｹ��扞[h���IWH�)Hﾘ*ﾈ��:yk飆B�委ｨ*"��やや粗 �,�-X*)�B�ｨﾂ�2/3 ��

136 ��3R� 疲ﾆﾂ� 釘ﾓ"�磁器　肥前染付 儻"� �� 途��� 佩��ｸﾉy�ﾉ:yk馮ﾈ�IWIIIHﾘ*ﾂ�ﾊ俛�-ﾘ,�59~ｨ�I)�i-ｲ姥I(R��密 僮(､B�l/3 ��

137 塔�� 這R� 釘�陶磁　肥前陶胎碗 ��?ﾈ.｢�畏���� ���12.0 �� 佩��ｸ��:yk齏(���ﾙ�ﾈ��抱ﾆ�[b���やや粗 丶B�l/4 ��

138 ��cb� 筈�� 釘�磁器　肥前染付 俘��� �r�9.8 �� ��ﾙ�ﾈ����扞[b�佩��ｲ�密 丶B�1/6 ��

139 ��c�� 幡ﾄ�� 釘�陶器　地方窯 俘��� ��10.0 �� �:yk馮ﾈ��､�ｨ耳ﾏｸ傚>�lｨ､I5ｸｷ(屬�Kﾉ59IH����|ﾈ扞[i>�lｩ58��委ｲ�傀�Xﾊ俛�-ﾒ��やや粗 �,�-X*(�ﾂ�9R�l/3 ��

140 ��32� 儘��� 釘�磁器　肥前青磁 俘��� ���9.2 湯���7.0 �x6ﾙmｨﾘ)�H��-ｹHﾘ*ﾈ��58���密 僮(､B�l/5 ��

141 ���r� 儘�ﾂ� 釘�陶器　地方蕪 �9Yk鞴ﾒ� ��永h-c��2�16.0 唐���4.1 倅��ｹWH*�)�H�Y��丶�h自>�l｢�ﾊ俛�-ﾘ-ﾈ,X�9y��やや粗 丶B�l/3 ��

142 田r� 儘�ﾂ� �"�陶磁　肥前染付 倅ﾒ� �r�14.2 途紕�2.6 �>�lｩ8)��[c(�雇�ﾈﾊ俛�-ﾘ5(92�6ｨ884闖9Kｲ囲ﾉ]�B偬H,ｸ鵫*ｸﾚﾒ��IWI��Hﾘ*ﾈﾎ��ｲ�密 僮(､B�1/2 ��

143 ����� 陪ﾄ�� 釘�産地不明　染付 倅ﾒ� ��13.2 唐�"�3.6 ��|ﾈ��扞+兌b�密 丶II"�l/3 ��

144 ����� 筈�� �2�磁器　肥前染付 倅ﾒ� ��� 釘綯� 佩��ｹU闇Y[hﾊ俛�-ﾙ���C(�股��ﾉ|ｩWIIIHﾘ*ﾂ�密 丶II"�略存 鼎8,i:�｢��8��¥ｨﾌR��ﾂ�

145 ��sB� 陪ﾆﾂ� 釘�磁器　肥前染付 傅ﾈ萪� �r�12.8 �� 佩��ｲ愛����B�>����扞[b�密 丶II"�1/4 ��

146 ��sR� 陪ﾆﾂ� 釘�磁器　肥前染付 傅ﾈ萪� �r�12.0 �� ��|ﾂ�>�僭韵y[b�密 丶II"�l/8 ��

147 ���2� 儘⑲� 釘�陶器　産地不明 仗�� ��9.4 �� 丶IIB愛��密 �(8､B�1/4 ��

148 田�R� �6x8ﾈ986��r� 釘�陶器瀬戸・美濃 登窯 丼r� �2�5.6 ��1.0 ��やや粗 僮(､B��.儂��1/2 ��

149 田�b� 陪ﾆﾂ� 釘�陶器　肥前青磁 儻"� ��3.6 �� ��密 丶II"�1/4 ��
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図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�取 上 番 号 偬�7�&�5��剽ﾞ別・産地など 舒ﾘ霻�形態 倬隸｢�法量(cm) 劔�ﾈﾆ��Y[ivﾈ�Ygﾉo(,�,x,ﾉ<�*R�胎土 ��i+"�残 存 率 儖Xﾖﾂ�

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 劔佰ｸ��.ｨｮﾒ�ﾆ���ﾆ�ﾘ"�

150 ����� 儘���� �"�陶器　産地不明 仗�� ��10.0 ��1.6 宙､�､Igﾈ��I)7��密 �,�-X*(囃�9R�1/2 ��

151 ��澱� ����� �2�陶器　産地不明 �� ��蔦#�2�6.8 ��0.9 宙､�:yk�5ｲ�密 丶B��9ｸ椶��1/3 ��

152 ��s�� �+T�� ���磁器　肥前染付 傅ﾉ��� �r�4.6 �� 佩��ｹ��扞[h��ﾘ)�I>�W9k饉ivﾉW2�k��密 僮"� ��

153 ��途� �+T�� ���陶器　産地不明 ��Y(ﾒ� ����Rﾓ#�2�6.2 �� 忠>�､�59gﾂ�やや粗 僮(､B��9ｸ椶��1/3 ��

154 田�B� 買�"� ��"�陶器　地方窯 兢�ﾏｹJｲ� ��永h-c��2�22.0 �� �595ｸ��I)�igﾈﾟﾉm�6�.��やや粗 丶II"�1/8 ��

155 ����� 儘�ﾂ� 釘�陶器　地方窯 �+�,ｹJｲ� ��永h-c��2�10.9 �� �:yk�-ｸ��ｼｨ偐�やや粗 �丶B�1/8 ��

156 田3�� 売�� �"�陶器　赤塩 �+�,ｹJｲ� ���8ﾎ8ｧrﾒ�#�9��ﾂ�16.0 �� 丶IIH��ｼｨ偐�白色 粒徽 やや粗 �8､B�1/10 倩霪�b�

157 田3"� 陪ﾄ�� �"�陶器　赤塩(松代) �+�,ｹJｲ� ���8ﾎ9Kﾈ-b�#�9��ﾂ� �� 丶I-ｸ��ｼｨ偐�白色 粒徴 やや粗 �8､B� ��

158 ����� 売�� �"�陶器　赤塩(松代) �+�,ｹJｲ� ���8ﾎ9Kﾂﾒ�#�9��ﾂ� �� 丶H�(��ｼｨ偐�白色 粒徽 やや粗 乖ﾂ� ��

159 �#B� 陪ﾆﾂ� ��"�陶器　地方窯 �-忠;�ｒ� ���8ﾎ8ｧx-b�#�9��ﾂ� 澱繧� �.ｩYI>�lｨｪｨ�8+�ﾚﾘ8ﾘ4�8ﾘ6�6�.｢�YH��8ﾘ4�8ﾘ6�6����X皐�hﾘ�2� ��H���2/3 ��

160 ��#�� 粕�� ��"�陶器　地方窯 �� �� �2紕� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈�ｉ>��僮)�hﾞR� 乖ﾂ�2/3 ��

161 ��ヲ� 幡ﾆﾂ� 釘�陶器　地方無 倅�ﾈ���塊� �� 迭�"� �8ﾘ4�8ﾘ��鏈����59-ｸｧﾈ*��やや粗 �8､B�2/3 ��

162 ����� 売�� 釘�陶器　地方窯 �?�,h����8�ｲ� �� �2綯� �8ﾘ4�8ﾘ��鏈����､Igﾂ�やや粗 丶B�1/3 ��

163 �3r� 儘��� �"�陶器　地方窯 兢�ｲ云��ﾏｲ�� ���2ﾒ�30.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6�ﾙ駑｢�4�5c�)gｲ佰ｸ偐�YI>�､�59IB�硬 �9�Hｨﾂ� ��

164 �3�� 儘���� 釘�陶器　地方窯 儼�Jｲ� ���8決ﾗ�� ��"��� 兢�?｢�4�5c��-c�9gｲ���Hｾh枴Kﾘ鳧ﾇh���.栄�lX鏈�委ｸ4�8ﾘ6�6��硬 �,�-X*)�B����3/4 ��

165 �##r� 覆� �"�土師器 ��N��� ��25.0 �#�繧�5.0 �8ﾘ5�8ﾘ6�6���.ｩYH､�ｩL)mｨﾚﾒ�石英・雲母 少硬 �9(8､B�1/5 ��

166 田�� 陪ﾆﾂ� 釘�土師器 ��N��� �� �#B��� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���.ｩYH､�ｨ-h8�6�6����石英多 �9(8ｨﾂ�l/3 ��

167 田R� 儘�ﾈ�T��� 釘�土師器 茶�� �� �� �.ｩYI>�lｨ-h8�6�6�鶴�ﾉ���ｨﾔR��b�ｴ9K(*ｳ�� �� 凩驃�*�.����.ｩYH,ﾙv����.ｨ,凩��駻�

168 田��254 幡ﾆﾂ� 釘�土師器 ��N��� �� �� 俾�ｩ_ｸ,傲I�ﾉ���ｨﾔX8ﾘ4�8ﾘ6�6��鼈,ﾘ.�,(*��石英など少 �� ��

169 都�� 番�� 釘ﾓ"�土師器 �飩ｲ� �� �� 亶#)5���*�+ｸ.x*ﾘ蓼ｷ"�石英など少 �� ��

170 鉄r� 疲ﾄ�� 釘ﾓ"�土師器 ��N��� �� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��>�､�{ﾈ鼈,ﾘ.姥H*��愛�H��ﾒ�石英など少 冖險ﾂ�1/12 ��

171 鉄�� 儘�ﾂ� ��"�土師器 ��N��� �� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��4x7(6�6��高温石英多 �8ｨﾂ�1/12 ��

172 田��� 筈�� 釘�土師器 �飩ｲ� �� �� 佰ｸ傀,�(,�*(+SH,ﾉ-X/�鰄+�(h匣,���ﾆ�,ﾈ憺?ﾈ.ｩYH*ｨ*�.倅��ｹMX�8,ﾈ憺Jｲ�鶴�ﾉ���ｨﾔX*�.羽�WI(Y�ﾈﾆ�8��7B�石英など少 �9(8ｨﾂ� ��

173 都B� �+Vﾄ�� �"�土師器 傲I���� �� �� ��9YH,�霹�,ﾈﾔX*ｨ*�.兀IV傅ﾘ,�*ﾒ�靼ﾆ�,ﾙW9k餾IZｨ*ｩ�ﾘ*)¥ｨ,凩韜y]��*ｨ*�.宙ﾔ�噺ﾄ�ﾄ��雲母緻 �(8ｨﾂ� 僣�,ﾉWI(R�ﾊ�.x.ｨ,��*"�

174 ���b� 粕�� ��B�陶器　肥前 刧��腰張形 �bﾘur�11.4 �� �:yk�-ｲ�やや粗 �%yN��1/4 ��

175 ��sr� 儘��� ��B�陶器　肥前 刧��腰張形 ���9.0 �� �:yk齏"�やや粗 ��9N��1/5 ��

176 ��C�� 粕�� ��B�陶磁　肥前胸臆 刧��腰張形 ��� 迭�"� �:yk飆H���IWI����やや祖 �8､B�1/2 ��

177 ��s�� 儘��"� ��B�磁器　肥前染付 刧��端反形 �r�10.2 �� �:yk飆H��ﾎ��ｸ��)�)mImｩ[b�密 丶B�1/8 ��

178 涛�� 買�"� ��B�陶磁　肥前陶胎 刧��丸形 ���11.0 �� �:yk飆H��ﾎ��ｲ�やや粗 丶B�1/10 ��

179 鼎R� 幡ﾄ�� ��B�陶磁　肥前陶胎 刧��腰張形 ���11.2 釘�"�4.4 俶ﾉ_ｸﾕﾉ[iK��Hﾎ��ｹ:yk�5ｸ�B�WIgﾉHﾘ*ﾂ�やや粗 僮(､B�1/3 ��ｨﾘtｦﾄ�����"��ﾔ����+Vﾆﾂ�

180 鼎r� 買�"� ��B�陶磁　肥前陶胎 刧��腰張形 ���11.0 釘繧�7.3 俶ﾉ_ｸﾕﾉ[h�����B���やや粗 僮(､B�1/3 ��

181 田�� 買�"� ��B�陶磁　肥前陶胎 刧��腰張形 ���11.0 �� 俶ﾉ_ｸﾕﾉ[h��:yk�5ｸ��ﾎ��ｲ�やや粗 丶B�1/3 ��

182 ��sb� 儘�ﾂ� ��"�磁器　肥前染付 �)hﾏｲ�櫛形 �rﾘu��7.6 �� �:yk���ﾎ��ｸ��*�.(-�b�密 僮(､B�1/3 ��

183 田2� 薄ﾆﾈ�T��"� ��"�磁器　肥前染付 傅ﾈ萪� ���13.8 途綯�3.3 �:yk鞏r愛��ﾙ�ﾉ8)��[b�>��5(92�6ｨ884闖9Kｲ雲9�ｩG兌b舒(,ﾘ+h*ｹ[b��IWIIIHﾘ*ﾂ�密 僮(､B�3/4 �5���,h.��:�ｨﾌY�ﾂ�

184 ��s"� 儘��� 釘�磁器　肥前青磁 俘��� �R�9.0 �� �/y[h��郢gﾉ>�lｨ,亶�-B�密 僮(､B�1/8 儘��(�Tﾓ��

185 ��s2� 儘��"���� ����磁器　肥前青磁 俘��� �R�8.8 �� 做ｩ[b�>�佰ｸ傚+ﾈ岑-ﾈ,X郢IB�密 僮(､B�1/10 ��

186 鼎�� 儘�ﾂ� ����土師器 �>�皷>r� ��31.2 �� �%ｹYH5h8H�ｳx�ﾃ�､�8ﾘ4�8ﾘ6�6X8ﾘ胸YB�,�+ﾉ�ﾉ[b�4�5cHﾄｒ�>��)ｩDｨ,�8ﾒ�4�8ﾘ6�6�岔_ｸ4x7(6�6�愛�H��ﾒ�ﾜｸ5H4r�石英など多 �9(8ｨﾂ�1/10 ��

187 �� �� �� �� �� �� �� �� 佇yMB�

188 ��CR�291 幡ﾆﾂ� ��R�陶器　肥前 刧��丸形 儘�(uR� 釘綯� �;yYH岔Kﾈ�Y>�lｩ�､I5ｹzﾈ+X*�*�;r�岔Kﾈ��5ﾘ5�5�8ｨﾘ)�I>�4x7(6�6��やや粗 �,�-X*)9R�耳､II"�2/3 ��

189 ��3�� 幡ﾄ�� ��R�陶磁　肥前陶胎 刧��腰張形 ���12.6 �� �:yk馮ﾂ�やや粗 丶II"�1/5 ��

190 田#2� 筈�� ��R�陶磁　肥前陶胎 俘��� �rﾘu��10.6 �� 丶�ｨﾎ��ｹ:yk齏)>�>ﾈﾏｸ傀岑-ﾈ,Y:r�k馮ﾈ決岔59~｢� 丶B�1/7 ��

191 ��cB� 肇�"� ��R�磁器　肥前染付 倅ﾒ� ��� �� 佩��ｹ:yk飆B愛���扞[b�>��-H,x*B�8)��[b�密 僮(､B�1/12 ��

192 �����168 169 肇�"� 釘�陶器　肥前二彩手 價ｲ� �r�19.0 澱紕� 宙､�:yk顰2�>��;ｩ�ﾉ-ｸｨﾉgﾂ�52��2侈俛�-ﾘ富6ﾙ?ｩgﾉHﾘ*ﾈﾘ)�H5��5�8ｨ�+Y����やや粗 �%y9R�1/5 忠>�nﾈ�)fｲ�����

193 ���"� 筈�� 釘�陶器　京焼 傅ﾈ萪� ��永bﾓ��2�13.0 �� 丶Igﾂ�>�耳､�ｨ�8揩��やや粗 ��-ﾘ/����-�+ﾘ､I�b�1/5 ��

194 涛b� 幡ﾄ�� 釘�磁器　肥前染付 ��X萪� ��為�� ��r��� �:yk靹ｸｾ��ｸﾊ俛�-ﾘ,�5(986ｨ884���9Kｹ'ﾉ[h�Y�ﾉW9k�.ｩYH､�ｨ,�6��8ｨ辷*hﾚﾒ�密 僮(､B�1/10 ��

195 田#R� 筈�� 釘�陶器　肥前 倅ﾒ� �b�18.6 �� �:yk驟��やや粗 儂�B�l/12 ��

196 ��c"�157 肇�"� 釘�陶器　肥前緑翻 價ｲ� �r����18.0 �� �:yk鞐X���>��;ｩ�ﾉgﾂ�やや粗 �%y9R�l/8 ��

197 涛�� 筈�� ����陶器　肥前 傅ﾉ���腫脹形 �bﾘur�12.2 �� �:yk馮ﾂ�やや粗 ��ﾈ､B�l/4 ��

一50-



図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�取 上 番 号 偬�7�&�5��剽ﾞ別・産地など 傚H霻�形態 倬隸｢�法畳(cm) 劔�ﾈﾆ��Y[ivﾈ�YN冩(,�,x,ﾉ<�*R�胎土 ��i+"�残 存 率 儖Xﾖﾂ�

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 劔佰ｲ�ﾆ��底 径 舒ﾒ�ﾘ"�

198 �#b� 買��� ��"�陶器肥前 (京焼コピー) 傅ﾉ���呉器形 �b� 迭��� �:yk飆H���IWI-ｹHﾘ*ﾈ��5h88�ｸ7h�ﾂ�密 �丶B�l/5 ��

199 ���� �� ����陶器　肥前 傅ﾈ萪�離縁 �R�12.7 釘�"�3.5 丶I-ｸﾛｹm｢�8�8���IWI���5��5�8ｨ�+Xﾘ)�B�密 �丶B�2/3 ��

200 ��S"� 儘�ﾂ� ����陶器　肥前 傅ﾈ萪�灘縁 �R�11.8 �� �:yk馮ﾂ位俛�-ﾘ-i%ｹYB�� 丶II"�1/5 ��

201 田#r� 幡ﾄ�� ��R�陶器　肥前 傅ﾈ萪�端反 �R� �� �:yk馮ﾂ� 丶B�l/16 ��

202 ��cR� 筈�� ��r�陶器　肥前 傅ﾈ萪�端反 �R�13.0 �� �:yk�5ｲ� 丶B�l/10 ��

203 田#b� 幡ﾆﾂ� ��r�陶器　肥前 傅ﾈ萪�端反 �R�11.2 �� 丶I��� 丶Hｨﾂ�l/12 凛3)Fﾂ�.噂ｨﾌ"��ﾂ�

204 田�r� 幡ﾆﾂ� ��r�陶器　肥前 傅ﾈ萪�端反 �R�11.2 �� 丶IIB� ��l/7 ��

205 塔2�139 幡ﾄ�� ����陶器　肥前 傅ﾈ萪�端反 �R�12.0 �� 丶I-ｲ� �8､II"�l/8 ��

206 田#�� 筈�� ����陶器　肥前 傅ﾈ萪�丸形 儘ふ"�11.4 �� ���m愛H､HﾞR� 丶B�l/12 ��

207 田�b� 幡ﾄ�� ����陶器　肥前 倅ﾒ� �R� 釘綯� 丶Hﾌ隗ﾈ*���.ｩYH5�5�8ｨ�+X��ﾛｹm｢� 丶HﾙR�l/5 ��

208 田��� 筈�� 辻�磁器　肥前白磁 偃�h萪�丸形 �b�9.0 �� �:yk靉�� 僮(､B�l/6 ��9�s��

209 田�r� 売����"� ��(�����陶器瀬戸・美濃 天窓 �5i?｢� �2�11.0 �� �59-ｲ�やや粗 僮(､B�l/6 ��

210 ��3��259 幡ﾄ�� ����陶器　瀬戸・美濃 �5i?｢� �"�11.8 釘紕�5.6 �59IH��5�5�8ｨ�+X富6ﾙmｨﾘ)�H��.｢ﾓr� �,�-X*(囃�2/3 ��
KlO 劔�Yw��劔凵怐@胴下半回転ケズリ 剴� 

211 �#�� 儘���S��� ��r�陶器瀬戸・美濃 大窯 傅ﾈ萪�端反 �"�10.4 澱���2.2 丶IIB�やや粗 丶II"�l/4 ��

212 田��� 薄ﾆﾂ� ��r�陶器瀬戸・美濃 登蕪(志野) 亊ｸ萪� ���11.8 �� �+y�顰2�やや粗 丶II"�l/4 ��

213 ��#"� 幡ﾄ�� ��r�陶器瀬戸・美濃 登窯(志野) 亊ｸ萪� ���12.0 �� �+y�鞏r�やや粗 僮(､B�1/5 ��

214 ��#B� 幡ﾄ�� ��r�陶器瀬戸・美濃 登窯(志野) 亊ｸ萪� ���12.0 �� �+y�馮ﾂ�やや粗 僮(､B�l/4 ��

215 ��S��257 幡ﾄ�� �#��中国青磁　龍泉窯 刧�� �� 迭�"� �� 佩�j�/����-�+ﾘ､B�l/8 ��

216 ��Cb�138 幡ﾆﾂ� ��r�中国白磁 (華南) 倅ﾒ� ��&2�10.2 �� �8扞[b�密 僮(､B�1/4 ��

217 ��R� 陪ﾄ�� �#��土師器 倅ﾒ�4ｨ8�8����5��� ��9.6 澱�2�2.4 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���A 冖�(9I"�l/3 ��

218 湯�166 幡ﾆﾂ� �#"�土師器 倅ﾒ�4ｨ8�8����5��� ��9.2 澱�"�2.5 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���B 硬質 石英少 �%y(9I"�1/2 ��

219 ��� 陪ﾆﾂ� �#��土師器 倅ﾒ�4ｨ8�8����5��� ��7.2 迭���1.9 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���B 硬質 石英少 冖�(9I"�完 ��

220 唐�261 幡ﾆﾂ� �#"�土師器 倅ﾒ�4ｨ8�8��5��� ��11.3 澱���3.0 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���ﾊ俛�-ﾘ6�6���鏈���A 冖�%xｨﾂ�完 �;yYH岔Kﾂ��ｨﾔR���Z��ﾚﾒ��

221 �#Sr� 幡ﾄ�� �#��土師器 僭B� 侘9�9¥B�11.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��褐粒など徽 冖險ﾂ�l/8 ��

222 �#SB� 幡ﾄ�� �#��土師器 倅ﾒ�4ｨ8�8����5��� ��7.4 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��A ��l/8 ��

223 �#S�� 幡ﾄ�� �#��土師器 倅ﾒ�4ｨ8�8��5��� �� 迭繧� �8ﾘ4�8ﾘ6�6�.ｩYH岔Kﾈ-h8�5�5�8｢�稲磯ﾒ倩Y���C 丶B�l/5 ��

224 �#S"� 幡ﾄ�� ����須恵器　珠洲 ��Sﾘ*ｲ���� ��� �� �5�5�4ﾂ�>��4x7(6�6�� ��Ij�/����-�+ﾘ､I�b� ��

225 �##R�154 -2 幡ﾆﾂ� ����土師器 �>�皷>r� ��35.6 �#偵��12.5 �8ﾘ4�8ﾘ6�6�;x岔��4x7(4�5H4x�6��6�愛�H��ﾒ�雲母・高温石 英など少 �8ｨﾂ�1/5 ���7俚ｸ��

226 �##b�152 幡ﾆﾂ� ����土師器 �>�皷>r� ��33.8 �#R綯�11.6 �8ﾘ4�8ﾘ6�6�;x岔Kﾈ4x7(4�5H4x�6��6���愛�H��雲母緻 ��l/5 ��

227 鼎"� 筈�� ����土師器 �>�皷>r� �� �#B��� �8ﾘ4�8ﾘ6�6�;x岔Kﾉ>�､�4ｨ4ﾉ?｢�魲愛�;yYI>�lｨ,亂ｨ*ｸ�8+�ﾚﾘ4��5H4r�雲母徽 俛Xｨﾂ�l/6 ��
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表6　遺構・層位別やさもの集計(観察表集録のみ)

肥前 劔劔瀬戸・美濃 劔剌� 滑 僣ｲ�京 �｢�(b��2�ﾌｲ�地 方 窯 偃ﾂ���在抱 剪� 国 儖Xﾖﾂ�
大窯 劔登窯 (遵房式) 劔劔皿 �>r��ﾂ�

I 儘��ﾓ"�Ⅱ �b�Ⅲ・ Ⅳ �r�Ⅴ 儻9k��1 �"�3 釘�1 �"ﾒ�

東 堀 埋 土 �(�S2� �� ��2 ���2 �� �� �� �� �� ��4 �� ��� 儻9k���

4 �� ���2 ���5 澱�2 �� �� ��2 �� ��� 唐� ��4 ��不明2 

12-15 ���1 �"�2 ���3 湯� ��1 �� ��� �� �� �2� ��1 �� 

SDO7 ��1 �2�.5 澱�8 湯�1 �� �� ��1 ��1 ��� 湯�2 ��9 ���不明1 

SDll 廃棄土坑 �� ��1 ��1 ��� �� �� ��2 ��� �� 釘� ��2 ��� 

小計 ���2 澱�10 ����18 �#r�3 ��1 �� ���5 ���1 �"� �#��2 ��17 �"�4 

14-2 ��� ��� �� �� �� �� �� �� ��1 �� �� �� 

17 �� �2� �� �� ��1 �� �2� �� �� �� �� ��� 

19 ��1 迭� ��� �� ��1 ��� �� �� �� ��2 ��4 �� 

20 �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �"� ��� 

21 �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �"� �� 

22 �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �"� �� 

小計 ���1 湯� ��� �� ��2 ��� �2� �� ��1 ��2 澱�4 �"� 

基 本 土 層 ��� �� �� ��� �� �� �� �� �� �� �� �� 儻9k���

2・3 SX29 ��� ��1 ��1 �� �� �� �"�2 �� �� ��� ��1 ��不明1 

4-2 ��1 ��3 ��3 ��1 �� �� ��1 �� ��� ��� ��4 �� 

24 ��1 ���1 �� �� ��1 �� ��� �� �� �� �� �� 

P46P54 SAO5 �� �� �� ��1 ��1 �� �� �� ��1 �� �� �� 

小計 ���2 ���5 ��5 ��2 ��2 �� �2�3 �� ���1 �"� ��5 ��2 

計 �3 迭�16 ��R�11 �#2�27 迭� 迭�1 ��7 唐�1 ���3 �"�30 釘�6 �#b�4 澱�

表7　芋川I氏館跡出土瓦観察表

図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�取 上 番 号 偬�7�&�5��刪笊ｨ名 ��ﾂ���残 存 率 囘�|｢�6ﾒ��劔�ﾈﾆ��Y[ivﾈ,�,x,ﾉ<�*R�備考 

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 劔長 径 �%｢�ﾆ��厚 さ 偬B�|｢�

1 宙��ﾖﾈ��{���� ��桟瓦 軒先平瓦 �� ��25.0 釘紕� 冕ﾙY�ｸｺｹ>���ｼｸ�Y8)��[h��ﾅ韆yw��現代 

2 �� 覆� ��桟瓦 軒先平瓦 �� �� 釘�"� 仂ｸ�Y8)��[b� 

3 �� 筈�� �"�桟瓦 軒先平瓦 �� �� 釘��� �5�6X-h8�5�5�8ｨｧｸ岔%ｸ8�5(6�6b�8)��[b� 

4 �� 斐�"� �"�桟瓦 軒先平瓦 �� �� 釘�"� �5�6X7x8�7�4ｸ4ﾈ��8�5(6�6h��8)��[b�第1赤ソプ直下 

5 �� �+T��S��� �2�桟瓦 軒先平瓦 �� �� �� �8�5(6�6h����8)��[b� 

6 ��210 粕��S���SX32 ��毅斗瓦 �� �� 氾�� �4(ﾈｨ��ﾛi%ｸ,��ﾈﾆ�鳧,ﾉ�I�ｲ� 

7 �##��220 陪ﾄ�� �"�丸瓦 �� �� ��綯� ��4ﾈ8｢�>��-h8�6�6h��鶴WIMr� 

8 ��350 薄ﾆﾂ�SX18 ��軒先丸瓦 �� �� ���2� 亂)9ilｨﾈx��4ﾈ8ｨ���ｨﾘr�5�6X6�5��� 

9 ��204 売�� ��丸瓦 �� �� ��繧� 忠>�､�5�6X7x8�6�6h��%ｹYH5�5�8｢� 

10 ��364 儘�ﾂ�SX18 ��丸瓦 �� �� ����� 宙､�5�6X7x8�7�4ｸ4ﾂ�>��4x7(6�6��%ｹYH4ﾈ8｢� 

11 ��207 241 儘���S���SX32 ��裂斗瓦 �� �� �"��� ��9lｨ-h8�6�6h��ﾛhﾊ�,�4(ﾈ｢�3点接合 

12 ��228 薄ﾄ��SX32 ��鬼瓦(?) �� �� �� 亰8ｪ(,ﾈ自YH*滴��,ﾉ{)�ﾈ,�.h.���ｪｩ[i�ｨﾘxﾚﾒ� 

13 ��208 儘���SX32 ��鬼瓦(?) �� �� �� ��(,i:�ｨﾌ)�ﾉII7弌(,倡y:ｨ,�.h.��4�5H4xﾚﾒ� 

14 �##��202 216 売��ﾔ���SX32 ��桟瓦 平瓦 �� �� �� ��4点接合 

15・ 16 �##2�##B�356 358 儘�ﾈ�S�"�SX18 ��不明 �� �� �"��� 儻9k���&il｣��苓ﾆ��大株・下り棟に関 係したものか1 面に円孔(径13.4) 各部品組合わせ 器面へラナチ 
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表8　芋川氏館跡出土石器・石製品観察表

図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�取 上 番 号 偬�7�&�5��剏ｭ 物 名 佛����残 存 率 ����ﾝ��法畳(cm.g) 劔屈性 

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 劔�+xﾆ��短径 舒ﾘﾘ"�委ｨ+2��重量 

1 �� 儘��� 釘�打製石斧 ��完 髭2�10.7 釘繧�2.0 ��#b�正面両側調整裏面一方向剥離 先端使用痕・磨滅上端磨耗痕 

2 �#Cb� �+S�(�S�2�SX24 ��叩石 �� �6��12.5 迭繧�4.0 鼎S��断面三角形の川原石利用両端に敲打 痕側面に付薄痕(炭化物) 

3 �#3r� 牌ﾆﾂ� 釘�石鉢 �� ��襪2�31.0 �� ��駁打成形内面使用により磨耗 底部欠 

4 �#3R� 儘��� ����石鉢 �� ��襪2� �� ��敲打意ケズリ成形底径16.7 口綾部欠 

5 �#32� 比��SDlO ��石鉢 ��1/3 ��襪2�12.0 ��7.2 ��三足、脚部　底径10.2 

6 �#3b�307 ��SDO5 冑I7��石鉢 �� ��襪2�11.6 �� �� 

7 �#3B� 覆� ��凹石 ��略完 ��襷ﾂ�11.4 ������5.4 ��ﾃ����平面円形断面隅丸長方形の自然轢一 部加工中央に四部底部平坦敲打 

8 �#CB�354 薄ﾆﾂ�SX18 ��磨石 �� ��9.0 ��5.8 ��ﾃ3#��自然円礫　全面磨滅 

9 �#3�� 幡ﾄ�� 釘�砥石 �2� ��襷ﾂ� ������9.5 ��長方体、自然石利用下半オレ、3面研ぎ 上端に切り出し時の切断痕凹石兼用 下端オレ 

上0 �#C��373 儘�ﾂ�SX18 ��砥石 ��� 盃B�5.7 �"縒�2.1 都��携帯用、4面使用1面使用回数少斜・ 横位使用痕 

11 �#C�� 晩�"�SX22 ��砥石 �2�完 �6��20.3 湯綯�7.9 �"ﾃs���六角柱体各面利用面端厳打 敲石薬用研ぎ面に使用痕 

12 �#3�� 比��SX44 釘�砥石 �2� 盃B� ����"�7.2 ��下端オレ上端切断痕(キリ) 長方体4面研ぎ痕 

13 �#C��195 陪ﾆﾂ�SDO7 ��砥石 ��� �6�� 迭�"�2.8 ��#B�板状直方体上端オレ下端と側面に切 断痕3面研ぎ面 

14 塔�� 儘��� 釘�砥石 �"� �6�� �� ��両端オレ荒砥用側面に切断痕両 面に使用痕 

15 �#C2�367 儘�ﾂ�SX18 ��石硯 �� �6ﾂ� 途縒�1.5 ��長方硯、背(裏)を図示側面キリ十ミガ キ背と側面の角は面取り海(池)・管 下半欠霊堂(陸)使用により湾曲 

16 都b� 筈�� �2�石硯 �� �6�� 途纈�2.3 ��海部縁一部欠　側面ミガキ 

17 都�� �+Vﾆﾂ� ���石硯 �� �44�� �� ��海の一部存　背欠 

18 �#S�� 筈�� 釘�石硯 ��1/3 �6�� ��2.5 ��海から陸の隅残背一部欠線幅 0.3cm 

19 都�� 陪ﾆﾂ� �"�石盤片 ��1/5 盃B� ��1.1 ��角面取り　側辺切断痕 

20 都r� 番�� �"�石盤片 �� �44�� �� ��海部背片　海部欠　角面取り 

21 �#CR�353 儘��"�SX18 ��石盤片 �� �6ﾂ� �� ��側辺研磨　剥離片　格子状の線刻 

22 塔B�37 陪ﾆﾂ� �"�石盤片 �� �44�� �� ��側辺細片背部分残ケズリ痕 陸部分欠側面斜め切断痕 

23 �� 番�� �"�石硯 �� �6ﾂ� �� ��海部のみ細片　掘り込鋭角　背面欠 

24 �� 幡ﾆﾂ� �"�石筆 �� ����5.2 ��0.5 �"綯�タテミガキ　下端ナナメに研磨 

25 �� 売�� �"�石筆 �� ����4.2 ��0.5 �"縒�タテミガキ　下端ケズリ 

26 �#C"� 儘��� 釘�温石(?) �� ��襷ﾂ�16.0 ��R�"�5.7 �"ﾃ����平面円形で板状の自然礫側面に剥離 痕全面磨滅全面に炭化物付着 

27 �#3��153 儘��� �#��五輪塔 空風輪 �� ��襪2�クも 二重: 18.5 兀r��r���23.3 途ﾃs���空輸ナナメハツリ十研磨(一部) 風輪タテハツリ十研磨(一部)墨書痕? 底径14.6敲打田状 

28 �#3"�239 儘���SX31 ��五輪塔 空風輪 �� ��襪2�14.0 ��"綯�14.0 �"ﾃ#���器面磨滅　敲打成形を基本　底径9.0 

29 �#S�� 幡ﾆﾂ� ��B�五輪塔 �� ��襪2�22.0 ��17.0 ��bﾃc���上辺に円形に窪み成形　水輪設置痕 
地輪 劔劔駁打成形 

30 �#3�� 閥�� ��B�五輪塔 �� ��襪2�17.0 茶�ゅb��10.5 ��敲打成形　側辺一部欠損　上辺に水輪 
地輪 劔劔設置痕(円形に赤褐、周囲スス付着) 

31 �#C�� 筈�� �8ﾉg�｢��r�有価 �� ��襪2� �� ��右側か正面縁に幅4cmの隆帯内側 平坦とし背面はガマポコ形破片のた め詳細不明 

32 �� 儘��"� ��建築石材片 �� ��襷ﾂ�37.0 �#r���12.5 ��木口に幅4-5cm奥行5cmの矢板痕が 5cm間隔にあり、木口及び上面にノミに よるハツリ成形他は破損 

33 �#Cr� ��PlO3 ��砥石 韮� ��襷ﾂ�20.0 ��偵R�8.0 ��板状礫、スス付着加工痕なし 金属先端研磨痕自然画に多数 

34 �#S�� 噺ﾄ�� ��B�粉挽き臼 上白 ��1/2 ��襷ﾂ�(30.0) �� ��側線部欠損6分割左まわり 副灘5目補給孔芯樺受口孔 挽き木孔 
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表9　芋川氏館跡出土銭貨一覧

図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�取 上 番 号 ��出土地点 刪笊ｨ名 囘�|｢�誡��剩�l 

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 剌c ���重量 

1 途� 陪ﾄ��SDO7 ����寛永通宝(古) �#B���24.0 �2���初鋳寛永13年(1636)公鋳 

2 ��2�237 儘���SDO7 ����寛永通宝 �#R���25.0 ��繧�背面「文」初鋳寛文8年(1668) 

3 �#ふ��267 �+S�"�SX23 ��寛永通宝 �#"繧�22.9 �"紕� 

4 �#�� 筏�"�SX28 ��寛永通宝(古) �#B�"�24.4 �"��� 

5 �3�� 筏�"�SX28 ��寛永通宝 �#"纈�22.7 �"�"� 

6 ��R�282 幡ﾆﾂ� ��寛永通宝 �#2�"�23.2 ��2���6枚銭差 

7 �3��52 �+Vﾆﾂ� 釘�寛永通宝(古) �#B�"�24.3 �"絣� 

8 鉄�� 磐ﾄ�� ��寛永通宝 �#R�"�25.2 ��繧�一部欠損 

9 鉄r� 疲ﾆﾂ� 釘�寛永通宝 �#R���25.2 �"綯�背面「文」 

10 �#�ﾓ��150 幡ﾆﾂ� ��B�寛永通宝(古) �#B�"�24.2 �"繧� 

11 �#�ﾓ"�150 幡ﾆﾂ� ��B�寛永通宝(古) �#B紕�24.5 湯纈�3枚接蕃 

12 ��B� 薄ﾄ�� ��B�寛永通宝 �#2���22.9 �"��� 

13 鼎R�100 �+T�� 釘�寛永通宝(古) �#B���24.0 �"�"� 

14 湯� 陪ﾆﾂ� 釘�寛永通宝 �#"�"�22.1 �"�2� 

15 迭� 陪ﾆﾂ� 釘�寛永通宝(古) �#B�"�24.1 �2�2� 

16 釘�33 陪ﾄ�� 釘�寛永通宝 ��22.4 ��紕�一部欠損 

17 ��b�322 幡ﾄ�� �"�寛永通宝 �#2絣�24.2 �"�"� 

18-1 �#2ﾓ�� 噺ﾄ�� ��寛永通宝(古) �#R���25.0 迭�"�2枚接薄 背面「文」銭差 

18-2 �#2ﾓ"� 噺ﾄ�� ��寛永通宝 �� ��

19 �#B� 噺ﾄ�� 釘�寛永通宝 �#2���23.4 ��絣�他に不明1 

20 �3��164 筏�"� 釘�寛永通宝(古) �#B綯�24.7 �2��� 

21 �3"�162 筏�"� 釘�寛永通宝 �#2紕�23.5 ��繧� 

22 �#b� 噺ﾄ�� 釘�寛永通宝 �#"繧�22.7 ��繧� 

23 �#r� 筏�"� 釘�寛永通宝(古) �#B�2�24.4 �2�2� 

24 田2� 閥�� ��寛永通宝(古) �#R���25.0 ��繧�試掘3 

25 �3R�314 陪ﾆﾂ� ����照寧元宝 �#B繧�24.7 �2�"�初鋳北来県寧元年(1068) 

26 鼎"� �+T�� ��寛永通宝(古) �#2纈�23.9 ��繧� 

27 �3��53 �+Vﾆﾂ� 釘�寛永通宝 �#"繧�22.7 �"繧� 

28 鼎��50 �+Vﾆﾂ� 釘�寛永通宝 �#B�2�24.3 �2��� 

29 鼎��51 �+Vﾆﾂ� 釘�寛永通宝(古) �#B���24.0 �"繧� 

30 鉄B� 斐�"� 釘�寛永通宝 �#2�"�23.2 �"縒� 

31 �3r� �+Vﾄ�� 釘�寛永通宝 �#2���23.0 �"紕� 

32 鉄b� 疲ﾆﾂ� 釘�寛永通宝 �#R�"�24.7 �"縒�一部欠損　背面「文」 

33 田"� 斐�"� �"�寛永通宝 �#"���22.3 �"�"� 

34 鉄"� 疲ﾄ�� �"�寛永通宝 �#B���23.6 �"紕� 

35 鼎��15 磐ﾆﾂ� �"�永楽通宝 �#B繧�24.8 �2�2�初鋳明　永楽6年(1408) 

36 �#�ﾓ�� 肇�"� ���寛永通宝 �#R���25.0 �2�"�背面「文」銭差 

37 �#�ﾓ"� 肇�"� ���寛永通宝(古) �#B�2�24.3 �"繧�銭差 

38 �#�ﾓ2� 肇�"� ���寛永通宝(古) �#2紕�23.2 �2絣�銭差 

39 �#�ﾓB� 肇�"� ���寛永通宝 �#2���23.2 �"紕�銭差 

1 ��Hll ��2 �;ｨ��旆�21.6 �#�纈�2.9 仗��2�

2 ��Hll ��3 �;ｨ��旆�27.8 ��6.4 仗��2�

3 ��Hll ��3 冖韭�Kﾉ�ｹ;ｨ旆�22.0 �#"���3.0 傀�))k韭�iD窿�ピ2尼�

6 ���"�Hll �4D��11 儻8����k�� ��0.5 �"�8ﾈy���

8 ��HlO ��2 儻8����k��24.0 �#B紕�1.7 儿Y���

10 ��工lO ��2 亅�侭,ｩ_3��24.1 �#2縒�2.4 �ｩYHﾈy���

11 ��工O7 ��1 儻8����k��22.9 �#"纈�2.6 儿Y���

12 鼎B�工12 ��12 儻8����k��27.0 �#r���2.1 儿Y���

17 ��J12 ��2 亅�侭,ｩ_2� ��1.0 ���(ｺﾘﾈy���

18 ��cr�Jll ��4 儻8����k��23.6 ��1.7 儿Y���

19 ��JlO ��4 亅�侭,ｩ_3��25.6 �#R絣�2.5 ��

22 ��KO8 ��4 亅�侭,ｩ_2�22.6 �#"繧�1.6 刧�ｼ��

25 ��KO8 ��4 亅�侭,ｩ_2�20.3 �#�紕�0.6 �ｩYHﾈy���

28-2 ��し12 �5�#2� 亅�侭,ｩ_3��23.9 �#B�2�2.5 ��

33 ��Kll ��4 儻8����k��21.1 �#����2.0 儿Y���

34 鼎r�しlO ��14 儻8����k��23.5 �#2�2�1.9 儿Y���

36 鼎R�しlO ��4 儻8����k��24.0 �#2纈�2.9 儿Y���

43 ��し12 ��4 儻8����k��22.7 �#2���1.3 儿Y���

44 ��しO9 ��3 亅�侭,ｩ_2偉2��23.9 �#B���1.9 刧�ｼ��

46 ��MO9 ��2 儻8����k��22.9 �#"纈�2.1 ��

47 ��M12 ��1 冖韭�自�ｹ;ｨ旆�23.0 ��3.5 ��

48 ��M13 ��4 亅�侭,ｩ_2� ��1.1 ���(ﾈy���

50 �#cb�MlO ��4 亅�侭,ｩ_2�21.8 �#"���1.9 ��

53 ��N12 ��3 冖韭�自�ｹ;ｨ旆�23.0 �#2���3.3 ��ﾈ,儻9k���

55 鉄r�Nll ��4 儻8����k��23.2 �#2絣�2.4 ��

58 ��Nll ��4 儻8����k��22.9 �#"纈�2.0 ��

59 ��Nll ��4 儻8����k��20.2 ��ゅR�1.7 ��

60 涛��NlO ��4 儻8����k��24.4 �#B紕�3.2 ��
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表10　芋川氏館跡出土金属製品観察表

図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�取 上 番 号 偬�7�&�5��刪� 物 名 佛����残 存 率 俤����法量(cm.g) 劔属性 

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 劔�+xﾆ��短径 舒ﾘﾘ"�委ｨ+2��重畳 

1 �� �+Vﾄ�� 釘�金銅製品 ��残欠 仞�;｢� �� ��銅製金箔張薄板 

2 �� �+Vﾄ�� �2�金銅製品 ��残欠 仞�;｢� �� ��銅製金箔張薄板 

3 �� 疲ﾄ��SX40 釘�銅製品 ��残欠 �;｢� �� ��薄板　歪みあり 

4 �#�"� 儘�ﾂ� 釘�銅製品 ��残欠 �;｢� �� ���"�薄板穿孔歪みあり図Nd5と重ねて 使用か 

5 �#�2� 儘�ﾂ� 釘�鋼製品 ��残欠 �;｢� �� �����薄板穿孔歪みあり図蝿4と重ねて 使用か 

6 �#�B� �+Vﾆﾂ� �"�玩具 サーベル ��残欠 �B� �� ��サーベル柄、鍔　おもちゃ部品片 

7 �#��� 陪ﾄ��SDO9 ��銅製品 ��残欠 �;｢� �� ��円環?銅板 

8 �#��� 幡ﾆﾂ� �"�耳掻 ��完 ���>r�10.0 ��0.3 �"���耳かきと　把手部からなり、歪みあり 

9 �#��� �+Vﾆﾂ� 釘�円粒 ��完 �;｢� ��0.6 ��繧�球形 

10 �#��� �+T�� 釘�鍋 ��略存 ��);｢�3.0 �"�"�1.1 ����2�刀装具　中央に刀身残 

11 �� �� ��小柄鞘 ��略存 ��);｢�8.2 ���2�0.5 ��2���中央に身欠あり 

12 �#��� 筏�"� 釘�煙管 ��片 ���>r� 茶�縒�� ��吸口片　蝋着痕 

13 �� 儘���SDO7 ��煙管 ��片 ���>r� �� ��吸口　煙管側欠　蝋着痕 

14 �#�R� 斐�"� 釘�煙管 ��片 ���>r� 茶�繧��0.4 茶"繧��吸口片、口付から煙管にかけふくらみ 

15 �#�r�163 筏�"� 釘�煙管 ��片 ���>r�(8.0) 茶�繧��0.4 茶"繧��吸口片口付から煙管側直線的蝋蕃 痕毛彫り菊花文 

16 �#��� 幡ﾆﾂ� 釘�煙管 ��片 ���>r�(6.0) 茶�����(0.5) ��吸口片　ふくらみ　蝋着痕 

17 �#�b� 噺ﾆﾂ� 釘�煙管 ��片 ���>r�(5.6) 茶�����(0.3) ��吸口片　ふくらみ　蝋着痕 

18 �#�2� 磐ﾆﾂ� 釘�円板状製品 �� �52�7.0 ��2.0 ��ッ�全面サビ　用途不明 

19 ��唐� 儘���SDO7 ��Y字状製品 �� �52�7.1 ��0.7 鼎�繧�鍛造　用途不明 

20 �� 斐�2� �"�輪状金具 �� �52�5.0 �"��� ���繧�用途不明　平面楕円鎖の-部か 

21 �#��� �+Vﾆﾂ� �"�頭巻釘 ��欠 �52�(6.7) �� 茶�綯��下端欠　サビ付着　断面方形　鍛造 

22 �#��� 粕�� �"�頭巻釘 ��下端欠 �52�(7.8) ��(0.6) ��断面方形 

23 �#�"� 晩�"� �"�頭巻釘 (丸釘) ��略存 �52�(9.0) ��(0.6) 茶�B紕��断面円形　大きく湾曲 

24 �#�r� 閥�� 釘�顕巻釘 ��欠 �52� ��(0.6) 茶r繧��断面方形　両端欠 

25 ��362 儘�ﾂ�SX18 ��筒形鉄器 ��欠 �52� 茶2絣��(0.2) 茶cr�"��用途不明　筒形 

26 ��361 儘��"�SX18 ��轡引手金具 ��略存 �52�14.5 �� 鼎r縒�径4cmの円環と長さ10.5cmの金具から なる風化著しい 

表1 1芋川氏館跡出土鍛冶関連遺物観察表　　　*法量短径(推定値)

図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�取 上 番 号 偬�7�&�5��刪� 物 名 佛����残 存 率 囘�|｢�6ﾘ��r��劔���ｲ�備考 

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 劔長径 �%ｨﾆ����9&丶�����ｩ&�>�ﾆ���厚さ 偬I|｢�

1 �#c�� 陪ﾆﾂ�SDO7 ��騙羽口 �� ��(6.9) (2.8) 茶"���� �委ｹ%ｹYH憺��,X5�8ﾘ486��2�ｮﾙlｨ5�6X-h8�6�6�� 

2 �� 儘��"�SDO7 ��騙羽口 �� ��(5.9) (2.3) �"��� �委ｹ%ｹYH5�8ﾘ486��85�6X-b�8�7�4ｸ4ﾂ� 

3 �#c��214 儘���SDO7 ��騙羽口 �� ��(7.0) (2.0) �"絣� 亶浦I]���5�6X-h8�7�4ｸ4ﾂ� 

4 �� 儘�x�S���SDO7 ��騙羽口 �� ��(6.6) (3.6) ��絣� �委ｹ%ｹYH5�8ﾘ486��2� 

5 ��湯� 儘���SDO7 虫$��r��鉄津(椀形) �� 澱繧�5.9 �"���59 �%兢�WI(R� 

6 �� 儘�r�SDO7 ��鉄津(横形) �� 湯���6.8 �2�"�151 �� 

7 �� 儘���SDO7 虫$��r��鉄津(横形) �� 途���7.1 �2纈�203 傅ﾉ����%��ﾙ|ｩWI(R� 

8 ��213 ��SDO7 ��鉄津(横形) �� 澱���5.1 �"���80 �� 

9 ��213 ��SDO7 ��鉄津(横形) �� 湯綯�5.3 �"絣�134 �� 

10 ��224 儘���SDO7 ��鉄津 �� 釘纈�3.5 ��綯�22 �59Zｩ�ﾘ*"� 

11 ��213 ��SDO7 ��鉄津(横形) �� 唐紕�6.8 �2���204 �� 

12 �� 儘�r�SDO7 虫$��r��鉄津(椀形) �� 唐�2�6.5 �"繧�181 �59Zｩ�ﾘ*"� 

13 �� 陪ﾄ�� �"�繍羽口 �� �� �� 亶浦I]�､�ｨ,ﾈ-ﾒ��Xﾅ陷ﾘﾏｲ� 

14 �� 牌ﾆﾂ� ��騙羽口 �� �� �� �59,959Zｩ�ﾘ*(蝿ﾏｹ]�58ｨﾙ(b�,偃h.異�-ﾈ.ｨ.�� 

15 �� 陪ﾄ�� �"�鉄津(横形) �� 迭綯�5.4 �2絣�113 �59Zｩ�ﾘ*(��ﾛｹWIMr� 

16 �� 牌ﾆﾂ� ��鉄津(横形) �� 迭�"�3.0 �"�"�32 �59Zｩ�ﾘ*"� 
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表12　芋川氏館跡出土木製品観察表　　○番号は樹種同定済み

図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�取 上 番 号 偬�7�&�5��剌博� 冏ｹ�X�Ym盈｢�樹種 囘��B�6ﾒ��剔ｮ性 儖Xﾖﾂ�

グリッド �(ﾕﾂ�層位 劔長 兀ﾒ�厚さ 

① 都R�335 筈��SD13 ��長床塑 ��8鰄ｭｹm��ハンノキ屈 ハンノキ亜屈 �� ��自然木の股木利用、塑床と翠柄をケズリ出し、両者の開き角度は60度 ��
で塑床表面は塑床先に向かいケズリ、翠柄より後部の翠床表面はや 
や丸みを持つ。衷面はガマポコ型。塑柄は20cmで上部は欠預、塑先 
は一都に欠韻見るが丸く整形。響床の厚さは14c皿、粗末による長 
床饗は類例が多いが、一木から詩形整形される翠は類例がない。 

(り �#B�334 筈��SD13 ��鍬 冑�｢�コナラ節 �3�絣�14.0 �2���風呂台先端はカマポコ状、刃床部(鉄製鍬先着装部)は湾曲し薄くケ ��

ズリ出している。風呂台の柄壷は7×2.5×2.8cmで穴はほぼ直角に開 

けられている。柄の装薄には楔で装着の角度を調整。風呂台表面は 
丁寧なケズリ仕上げ、袈面は使用痕の凹箇所が見られるが、先より 
6c皿の範囲には凹がないことから鉄の刃先の深さはその範囲と考え 
る。風呂台には刃先の装着用に表・袈共に斜めにケズリ出している 

③ 澱�262 儘�ﾂ�SDO5 �#��漆器椀 偬9m稲h.��トネリコ属 シオジ節 途絣� �2�"�高台一部欠損、外面黒漆塗り、休部立ち上がりわずかに残 ��

4 鼎b� 儘���SDO7 ����出物底 冑�ｩL"�針葉樹 �#b繧�9.0 ���"�3分の1残存、木口の一部炭化 ��

⑤ �3蔦2� 筈��SDO7 ����加工木製品 �,yh�｢�スギ �#�絣�3.4 ��長辺木口の一端部はやや厚く短辺木口は僅かに薄く加工され、先端 ��
は刀の切先状にケズル。上端欠掘、炭化痕あり 

⑥ 途� �+T�� ��硯 冑�｢�コナラ節 ��B絣�4.5 ��木製の硯　売品で残存状態が良い、海部・陸部も顕著に残り壁堂にス ��
リ痕跡、褒面に穿ち穴があり、携帯用硯か。 

⑦ 鼎�� 儘���SDO7 ����加工木製品 ��8鰄5�5�8ｨ�+R�ヤナギ属 ��偵R�5.3 �2紕�自然木を利用し上端から先端部まで扇状にケズリ先端部は5面とな ��
る。両端共ケズリ切断。樹皮が一部に残る 

⑧ �2�260 儘���SDO7 ����加工木製品 ��8ｸ�-ﾘ*�/�ｨH.��マツ属 ��R���2.5 ��縒�湾曲する木製品、外面はケズリ痕がある、断面台形、全体に炭化、用途 ��
複維管束亜属 劔不明 

9 唐�165 儘��"� ��r�柄杓底板 儉(�2�ヒノキ 湯綯� ��内面にヤリカンナのケズリ痕跡をとどめ側面木口も丁寧なケズリ仕 ��
上げ、底面の3分の1は著しく磨滅、端部がわずかに欠掘する。 

⑲ �3蔦"� 筈�� ��"�木製品 偬9m稲h.��スギ 釘���2.5 ��小破片で湾曲面から鉢様詩形の部分品とも推定される、器内外面に ��ログロ引き痕跡らしさケズリ段がある、口唇部分も外面を薄くケズ 
リだしている鉢ものの口縁破片か 

11 鉄��302 儘�ﾂ� 冏�>��木製品 儺���針葉樹 ��"繧�1.7 鳴紕�両端部にケズリ痕、角状の加工された樺、用途不明　上端は丸み帯び ��
ている下端はオレ 

12 鉄b� 噺ﾆﾂ� �#"�曲物 ��不明 唐綯�0.8 ��絣�線刻・ケズリ ��

13 �3蔦�� 筈�� ���� ��針葉樹(スギ) 迭綯�3.3 ��上端にケズリ加工が見られ、下端は欠掘　小破片で用途不明 ��

14 田�� 幡ﾄ�� ����劇物 儉(�2�針築樹(スギ) ����"�3.0 ��出物側板の破片、表面に鋸歯状の刻線がある ��

15 ��"ﾓ�� 儘��� ����板 儉(�2�ヒノキ ���紕�4.1 ��小破片、釘穴が見られ用途不明 ��

16 ��"ﾓB� 箔��� ����木製品 儉(�2�ヒノキ 澱縒�2.l ��紕�売品で両端部に楔型に挟りが入り、上下に2個並列の釘穴がある。 ��
用途不明 

17 都B� 筈�� ��柄杓の柄 册��2�針葉樹 �#b���2.0 ���2�先端部欠損。ケズリ。断面長方形 ��

18 鼎2� �+Vﾆﾂ�SAO5 冑I7��柄杓の柄 册��2�不明 �#"絣�1.7 ��紕�小型の加工品で幅の細い板状でケズリ。先端のケズリ・摩耗、他の物 ��
掘方2 劔劔に差し込むことを意図したもの。上端オレ断面長方形 

⑩ 鼎�ﾓ�� 陪ﾄ��SDO7 ����不明 儉)m｢�クリ �#"���3.7 �"縒�正面左端に矩形の切り込み、残存部3分の1から薄く模型に削られて ��いる、断面長方形、建築用材か、 

⑳ ��C�� ��SDO7 ����割り板材 冑�｢�コナラ屈 �#偵R�5.0 ��断面長方形で板状、両端オレ、各面割りのまま、長辺1面に7か所の穿 ��コナラ節 劔ち穴、表面に小判型の打ち込み痕多数　加工台に再利用か 

21 ��"ﾓ2� 儘����SDO7 ����削屑 儉"� 釘���3.5 ��上下端部に同方向からチョウナのケズリ痕、木材加工に伴う削屑 ��

22 ��"ﾓ"� 儘���SDO7 ����別居 �� �2���2.5 ��上下端部に同方向からチョウナのケズリ痕、木材加工に伴う削屑 ��

23 ���2� �+T��SEO2 ��板材 �� �#偵��4.0 �����丁寧なケズリ痕　左端切断痕　他はオレ ��

⑳ 鉄�� 儘��� �#��枝 ��8鰄ｭｹm��クリ �#"���0.9 ��繧�木の枝　樹皮がある　左端斜めに切り落し痕、右端部は欠損 ��

⑳ ��3"� 幡ﾄ�� ����杭 ��8鰄ｭｹm��クリ ��"�2�7.6 澱���先端部1面を自然画とし直行する2面をやや鈍角にケズル、先端部の ��
み残 

26 都�� 筈��SDO7 冩)����ｩ>��削屑 ��針欒樹 途絣�5.4 �"���上下端部に同方向からケズリ ��

27 田�� �� ����削屑 ��針欒樹 迭���3.6 �����端部内面に段差のあるチョウナ痕 ��

⑫ 鉄2� 閥�� ��杭 ��8ｸ�5�5�8ｨ�+R�スギ 澱絣�2.1 ��先端部残、4面を鋭く鋭角にケズル ��

⑳ 鉄�� 閥�� ��杭 ��8鰄ｭｹm��マツ属 複維管束亜属 唐纈�2.1 ��絣�先端部4面丁寧なケズリ ��

⑳ 鉄��295 儘��� ��杭 ��8鰄ｭｹm��イヌエンジュ ����"�1.7 ��絣�先端部2面ケズリ ��

⑪ ��3r�296 買�"�AorB ��杭 ��8鰄ｭｹm��クリ ��偵��6 ��先端部のみ残存、ケズリ ��

⑫ 鼎�ﾓ"� 陪ﾄ��杭列A ��杭 ��8鰄ｭｹm��マツ属複維管 束亜属 ��R絣�4.5 釘���先端部のみ残存、鋭角に5面ケズリ �4D��

⑫ ��3b� 陪ﾄ�� ��杭 ��8鰄ｭｹm��マツ屈 複維管束亜属 ��b纈�6.9 迭�2�先端部のみ残　3面ケズリ ��

⑳ �3r� 比�� ��杭 ��8鰄ｭｹm��カラマツ ���紕�2.5 �"絣�先端部残　4面を鋭角にケズリ、樹皮残 ��

⑮ ��#�� 陪ﾆﾂ� ��杭 ��8鰄ｭｹm��マツ属 複維管束亜属 ��r綯�3.3 �2�"�先端多面からケズリ、樹皮残　上端オレ ��

⑮ ��#r�285 筈��B ��杭 ��8鰄ｭｹm��クリ ��r縒�3.2 �2���自然木で芯持材の先端部を4面から鋭角にケズリ円錐状となる、樹皮 ��一部に残存 

⑰ ��#��287 筈��B ��杭 ��8ｸ�5�5�8ｨ�+R�マツ属 ��"紕�3.6 ��割り材を柾目取り1面を丁寧なケズリ調整し他面は剖面、先端部 ��
複維管束亜屈 劔を鋭角にケズリ、先端部一部オレ、建築材の再利用か 

⑱ ��3��304 買�"�AorB ��柱材 ��8鰄5�5�8ｨ�+R�コナラ属 コナラ節 ��b縒�4.9 �2���長方形製材し、端部1面鋭角にケズリあり、腐食が強い、側面にケズリ ��

⑳ �����276 儘����B ��杭 ��8鰄ｭｹm��クリ 鉄R絣�8.0 途繧�自然木先端ケズリ、楔状　あるいは建築材か　上部腐食 ��

⑳ �����293 陪ﾆﾂ�AorB ��杭 ��8鰄ｭｹm��マツ原 核維管束亜屈 �32�"�6.2 澱�"�自然木の先端多面からケズリ　樹皮僅かに残る ��

④ ��3�｢�ﾂ� 陪ﾄ��B ��杭 ��8鰄ｭｹm��クリ 鼎偵��12.8 途繧�自然木上端のみが残存　斧による切断　一部に炭化痕　断面楕円 ��

⑫ ��#��273 陪ﾄ��A ��杭 ��8鰄ｭｹm��マツ屑 複維管束亜屈 鼎R繧�4.5 �2纈�先端一部残ケズリ痕あり、樹皮なし　上端欠 �4D��

43 ��SB�289 筈��B ��杭 ��8鰄ｭｹ��� 田b紕�4.0 ��樹皮一部残 ��

⑭ ��#R� 儘��� ����杭 ��8ｸ�5�5�8ｨ�+R�マツ属 複維管束亜屈 �#b�5.3 迭�断面は長方形、先端部4面ともチョウナによる丁寧なケズリ ��

㊨ ��32�274 買���A ��抗 ��8鰄ｭｹm��カラマツ �&ﾂ紕�4.0 �2綯�自然木先端部を3面から鋭いケズリ　上端欠 �4D��

⑯ ��#2�298 儘��"� ��杭 ��8鰄ｭｹm��カラマツ �#r���6.1 釘�2�自然木先端部3面ケズリ　上端欠 ��

⑰ ��#b�280 幡ﾄ��B ��杭 ��8鰄ｭｹm��クリ �3"繧�3.8 �2絣�広築樹、残存上部に樹皮が残る、先端部6面ケズリ　上端欠 ��

⑳ ���B�144 筈�� ��杭 ��8鰄ｭｹm��コナラ属 �3ゅ2�7.1 迭���自然木上端斜めにケズリ側面僅かにケズリ上端部の一都に樹皮、残 ��
コナラ節 劔存下部は風化が強い 

⑲ ��#B�250 儘��� ��杭 ��8鰄ｭｹm��クリ �#r繧�6.0 迭���自然木先端部多面からケズリ　上端部はオレ　樹皮炭化痕 ��

⑳ ���b�272 陪ﾄ��A ��杭 ��8鰄ｭｹm��マツ屈 �#b纈�7.5 澱紕�自然木先端1面を鋭角にケズリ落し、その両端を調整ケズリ、樹皮な �4D��
複雑管東亜屈 劔し 

5工 曝4x4��283 幡ﾄ�� ��杭 �� 鼎2���5.8 ��先端ケズリ、割り材使用 ��
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E 事
出土地点 法量(cm)

グリッド遺構層位
器種 木取・木目 樹種

長 概 厚さ
属性 備考

@ 134 109 杭 芯持丸木 見ギ 39 3.8 旦3自然木先端部を多面ケズリ、全体に樹皮晶る 上端欠
@ 122 292 H11 AorB 杭 芯持丸木 モモ 33.3 4.3 3.2自然木先端部多面ケズリ 上端部3分のl風化腐れ
@ 115 303 H12 AorB 杭 芯持丸木 9') 48.0 5.0 5.0自然木先端多商ケズリ 上端部炭化痕オレ
@ 121 297 H12 AorB 杭 芯持丸木 タリ 印'.4 5回目 4.7自然木先端部多面ケズリ 金体に炭化上端オレ

@ 451 299 H12 AorB 杭 芯持丸木 コナラ属節
コナラ

54.0 7.0 6.5自然木先端部4留から鋭角にケズリ、イ宇都の半分に樹皮残る

@ 144 L12 掘5A:方051 柵 芯持丸木 クリ 13.0 20.5 底部のみ残存、内部I土腐食、伐同後底部調整ケズリ

@ 148 L11 掘5A:方05Z 柵 芯持丸木 クリ 23.0 19.9 19.0 内部腐食により空洞、底面丁寧に器面倒盤、断面は円形、底部のみ残

@ 145 301 I11 B 杭{柱) 芯持丸木 タリ 32.8 13.4 10.6 断面円形、上端部およぴ側面腐、底面は水平なキリ痕(鋸挽)

@ 149 Iω 柱 芯持丸木 タリ 34.0 13.5 13.0 断面I土円形、よ端腐食、底部ケズリ、樹皮が残存部3分の2の全面に残る

@ 146 300 I11 B 枕(柱) 芯持丸木 クリ 19.4 11.0 日5上状端態及良好び内面腐食、底部1:1:伐倒後に斧による平商整形樹皮なL、残存

@ 147 Mω 掘5B方OBl 柱 芯持丸木 クリ 15.5 13.8 13.3 側鯛盤面に側7面寧丁な寧ケなズケリズ飼輩リ、端商I土斜i立(3分勾配位}にうrズリ、平担に P.47 

@ 150 Kω P.46 桂 芯持ケズリ出し 9') 30.0 17.1 15.8 断ズ面リ、は底楕部円の形み、残上存端、部側は面腐タ食テ、ケ底追'111Jま芯に向かい鋭角に2方向からケ

@ 151 305 110 B 杭(担，) 芯持丸木 クリ 60.0 21.9 21.0 底円部形Iま削斧で平商に丁寧な整形が見られ側面ナテケズリ、断商長楕

@ 153 Lω 劃り板 板目 クリ 74.6 13.0 12.0 建築用材の残存部分(背ガ被〕か、底部に伐倒の斧キリ痕晶り

-57-



85
.7
∞
 

I N -
-
印 g

85
.6
20
 

庫 裡

妙

本
編

堂
寺

¥
 ¥、

r

，
~
-
-
〆

、
，

〆
，
~

4〆〆， ノ

j i g -

85
.5
80
 

¥
一
一
一
一
一
_
/

発
掘
全
体
図

第
6
図



上層図⑤　H=539.00m
A --〇一一-------〇一-喜一臆臆

Hこ539.00m
一一一一一一一一C’

土層図③　H二539.00m

B‾
12　　　　　　13

20へ、、、一、¥←、、　命∪
、、へ、、、へ、-二審1

¥、¥　22
¥-　-____/

23

28

8　　　　4

16

、¥地輪29

ロ
ト
」--¥

¥

」　」　_-」!

4　黄色土混黒褐色砂質土

B’ 5　黄褐色砂質土

6　砂礫少量混黒褐色土

7　黄褐色砂質土
“ 14-2　　　　8　黒色土混黄色砂質土

9　賞色砂質土

10賞褐色粘質土

11青黒色砂礫土

12青黒灰色砂礫土

13黄色土混黒褐色粘質土

14黒褐色粘質土

14-2　黒褐色砂質十

第7図　下層遺構(中世)発掘図(1二100)
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15　赤褐色上(第2赤ソブ)

16　礫混黒褐色精算土

17　音黒色砂礫土

18　砂礫少量混帝葉色粘質土

19　青黒色軸質土

20　青黒色粘質上(有機物多量混)

21音黒色砂礫十

22　請灰色精算上

23　菅灰色砂質士

26　黒褐色砂礫土

27　賞色砂質士

28　音灰色粘質十
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第8図　柵列SAO5 (1二50)

4　黄色上混黒褐色砂質土

14黒褐色粘質土

14-2　黒褐色砂質土

15赤褐色土(第2赤ソブ)

16礫混黒褐色粘質士

17青黒色砂礫土
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4(15)赤褐色土(第2赤ソブ)

5　　青黒色粘質士

6　　砂混青黒色粘質土

7　　音黒色砂質土

8　　礫混青黒色粘質土
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H二539.50m

1表土(撹乱)

2　黄褐色粘質土
4・4-2　黒色砂質土(第2次整地層)　15赤褐色土(第2赤ソブ)  14葛2　黒褐色砂質土

9　黄色砂質土

3　赤褐色土(第1赤ソブ)　12青黒灰色砂礫土

土層図㊧)　H二539.50m

24黒色土混黄褐色砂質土(第1次整地層)

29黄色土混黒褐色砂礫層

H二539.00m

田

園

1砂利・コンクリート層(造成)

2　黒色粘質土

3　黒褐色粘質土

4　黄色粘質士　: 6(15)赤褐色粘質土

5　黒褐色砂質土　　7　　青黒色粘質土

第12図　土層図②・⑭・⑫ (1:50)

1黒色土混黄褐色土

2　黒褐色砂質土

3　砂混黄褐色粘質土

1

第14図　溝SDO9.SD13、杭列A・B (1二80)
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土層図(り
Hこ539.00m

3　赤褐色土(第1赤ソプ)

5　黄褐色砂質土

6　砂礫少量混黒褐色土

9　黄色砂質土

10貰褐色粘質土

工l-1礫混黄褐色粘質士

1l-2　青黒色砂礫土

0

17　青黒色砂礫土

18　砂礫少量混音紫色粘質土

19　青黒色粘質土

21薄紫色砂礫土

25　小磯混紫色土

26　紫褐色砂礫土

27　発色砂質土

2m

第17図　溝SDO7 (1 :50)
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SX18

A H二538.80m

8　15　84　10　26

A H = 538.80m

旧劇

28　52

●　陶磁器・土器

▲　瓦

○　石製品

l　金属製品

85,626

SX20

A H = 538.80m

A H = 538.80m

44　　　11

第18図　腐葉土坑SX18・20・31 ・32 (1 :20)
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SX32

SDO7

¥土5

第19図　中世一近代の陶磁器・土器(1) (1 :3)
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第20図　中世一近代の陶磁器・土器(2) (1二3、 1 :4)
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SX36

整地層・包含層

SAO5

掘方2

P.46

田園
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第22図　中世一近代の陶磁器・土器(4) (1二3、 1 :4) 2層(92へ96・113・120) 4・4-2層(第2次整地層) (97へ/109・122・124)

24層(第l次整地層) (114・115・11′7・12l・125) 14・14-2層(110-112・

116・118・119・123) 19層(126)
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第23図　中世一近代の陶磁器・土器(5) (1 :3) 1-3層(129-131・142・144・150へ153) 4・4-2層(127・128・132-14l・143・

145へ149)
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第24図　中世一近代の陶磁器・土器(6) (1二3、 1二4) 2層(156へ158・163・165・173) 4・4-2層(155・161・162・164・166へ

170・ 172) 12層(154・159・160・ 171)
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第25図　中世一近代の陶磁器・土器(7) (1 :3、 1 :4) 4層(184・192へ196) 12・14・15層(174へ183・188へ191) 19層(185・

186)
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第26図　中世一近代の陶磁器・土器(8) (1二3、 1二4) 12/-15層(198・201・208) 17一二_9層(197・199・200・202へ207・209へ・

214 ・ 216 ・ 224-ノ227) 20ペイ22層(2ニし5 ・ 217-223)
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第28図　石器・石製品(1) (1二3、 1 :4) sDO5 (6) SDlO (5) SX18 (8.10) SX22 (11) SX24 (2)他整地層・包含層
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(伝)願生寺跡



例言

1.本書は「中山間地域等直接支払い事業ため池造成」に伴う i(伝)願生寺跡」の埋蔵文化財発掘調査報告書

である。

2.使用した地図は国土地理院発行の25.000分の 1(使用許可基準範囲内)、飯綱町全図2，500分の lをもとにし

た。

3.発掘調査の測量は簡易遣り方実測法で実施した。なお国家座標は世界測地系である 0

4.発掘調査及び報告書作成にあたって以下に業務委託または協力を得た(敬称略)。

-飼岡町中山間地域等宜接支払い事業上平出支部長原田善美

-測量 (株)共栄測量設計社

-人骨鑑定京都大学名誉教授茂原信生

-調査地隣地出土五輪塔撮影高野智彦(所有者)

5.報告書作成にかかる作業分担は下記のとおりである。

遺物整理・注記一峯山真由美 石器実測・トレース一小柳義男 土器ほか実測ー横山かよ子

土器トレースー富岡鹿子 遺構図トレース・レイアウトー横山・富岡・柳樺まち子

6.執筆は第1-3章は横山が第4章は笹i新告が分担した。

7.本書の編集は横山が行い、笹揮の校聞を得た。

8.遺跡の記録類、出土遺物は飯綱町教育委員会が保管している。

凡例

1.遺跡名は i(伝)願生寺跡」とし、記号は iGSJとした。これは牟礼村遺跡詳細分布調査報告書 (2000)記

載「願生寺跡」名の変更に伴うものである。

2.遺構記号は以下のとおりである。

SA:柵列 SB:掘立柱建物 SK:土坑

3.遺構・遺物の実測図の縮尺は概ね下記のとおりである。

全体図 1: 200 掘立柱建物・柵列 1: 80 土坑1: 40 火葬施設1: 20 火葬墓1: 40 

石器1: 2・1: 3 土器1: 4 土器拓影1: 3 砥石1: 3 とした。

4.遺構実測図において転石帯、焼土、炭化物、灰の検出部分はアミ掛けで表した。

5.遺物実測図において須恵器、珠洲の断面を黒塗り、黒色土器の内面、灰粕陶器の断面をアミ掛けとした。
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第1節調査に至る経緯

第1章調査の概要

第l節調査に至る経緯

上調査の目的と調査に至る経緯

平成21年度中山間地域等直接支払い事業により、飯綱町大字平出字上平出1764-2番地において農業用ため池

造成を行う旨、飯綱町上平出支部から飯綱町教育委員会に遺跡照会があった。この場所は遺跡の概要がわかって

いないまでもまさしく願生寺跡とされている場所であることから 9月四日に試掘調査を実施した。その結果土師

質土器を伴った小穴が検出され、本調査を実施することとなった。

2‘調査体制

( 1 )発掘調査(平成21年10月 l 日 ~11月 20 日)

調査主体者 飯綱町教育委員会教育長 相淳書

事務局 教育次長 長津照和

生涯学習担当企画員梨本克裕 生涯学習担当主査小山丈夫

産業建設課主査久保田和祐

調査団長 飯綱町埋蔵文化財調査整理特別指導員 笹津浩

調査担当者 飯綱町埋蔵文化財調査整理指導員 横山かよ子

調査補助 飯赤岡町埋蔵文化財調査資料整理員 高山いず美

発掘調査協力者小林はる江小林美枝子原田敦子原田光子平井利幸山科情実

( 2)整理作業(平成24年)

飯綱町埋蔵文化財調査整理特別指導員 笹淳浩

飯綱町埋蔵文化財調査資料整理指導員 横山かよ子

飯綱町埋蔵文化財調査資料整理員 峯山真由美
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第l章調査の概要

第2節調査の方法

1.調査の方法

遺跡範囲周囲の地区割りを任意に設定した北西隅X=80.591、Y= -23.591を起点として大々、大、小地区に

設定した。 I~N地区の大々地区 (200x 200m) に区画しさらに大々地区を A~Y の25区画 (40x40m) して大

地区とした。その大地区を40区画 (2x 2 m) し、小地区(グリッド)とした。小地区は起点を北西隅として南

北に 1~20、東西に A~T の記号を付した。基準杭設定は業者委託((株)共栄測量設計社)とし東西方向に2

点南北方向に3点を設置した。それらを基準としてグリッド杭を設定した。よって、調査地はIJ. IOの両区に

またがる。尚、 BMはX= 80，506 Y = -23，426 (世界測地系)、日=623.219mである。遺構は基準杭をもとに

簡易遣り方で測量した。転石帯部分についてはトレンチ調査とし、それ以外の巨石などは移動可能な限り石下部

を調査した。

2.基本土層

月見川のー支流左岸南北方向の山腹一帯には小規模な扇状地が並ぶいわば複合扇状地である。各扇状地は浅い

谷で区切られー支流の侵食面とは段差となり、各小扇状地はなだらかに傾斜をした舌状台地の観を見せる。(伝)

願生寺跡はその扇状地末端にある。

基本土層はI層~百層からなる。 I層は表土で、20cm、耳層は黒色土で、14cm、E層は黒褐色粒子を含む黒色土

で30cm前後、 N層は漆黒色土で、15cm前後であるが扇端部は厚くなる(厚さ未確認)0V層は黄褐色ブロックを

含む漸移層で百層は地山である黄褐色粘質土(ローム層)である。

小扇状地の中央部分は転石帯があり径2m前後の石塊とともに多量の安山岩の角礁からなる礁層がある (F~

M、 18~20) 。上方からの押し出しによるもので\基盤層にも場所により角離を含む。この転石帯の北側はN層

(漆黒色土)が台地末端ほど厚く堆積し、大部分の遺構がここに集中する。

扇状地の現状はこうした角礁を乱積した石垣や集石を等高線に沿って組み、 3~4段の平坦部を造作し、今日

果樹園としている。しかし調査の結果では、平坦部はゆるく傾斜し整地はほとんど実施してない。調査地はその

平坦部の最下段であり、 2段上方の平坦部でl組の五輪塔が出土したという(矢野恒雄1997)。

j 調査日誌(抄)

平成21年 (2009)

10月l日(木)~4 日(日)表土剥ぎ(東南~西北方向)。

10月5日(月)発会式。調査地北側から調査開始。グリッド設定および杭打ち。

10月6日(火)西側検出 (I. J 列)。ピットが11基検出。土師器、黒色土器、須恵器蓋片など少量と砥石出土。

10月7日(水)調査地南半分の転石帯にトレンチ l、トレンチ4を設定し、重機により表土剥ぎとグリッド設定。

トレンチ4は地山までの表土は浅い。台地先端 .N列調査範囲を拡大、重機で表土下を掘り

下げる。

10月9日(金)磯群下層の検出。グリッド杭の補充設置。矢野恒雄氏来訪。

10月13日(火)I~L (12~15) M~N (14~15) の遺構検出。
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10月四日(金) トレンチ3の南北の土

層調査。

10月20日(火)精査L-N(12-16)、

P.21-P.23、P.25平

面実測。火葬施設に

長軸・短軸に十字に

サプトレンチを設定

し掘り下げる。

10月21日(水)ピット掘り下げ。矢野

恒雄氏来訪。

10月22日(木)G (15-17)の調査範

囲を拡張し P.40-

42を精査。 P.25 

(SK05)、土坑SK01

を掘り下げ。火葬施

設のプラン精査。

骨-炭・灰を残して

掘り下げる。ベルト

の土層観察。 P.47を
第1図

掘り下げる。

10月23日(金)ピット掘り下げと写真撮影。火葬施設サプトレンチ土層図作成。

10月28日(水)SK01の土層園、平面図作成。

10月30日(金) トレンチ3拡張部分精査。 L-N'12-16検出。

第2節調査の方法

11月2日(月)トレンチ3拡張部分精査、写真撮影。火葬施設平面図作成。 L-M.12-15遺構検出。

11月4日(水)火葬施設の人骨取り上げ。 P.55、P.58掘り下げ。

11月6日(金)火葬施設土層図作成後、掘り下げ。 L-M.12-15遺構検出。 SK04土層図作成。

11月7日(土)SK02土層図作成。 L-M.12-15遺構検出。清掃、全体写真撮影。 SK04掘り下げ。

11月9日(月)大石を除き下層を観察。柱穴検出作業、 1(17-18)。平面図1-N'14-16作成。縮尺1/200

SK04清掃、写真撮影。

11月13日(金). 15日(日)調査範囲南北壁・東西壁の土層観察と写真撮影。

11月16日(月)甫北東西の土層図作成。 P.46を半割し埋土の観察と作図。

11月17日(火)降雨。地形50cmコンタ測量。柱穴半割。

11月四日(水)全体図作成。掘立柱建物の新たな柱穴検出作業G-1'12-170 

11月四日(木)掘立柱建物の新たな柱穴検出作業G-I.12-17。新しいピット P.66-70を全体図に記録。半割

したピット P.09・P.11・P.l4の断面図作成。

11月20日(金)最終確認。調査終了。
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第2章遺跡の環境

第2章遺跡の環境

第1節 遺跡の位置と歴史的環境

1 .遺跡の位置

(伝)願生寺跡は長野県上水内郡飯綱町大字平出字上平出にある。

平出地籍は飯綱町南端にあり、書山山系で長野市若槻と、豊野丘陵で豊野町に接し、 書山境を水源とする月見

川が作った浅い谷間の平坦地とその背後の山境からなる。(伝)願生寺跡は月見川支流の左岸に開折された山腹

上に立地する。月見川自体は背後の山境が小さいために水量も少ない小河川である。現在この水系沿いの谷地地

形には棚田利用の水田耕作が、そして周辺の山腹にはりんごや桃などの果樹栽培が行われ、桃栽培による丹霞郷

第 2図 (伝)願生寺跡位置と周辺の遺跡 (1・25，000)
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第l節遺跡、の位置と歴史的環境

は春の景勝地となっている。しかし月見川の用水だけではこの地域の農業経営には不足のため、ため池が平出地

籍だけでも40ヶ所にも及ぶ。今回調査の起因となったため池造成もこうしたこの地域特有の農業経営に起因する

ものである。

2.歴史的環境

平出は北国街道沿いに発達した集落であり、善光寺平から越後へ抜ける交通路上の要地のひとつである。古代

には東山道から分岐し、越後の国府に抜けるいわゆる延喜の官道が通り、中世ーでは矢筒城下(表町遺跡)を経て

平出地籍を通り、白坂峠から豊野宿を経て長沼城に至るjレートから、江戸時代以降は若槻を経て善光寺に至る北

国街道が整備されるに及んで平出集落は一層の発展を遂げる。

このように平出地籍は信越聞の交通の要地として地域史形成に深い関わりがあるが、これは先に述べた平出地

籍の位置と地形が深く関わっている。

平出地籍の遺跡は少なからずこの地域の性格を反映している。 5世紀代のこの地方唯一の前方後円墳である庚

申塚古墳は叩き目文を持つ埴輸を配置していることで著明である(小柳1994)が立地位置が峠の位置にあること

でも注目される。また善光寺平古代窯業の一大生産地帯である醤山古窯祉群があり、前高山古窯壮支群(笹浮・

原因-佐藤-小林1986)、上ノ山窯杜(小柳1992)、家岸遺跡(横山1998)がある。これらの窯で生産された須恵

器は延喜の官遣を下り善光寺平へと供給されたのであろう。

戦国期における誓山城(矢野1997)もまた甲越抗争の中で書山山頂に構築された山城で、平出地籍に所在する

意義もこうした視野のなかで理解できる。

(伝)願生寺跡南東にそびえる誓山は南側と東側の斜面は急峻であり、自然の要害となっている。 111頂は長野

市と境を分け、本丸から南は長野市地籍となる。飯綱町地籍の北側は緩やかな斜面となり、竪堀、横堀の遺構が

確認できる。この書山城は16世紀中頃の信濃の領地をめぐ、つての武田氏・上杉氏の攻防に利用された。警山の名

前が出てくる文書に『岩船文書.1(r信濃史料.112巻)がある。それには

「永禄七年九月五目、直江実綱、堀江宗親、・岩船長忠ヲシテ、武田信玄の軍に備へシメ、併せて水内郡旭日等

ノ敵情ヲ探1)、之ヲ報ゼ、シム…敵もと〉り山江小旗四五本二市毎日致武具由候…」とある。これは直江実網が堀

江宗新と岩船長忠を武田寧に備え、水内郡の敵情を通報させた文書であり、武田氏の利用が確認でき、それまで

の書山城主は上杉氏と関係深い人物であったことがわかる。

警山城主については『大高山願生寺(平出願生寺直系寺、現新潟県新井市真宗大谷派願生寺)年歴』に ii可中

島合戦の時、人世祐賢は法師武即平出入道と名乗り、警山城主として手兵を率い上杉軍に属し戦功を樹て各種の

恩賞を受け、謙信の望みにより警山城を譲り黒川袖ノ山(東黒川袖組願生寺跡あり)に移り」との記述があり、

ここから上杉謙信以前の城主は願生寺であると矢野恒雄氏は推考している(矢野1997)。

平出の名の初出は寺伝では牟礼本町の詮念寺蔵の『方使法身尊形Jの裏書に「実如 月日 坂東信州 口口

郡平出願生寺願主祐賢」とあり、永正年間 (1504~1520)か、大永年間 (1521~ 1527)のことである。文献

上では、天正10年 (1582)上杉景勝朱印状案知行方之覚で「百貰文嶋津領平出」とある (1969r信濃史料』補遺
巻上)のが最初である。

地元に伝わる地名伝承には調査地の「寺屋敷」以外に「みどうの田(御堂の田)J iだいもん(大門)Jの地

名がある。これはいいづな歴史ふれあい館の小山丈夫氏が、発掘調査終了後、地元の方から調査地の南方に隣接

した棚田の一角を「みどうの田」と呼ぴ、平出一袖之山聞の道路に至る置線的な農道を「だいもん」と呼んでい

るという伝承がある旨、教示を受けたものである。調査地の「寺屋敷」地名以外に新たに「みどうの田(御堂の
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第2章遺跡、の環境

田)Jrだいもん(大門)J地名が加わったことになる(第3図)。

第 3園地形図 (1: 4，000) 

挿入写真 1 遺跡近景(東より)
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第1節遺構

第3章遺構と遺物

第1節遺構

1 .遺構の種類と分布

調査地は西から東にかけたゆるやかな舌状台地にあり、先端は崖となる。調査範囲は東西15m南北20mの

300m2と転石帯内のトレンチ 1~4 である。検出された遺構は掘立柱建物と柵列各 l 基、火葬施設と火葬墓各 l

基、少数の土坑 (SKOl~07) にこれも少数のピットである。各遺構は転石帯よりも北側一帯に散在していた。

ただし火葬墓は転石帯の中に認められた。各遺構は第E層の黒色土で検出された。埋土内に地山である黄褐色粘

質土の粒子やブロックを含むことにより検出した。

2‘古代の遺構(第8図)

土坑SK01 台地東端に検出された平面円形で、径128cm、底径75cmの土坑である。壁はほぼ垂直で、深さ105cm

である。井戸跡とも思われるが、台地上で、は湧水はこの程度の深さでは求められないし、別の機能を考えなけれ

ばならない。埋土内から土師器言語片が4点出土した。

土坑SK02 調査区中央西端の最高所にある。 SK02は不定形な長径77cm深さ30cmの土坑で土坑底に10数個の

角礁がある。さらに同規模のSK07がある。

土坑SK03 調査区東端に検出された。長径75cm、深さ15cmの不定形の土坑である。

ピット群 調査区全域に小規模なピットが散在的に認められた。大多数は中世と思われるが細部は不明である。

3、中世の遺構

( 1 )掘立柱建物SB01 (第5園、 PL2)

調査地中央北寄りの緩傾斜地にある。 1x 3聞で主軸はN180Eで等高線上にある。桁行5.8、梁行3mで¥中

世の遺構である。深さは60cm前後で埋土は黒色土で黄褐色粘質土粒を含むか漆黒色土である。柵列SA01を

SBOl掘方 1(P.52)が切る。掘方7 (P.53)埋土からカワラケの小片が、掘方5 (P.55)埋土から古代の黒色土

器坪片が出土した。掘方の形状および出土遺物から中世の遺構である。

(2 )柵列SA01 (第5園、 PL2)

掘立柱建物SBOlと一部重複し、掘方は楕円形で、径70cm深さ30cmである。埋土は黄褐色粘質土粒子やブロッ

クを含み黒色土からなる柱痕跡が認められる。試掘調査時から存在が確認されており、本調査でも精査したが掘

立柱建物とする掘方は不明で、あり、柵列と思われるが、その構造などは明らかにし得なかった。 SA01掘方 l

(P.52)はSB01掘方lと切り合いSBOlが新しく、近接する P.l7で土師器鉢が出土するなどから中世であろう。

主軸はN310Eで掘方間隔は2.lmで2間分が認められた。ただし同一線上に P.46があるがP.14との間隔が4.6m

あり、その聞に掘方は認められなかった。よってP.46は別に考えねばならないものと思われる。

( 3 )火葬施設SK06(第7園、 PL2)

調査区の中ではもっとも東寄りの崖に近い部分でE層下部で検出された。長方形土坑で120x70cm、深さ

20cmである。等高線に沿って南北方向に主軸がある (NOOS)。土坑は黄褐色粘質土 (V層)を堀窪めており、
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第3章遺構と遺物

壁面及ぴ床面と煙道部分は著しく焼け壁では厚さ4cmに達していた。煙道は土坑中央の床面を幅20cm深さ

14cm、長辺に宜交して掘り窪め、さらに東壁を貫いて壁外60cmまで設けている。土坑埋土と床面上には焼けた

人骨片、焼土、炭、灰が認められた。骨片の中には左側肩甲骨を含むが個体数は不明である。上回典男氏が指摘

するとおり、火葬の場であり、火葬墓とするにはさらなる検討が必要であり(上田1993)、本報告でも上田氏の

提言を受け火葬所と火葬墓とは区別して使用している。こうした火葬施設は善光寺平や松本平の中世墓に広くみ

とめられるが、本例によって鳥居川水系でも初めて検出されたことになる。

(4 )火葬墓SK04(第8園、 PL2)

転石帯にいれたトレンチ3内に検出した。転石帯の一角に一部転石をぬいて設けられた土坑内に焼けた人骨砕

片と炭、焼土を埋納した中世墓である。土坑は不定形で長径120cm、深さ40cmであり、壁・床には焼けた痕跡

は認められなかった。
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第2節遺物

調査地の北東域のE、E層及び掘立柱建物、柵列、土坑SKOl

埋土内から出土した。縄文時代早期の山形押型文土器l、掻器2、

平安時代の土師器護、黒色土器杯、灰粕陶器光ヶ丘l号窯期の碗、

中世の土師器皿(カワラケ)、内耳鍋底部、土師器鉢底部片、珠

洲・瓦質の揺鉢、鉢と砥石がある。

1 .縄文時代の遺物(第9図)

山形押型文土器(げ2)1片片.が出土した。厚さ8mn剛mで

化した長石粒を含む。石器は頁岩製の大型撮器 (ω1)と黒曜石製

の掻器(は3)がある。 F大型掻器は全長13.7cmで侭IJ辺に僅かに調

整痕がある。以上は押形文土器に伴う石器であろう。他に黒曜石

製の剥片 l点がある。

2.古代の遺物 (第9図)

平安時代の土師器・黒色土器 ・須恵器と灰紬陶器がある。いず

れも小破片で、総数は78点で、ある。坪類は土師器で総数35点あり、

そのうち20点が黒色土器である。棄は煮沸用の土師器聾片38点と

第2節造物

挿入写真2 調査地隣地出士五輪塔 (高野智

彦氏所有)

貯蔵用の須恵器聾片3点の計41点である。土師器聾は叩き目のある北信型(7・8)を主に北武蔵型 ・小型聾が

少数であり、須恵器翠 (9・11・12)では内面に青海波文をとどめる。灰紬陶器は手付瓶 (6 )と碗の各 1点が

ある。碗の見込みに刷毛目痕をとどめるところから手付瓶とも東濃系の光ヶ丘1号窯期のものと思われる。微細

な破片が多く、詳細は不明であるが出土資料を見る限り須恵器杯を欠くこと、黒色土器杯が多数を占めること、

多様な土師器聾と灰柏岡器などから 9世紀後半以降の土器類である。月見川沿いの谷水田を開拓した人々の居住

地の一角が遺跡内にあると思われるが、周辺部にある前高山古窯担l:群との関係も注意しなければならない。

3. 中世の遺物 (第9図)

土師器皿 (カワラケ) 4点 (13・14)、内耳鍋6点 (16)、瓦質土器播鉢1点 (10)、鉢2点 (15・17)とV期

の珠洲聾(壷) 1点 (11)、器種不明の土師器底部片 l点(18)と裾花凝灰岩製の砥石 l点 (20)がある。資料

は細片のため詳細は不明であるが、瓦質土器や珠洲から15世紀後半から16世紀代の中世後期の戦国期のものであ

ろう。18は底径22.5cmの大型器種で、器壁は2.2cmと厚く器面はユビでナデ整形している。体部立ち上がり部に

一条の粘土帯を雑に貼り付け、指でナデている。底部は体部器壁に比較して薄く、底部外面に離れ砂が付着して

いる。胎土には雲母を含ませるなど底部の属性とともに内耳鍋と共通する。鍋としてと らえておく 。鉢 (15)は

口縁部片で端部は内傾し、 頚部で僅かに外へ張り 出す。巻き上げロクロ成形である。
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第4章成果と課題

1 .火葬墓と火葬施設

(伝)願生寺跡からは発掘調査の結果、縄文時代早期の押型文土器と石器、平安時代の土器片と中世の遺構と

遺物が得られた。縄文時代や平安時代では遺物はごく少量で、あり遺構も少ない所から遺跡の中心地からははずれ

たものと思われるが、小規模台地上の遺跡例を新たに加えることができ大きな成果のひとつであるが、ここでは

遺跡名にもあるとおり中世の遺構・遺物から願生寺について検討を試みる。

検出された中世の遺構は 1x 3聞の掘立柱建物 l棟と柵列l基、火葬施設(火葬土坑)と火葬墓各l基である。

他に少数のピットや土坑などがある。すでに述ぺたとおり、これらは中世後期、 15世紀後半から16世紀代のもの

である。ピットからは鍋と思われる土師器底部が出土している。他に包含層出土資料ではあるが、土師器皿(カ

ワラケ)、内耳鍋、瓦質土器の措鉢、珠洲V期の聾片があり、遺構の時期を示すものである。

遺構は調査地の台地中央の転石帯北側に l棟の掘立柱建物と柵列が重複し、崖寄りの台地先端に火葬施設がそ

の南寄り転石帯の中に火葬墓がある。転石帯は押し出しによる大小転石の集積からなりその切れた空間に l基の

火葬墓を設置していた。転石には径2mを越える大石も含まれ、それ故にこの部分の調査はトレンチ調査で終

わったが、大石の聞にも火葬墓がさらに設置されていた可能性がある。山形県立石寺の山内の岩窟における供養

塔と納骨(望月1976)を連想させる。あるいは中野市西山中世墓地(檀原2010)などに見られる集石と同様に転

石を妻の河原に見たてた地蔵信仰と関係があるものと思われる。納骨と墓地とは厳密には区別して考えねばなら

ぬが、これらも含めて検討するよで転石帯内の火葬墓の在り方は今後注意してゆかなければならない課題と思わ

れる。その意味でも転石帯内の調査をいま少し続けるべきであったと反省をしなければならない。

調査地の 3段上方の平場状の畑地では五輪塔l組が出土している。火葬墓からは水平距離で60m、高低差は

10mである。五輪塔は4石でそろいであるが組合せが正しいかどうかは疑問である。地下にはまだ埋まってい

るとのことであるが未確認で、ある。現在別地に移転されている。いずれにしても発見者の言葉からは相当数の五

輪塔があることによって遺跡一帯は善光寺平に多い五輪塔を伴なう火葬墓であることが想定される。以下この点

を発掘例をもとに検証する。

2.善光寺平の中世火葬墓

善光寺平の中世墓は長野市松原遺跡(上田・費回2000)に端的に示される。中世集落内の土坑墓主体の土葬墓

群に対して背後の山腹(山麓斜面)には、階段状に整地されたテラス上に火葬骨を有機質または少数の珠洲の蔵

骨器に入れて埋納した火葬墓とそれにそわせた多数の五輪塔群からなるもので、きわだ、った対称を見せている。

両者には、少数ではあるが火葬施設が伴なう。平地における五輪塔を伴なわない土坑墓群はかつて千曲市城ノ内

遺跡で調査した(笹揮-岡田1969)が、墓群としての調査例は意外と少ない。

善光寺平で調査された中世墓を立地及び墓の様相から以下に分類する。五輪塔を伴なう火葬墓群を A、松原

遺跡や城ノ内遺跡の五輪塔を伴なわない平地の中世墓を B、中野市建応寺遺跡(檀原2010)など寺院内の墓を C

とすれば、善光寺平の調査された中世墓の多くはAである。 Aは山麓にある坂城町観音平経塚(若林1999)、中

野市対面所(中島1998)、西山中世墓祉、清水山中世墓主rl:(中野市教育委員会1994、檀原2010)などA1と、長

野市三才遺跡(上田1998)のように平地にある A2がある。 A1には経塚と一体である観音平経塚の中世墓や板碑

が伴なう清水山中世墓などの相異もある。平地にある A2型は掘立柱建物からなる集落域の一角にあり、調査例
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は意外と少ないが中野市吉田五里原遺跡がこの例である(檀原2010・吉原2011)。このほカ吋、布施町玄照寺・飯

田氏居館遺跡(土屋・中島・鶴田1997)や飯綱町表町遺跡(笹津・原田・小柳2014)などのように当初の設置地

を離れ、井戸や流路の石組、上水施設などの用材に転用され、本来の墓が付近に想定される例、五輪塔出土地や

各地に残る「五輪」地名などを加えたならば中世墓はさまざまな形態が予想される。特に善光寺境内地(宿野

2000)や善光寺背後の花間平など(小山2000)の五輪塔や宝陸印塔・板碑ーなどの供養塔出土を加えると中世の葬

送儀礼に係わる考古学資料は多様で、あり、善光寺信仰も含めたさまざまな視点からの検討が必要であり、中世墓

も地域・時間、そして寺院や宗派の影響も含めて多角的に検討が必要である。特に五輪塔を伴なう火葬墓群は例

えば檀原氏は中野市内の発掘資料をもとに造墓集団の階層について考古学資料を個々に検討し、そこに国人層の

関与を想定している(檀原2010)。坂城町観音平経塚や中野市対面所遺跡の報文中にはその造墓立地から北信の

有力国人村上氏や替佐城との関係もふれている。五輪塔などの中世の石塔類の製作とその建立には多大な労力と

思想的背景を考えねばならず¥石塔類の生産集団や寺院の存在を無視しては成立しえないからである。(伝)願

生寺跡は山腹上の高台にある A1型の中世墓となる。しかし五輪塔出土地点と火葬墓・火葬施設が検出された調

査地の聞が全く不明で、あり、火葬墓に五輪塔が伴なわないなどの相違もあるが、 A型のバラエティーとしてこ

こではとらえておく。

3.願生寺との関係

「願生寺跡」とした埋蔵文化財包蔵地(牟礼村教委2000)の根拠は矢野恒雄氏の『牟礼村誌』の記載にもとづ

き、骨子は私見を加えてふれれば以下の3点である。

l点目は飯綱町誼念寺所蔵の「方便法身尊形」の裏書「実如 月日 坂東信州口口郡平出願生寺願主祐

賢」と妙高市新井除戸真宗大谷派願生寺の「大高山願生寺年歴」を基本史料としている(矢野1997)。両史料が

いつ書かれたか不明であり云わば「寺伝」と云うべき史料と思われる。

2点目は願生寺と(伝)願生寺跡の南方にある山城害山城との関係である。警山城は甲越の争いの中で上杉方

の前戦基地として、川中島の戦いにおいて上杉方の山城として重要な役割を荷っていたが、矢野氏はこれより前

は「大高山願生寺年歴」の記載による「八世祐賢は法師武即平出入道と名乗り、警山城主として手勢を率い上杉

軍に属し戦功をたてた」とある記載により、願生寺が城主であり、位置的関係から調査地を比定地としたのであ

る。これについては遠藤公洋氏が嘗山城の構造上の分析を通して、土杉方が構築したと云う見解(遠藤2009)に

よれば、矢野氏の見解と異なって来る。書山城がいつ作られたかに係わって来るのである。つまり遠藤説に従え

ば、上杉方の築城ということになるが、築城時期の問題は究極には発掘調査によらなければならない。むしろ、

ここでは「寺伝」によるとは云え願生寺が一向宗寺院として、平出の地にあり、上杉方の一大武力として存在し

ていたことである。北信地方の一向宗寺院が「芋川の乱」で大きな役割をはたしたことは池上裕子氏 (1998)や

小山丈夫氏 (2000)がふれているし、筆者も両説を引用しながら本書前編第5章でふれた。

( 3 )点目は「寺屋敷」などの地名、北国街道成立前の古道や古地形、平出集落との関係、とくに調査地にお

ける五輪塔の出土地については「寺屋敷」の地名とともに願生寺比定について大きな根拠としていた。

以上矢野恒雄氏の説を中心に願生寺に係わる事項について述べて来たが、発掘調査では寺院跡は検出されず、

願生寺比定地は中世墓域であることが明らかとなった。墓域が寺院内に設置されるのは江戸幕府の寺講制度(檀

家制度)によるものである。中世社会では僧侶やごく一部の上層国人層などで¥一般的ではない。もっとも北信

地方では中世寺院の発掘調査例がほとんどないので、今後の課題であるが、五輪塔が出土したから、それを持っ

て供養地とすることはできても、墓地とすることはできないし、供養塔・墓地と寺院との三者関係は短絡的に結
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ぴ付けられるものではない。

最後に地元の伝承としてある「みどうの回(御堂の田)Jrだいもん(大門)Jについてふれる。いずれも調査
地に近い平出から柏之山方面に向う道路沿いの棚田の一角にある。「大高山願生寺年歴」には人世祐賢の性格が

上杉方の武将としての側面が強く記載されており、恐らく願生寺は堀で防御された施設が考えられ、この点から

も台地上にある調査地ではなく、書山北麓の月見川支流沿いの「みどうの田(御堂の田)J伝承地が願生寺跡比

定地としては最有力地となり、調査地が願生寺と係わりのある中世墓地となる。掘立柱建物跡は火葬に係わる施

設であるかも知れない。

今次調査によって願生寺や醤山城に係る資料が得られたことは最大の成果のひとつであり、不確定要素が多い

ものの、城館的性格が強いと考える願生寺と恐らく一体と考えられる墓域の調査例は数少ない中世史解明に新た

な資料が加えられたことになる。
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あとがき

平成21年度に飯綱町内で発掘調査を担当した表町遺跡に続いて、芋川氏館跡(第4次)と(伝)願生寺跡につ

いて報告書を刊行することができた。いずれも中世から近世または近代に渡る遺跡であり、同時代史料がほとん

どなく、云はば伝承によって語られてきた遺跡である。発掘調査では伝承は底辺に置くものの、考古学上の調査

を重視した。しかし、芋川氏館跡の上層遺構である再建福正寺については、明治12年前後の3点の史料をほぼ同

時代史料として、調査の成果に活用した。史料を利用するにあたっては、いいづな歴史ふれあい館の小柳義男・

小山丈夫両氏の助言を受けた。お二人には他にもいくつかの教示を受けた。

発掘調査では検出した遺構の年代比定が欠かせない。木簡などの文字資料が出土すればかなり有益で、あるが、

ほとんどの場合こうした資料に恵まれることはまずないので¥多くの場合に指標となる土器などを使用する。表

町遺跡や芋川氏館跡の溝や堀など厚い堆積層では層位ごとに出土する遺物とくに陶磁器から、各層の年代比定を

行うことは、文献との対比においても必修事項である。特に戦国期から現代まで、多様な土地利用の歴史を刻む

芋川氏館跡では、地域史を明らかにする上で極めて有効で、あり、本報告中にその成果を示した。芋川氏館跡では、

一定量の陶磁器に恵まれ、文献と併用して、整地層を含む土層の年代比定をおこなった。肥前陶磁を含む広域流

通の陶磁器などは窯跡資料を中心に、ー型式30年前後の編年が樹立され、ほぼ全国規模で採用できる。よって、

問磁器の鑑定を長野県埋文センターの市川隆之氏に依頼した。本報告の遺構などの年代比定は市川氏の協力が

あってのことである。ただし、発掘調査では可能な限り層位を重視し、必要に応じてレベルも含めて取り上げた

が、複雑な低湿特有の土層と、たび、重なる土地利用もあって、一部に不徹底となり、除外した資料もある。また

図面及び、観察表作成も、出土状態の検討などとともに行ったため、結果として不徹底となった。再度再構成する

にしても、染付などの表現を優先として紙焼きによる旧印刷法を採用したため、それもかなわず、不統ーとなっ

た。いずれにしても、出土状態とその記録化には相当の作業量となった。現在三次元測量による遺物の出土状態

の記録化を佐久市教育委員会や長野県埋文センターなどで実施し成果をあげているので、多層にわたり遺物が出

土する調査ではこうした調査法も必要かと思われるが、この場合にも、出土状態の検討は不可欠で、ある。どちら

にせよ結論を導くまでには遺物の図化も含めて気の遠くなるような作業量を必要とする。

こうして、表町遺跡では矢筒城下である「まぼろしの表町」を、(伝)願生寺跡では、鳥居川水系ではじめて

中世の火葬施設と墓群を明らかにしえた。芋川氏館跡では前回調査の成果と併せて、芋川氏館の規模が確定し、

堀のすべてが県内では全例のない障子堀であることがほぼわかった。芋川氏の館防衛が並々ならぬものであった

ことが知られる。それは甲越の抗争のなかでとった芋川氏の対応策である。同様に今回初めて柵列が検出された。

l点の越中瀬戸小皿の出土によって、設置時期が定まり、思いもかけずに、中世から近世過渡期の徳]1[と上杉抗

争の一端を知ることとなり、併せて芋川氏と妙福寺の密接な関係も知ることとなった。また、跡地に建てられた

福正寺関連では善光寺地震の関与が考古学的にも実証された。

かように今次調査によって、今まで伝承や史料の一部でしかなかった飯綱町の中世以降の地域史がおぼろげで

はあるが明らかとなった。

報告書作成にあたり、考古学・歴史学・建築史・民俗学・保存科学・植物学など多くの研究者、平出・田中

地区など地元の皆さん、妙福寺住職中殿秀靖氏、研究調査機関や工事施工業者などと、なによりも発掘調査や整

理作業に従事した皆さん、時間のかかる印刷方法を採用して下さった(株)信毎書籍の小山義広氏と忍耐強くサ

ポートしてくださった事務局のみなさんに深く感謝申し上げる。

(笹淳浩)
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報告書抄録

書名 苧川氏鎗跡(第4次)・(伝)顧生寺跡

副書名
芋川氏館跡一一飯綱町芋川田中公会堂建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

(伝)願生寺跡一一中山間地域等車接支払い事業ため池造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

シリーズ名

編著者名
芋川氏館跡一一笹津治 原田勝美

(伝)願生寺跡一一笹津治 横山かよ子

編集機関 飯綱町教育委員会

所在地 干389-1293 長野県上水内郡飯綱町大字牟礼2795-1 TEL026-253-2511 

発行年月日 2014 (平成26)年3月31日

ふりがな ふりがな コード 北緯 東経

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 (世界測地系)
調査期間 爾査面積 調査原因

挙対島官官辞li鰭韓聾 36" 138" 20090413 

20590 46' 15' ~ 518.6m 公会堂建設

28" 18" 20090630 

目酔轄
36・ 138。 20091001 

(荏)讃宮寺諒 20590 43' 14' ~ 340m ため池造成

31" 04" 20091120 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

苧川氏館跡 須恵器・土師器・灰勅陶器 -古代の集落域

東堀一障子堀 輸入陶磁器 -障子堀、柵列

柵列 青磁・白磁・青花 -肥前陶器I期からの

掘立柱建物 国産陶磁器(15c-近世) 搬入(胎土目積・砂目積)

井戸 古瀬戸瀬戸美濃肥前越中瀬戸 -越中瀬戸(I期)の小

萩京常滑 血(柵列の年代比定)

福正寺跡 地方窯赤塩焼 -赤塩焼

整地層ー第 l次・ 中世須恵器・珠洲 -内耳鍋・熔熔

第2次 在地産土器ー土師器皿(カワラ -長床望書(一木造り)

芋川氏館跡 館踊: 古代~近代 礎石建物跡 ケ)内耳鍋熔熔火舎

溝杭列土坑 瓦ー桟瓦丸瓦鬼瓦

石製品ー粉挽白石鉢凹石砥石五

その他 輪塔建築石材石筆石板石硯

杭列、ピット群、廃 金属製品一小柄雛釘馬具金銅製

棄土坑 品銅製品煙管耳掻玩具銭貨(寛

永遠宝・照寧元宝・永楽遇宝)

木製品一漆器長床惣鍬曲物木製

硯杭

鍛冶関連ー羽口鉄棒砥石

-芋川氏館跡は今次調査で東掘の位置が確定し、規模とともにすぺてが障子堀で閉まれていたことにより、甲越抗争の中で国境地

帯にいる国人苧Jll氏の性格を知る資料であるとともに東堀外縁に併置された柵列は中世から近世にかけた政治的動向を反映した

要約 遺構として注目される。

-館跡の上層遺構である福正寺跡は普光寺地震で破壊後再建された寺院であるが、寺院や廃寺跡後も含めて土地利用の歴史が明ら

かとなったことは発掘調査の成果として特筆される。

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文時代 押裂文土器・石器

平安時代 土師器・須恵器・内黒土器・灰粕陶器

(伝)願生寺跡 集落跡 鍋立柱建物社 内耳土器・カワラケ・珠洲・瓦質土器・

中世 柵列、火葬施設、火 砥石

葬墓

要約
-願生寺跡は未検出。しかし、これと関係すると恩われる中世墓の一部を検出。願生寺は醤山城と関係があり、芋Jll氏館跡などと

ともに甲越抗争史解明のー資料となるものである。
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